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　物心ついたときから、父は母の奴ど隷れいだった。

　いつからその上下関係が築かれたのかは知らない。だけど、仕事をしお金を稼いでいるのも、日々の家事も、学校行事に参加するのも、フリーライターである父さんだった。

　４ＬＤＫのそこそこ立派な家の中で、俺が母さんを見つける場所は、リビングのソファーの上だけだった。いや本当に、冗談抜きで、そこ以外で母さんの姿を見かけなかった。

　あまりに動かないので、「実は俺の母さんって、母さんというか地じ縛ばく霊れいじゃね？」とか疑って、目の前で般はん若にや心しん経きようを唱えようともしたが、母さんには足があるし、誰の目にも見えたし、会話もできるし、食事もした。

　録画した韓はん流りゆうドラマを見続ける母さんが握るテレビのリモコンには、きっと俺が知らないだけで、父さんを操あやつるボタンでも付いていたのだろう。操作されている間の記憶はなく、ロボットのように動かされているのだ。そうに違いない。

　そうだ。

　そうでなきゃ、奴隷である父さんが、いまだに母さんとラブラブなことに説明がつかない。

　ましてや「ミヨ（←母親の名前）ちゃん、明日一いつ緒しよに温泉行こうねー」などと、ソファーの上の母さんのほっぺたを突きながら言うわけがない！

　とにかくそんな異常な両親を見続けた俺は、ごく自然に決意した。

　尻しりに敷かれない男になろう。時代錯さく誤ごと揶や揄ゆされようが、男の威厳を見せつけ、女を従わせるのだ。料理？　洗濯？　アホか、ゴミ出しだってしてやるものか！

　そんなとき俺は、父親が見本誌としてもらってきたらしいファッション雑誌に、ある言葉を発見した。どうやら今時の軟弱な男子に失望し、飽き飽きした女子たちが、昔ながらの父親像を恋人に求めているというのだ。

　亭てい主しゆ関かん白ぱく系男子。

　略して『パクメン』。

　なんてことだ。まるで俺を表現するためにあるような言葉じゃないか！

　しかし評価とは自己でするものではなく、他人にされるものである。俺は『俺（岩いわ下した寿とし也や）＝パクメン』という図式を築き、誰にも文句を言わせないようにならないといけない。そのために自分を磨き、他人に認めさせるよう努力する。

　威厳がある男になるためには、自分をしっかりと持つことが重要だ。俺は、人の上に立つことで、軸がぶれない人間になれるはずと考え、中学二年のときに生徒会選挙で会長に立候補した。

　……ええと……その……残念ながら落選はしたものの、書記として責務を全うしたから、かなり理想に近づいたはずだ。三年になって学級委員にも立候補した。……ま、まあこれも残念ながら女子の細ほそ谷やさんがとてつもないカリスマ性を持っていたので──いやホントに、もう有名雑誌の読者モデル並みじゃね？　って思うほどのカリスマ性だったので仕方なく副委員長とはなってしまったが、しっかり仕事をこなした。自分の意見をきっちりと通す俺に、細谷さんも「……いや、そのさ……ああ、めんどくさいからそれでいいや」とよく負けを認めたものだ。

　…………うん、認めてるよな？

　とにかくカリスマ細谷にさえ意見を通せる俺は、尻しりに敷かれることから最も遠い中学生だと言ってももはや過言ではなかった。隣に座っていた菜な々な子こちゃんも、よく俺に「男らしー」と言ってくれたものだ。菜々子ちゃんはムカデにも「かわいいっ」と言い、ホラー映画を観て「おもしろーい。どこのコント番組？」と言っちゃう女の子だったが、それは関係ない。

　だが、妥だ協きようをしない俺は、それだけでは満足しなかった。完璧なパクメンになるためには、自立心が必要だと考え、高校から都内で一人暮らしをすることを決意した。はあ、まったく、減量中のボクサー並みのストイックさに我ながら戦せん慄りつするね。

　ソファーお化けこと母さんは、一人暮らしそのものには反対した。だが、必死に勉強をし、緑りよく央おう大学高等部に合格した俺の熱意を最終的にはくみ取ってくれた。

　──え？　父さんの意見？　そんなの我が家に存在しないよ？

　というわけで俺は、高校から徒歩７分の、築三十年のボロアパートの部屋に、自己を磨くために一人暮らし中である。

　昨日もまたストイックにも、この四よ畳じよう半はんの部屋で、ちゃぶ台返しの練習してしまった。自画自賛になってしまうが、才能というのはあるのだろう。もはやちゃぶ台を裏返す華か麗れいな技術はかの☆ほし一いつ徹てつに勝まさるとも劣おとらないと公言できる。

　わざわざ口にしては言わないが、おそらくクラスメイトたちも、自分たちにない威厳や貫禄を同世代の俺に感じているはずだ。

　さて、そんな男が惚ほれる漢おとこと言うべき、俺の現状を報告しよう。

「そうそう、いい表情になってきたわよこの駄だ馬ばが！」

　ひっくり返すべきちゃぶ台の上で、俺は四つん這ばいになり、身長125センチぐらいの小学生女子の椅い子すになっていた。

　尻に敷かれない男というか、物理的に女の尻に敷かれていた。

「…………あれ？」

　なんだろうこの現実。

「ん？　なにを見苦しくヒヒンヒヒンとさえずっているの？　ああ、餌えさのよーきゅーかしら？」

　柔らかそうな長い後ろ髪を、ふわさ、とかきあげる。扇せん情じよう的てきな巨乳のお姉さんならばともかく、こんなおっぱいだか関東平野だか区別がつかない胸をお持ちのチビジャリに、そんな仕草はまるで似合わない。

　しかし幼女は、四つん這ばいになっている俺の顔の前に、素足を差し出す。

「仕方ないわね。あたしの足の爪つめ垢あかでも舐なめ取るがいいわ。あなたには十分すぎる食事でしょう？」

　おっかしいな。

　男の中の漢おとこである俺が、どうしてこんな幼女のお馬さんになっているんだ？

「やだ……鼻息が荒くなっているわ。小学四年生の足の指にせーてきこーふんを抱いだくのはやめてもらえる？」

　抱いてねえ！

　そもそも鼻息も荒くなってねえ！

　ていうか小学四年生のくせに変な単語ばかり覚えているんじゃねえ！

　まったく、教育がまるでなってない。これは大人である俺が、生意気なガキにふさわしい罰ばつ……そうだな、お尻しりペンペンでもして、ちゃんとしつけてやらんといかんな。きちんと子供に教育を施ほどこすのも、パクメンとしての必須条件だ。

　ペチペチ。

「ほうら、これがいいの！　お尻叩たたかれて気持ちいい？　ねえこれがいいの！」

　幼女にお尻をペンペンされた。

　むしろ俺がしつけられていた。

　ちなみに鼻息が荒くなっているのはこいつの方だった。

　なんなんだ……どうして俺がこんな屈くつ辱じよくを！

「お前、いい加減に──」

　口を開いてすぐに、目の前に携帯電話の画面を突き付けられる。動画が再生される。服がはだけ、色気のない下着姿の小学生が、「いやーやめてーかんにんしてー」と抑よく揚ようのない声を上げている。

　相手は俺を椅い子すにしているこのガキで。

　その場所は、あきらかに俺の部屋だった。

「う、く……く……」

　そ、そうだ。この動画が、俺がこうしている一因……！

「うふ。いいのかしらねー。あたしがこの動画をケーサツにでも持ち込めば……ぷくく……あなたの人生終わりね。可か憐れんな少女に手を出したとなれば、ちょーえき三百年ぐらいじゃないの？」

「こ、こんな嘘うそくさい動画、誰が信じるか！」

「そうかしら？　この世界はね、美少女と社会的弱者に優しいのよ。それを二つ兼ね備えている、このあたしのしょーげんをみんな信じてくれるに決まってるわ。誰があなたみたいな、ノートのすみに描いた落書き程度のモチベーションで神様が作った、クソ凡ぼん庸ような高校生を助けたいと思うのよ。なにそいつ量産型マニア？」

「うくく……」

「ま、証拠不十分でちょーえきは免まぬがれたとしてもよ？　ふーひょう被害だけはどうにもならないわよね？　学校では『あいつアリの行列をロリの行列と勘違いして興奮していたぜ』とか、『マリ遊びしながら、ロリ遊びしてた』とか、そんな噂うわさを流されるんでしょうね」

　それは流されない！

　流されない……が、もっと現実味のある噂ならばあり得る。少なくとも俺が夢見ている、女子とのストロベリーな日々への扉は完全に閉ざされる。具体的には、クラスメイトの、清せい楚そでシャイで巨乳のあの子との青春が消える！　いやだ……一いつ緒しよにテスト勉強とかしたい！　数学の公式よりも君の公式が解きたいとか言いたい！　そして俺キモい！

「う、うう……」

「席が隣になった女生徒に泣かれ、好きになった人に告白をすればやっぱり泣かれ、その友達に『なんて酷ひどいことをするのよ！』って理り不ふ尽じんにも責められる青春を過ごすといいわ。あなたが将来どうなるかなんて興味ないし、知るはずもないけれど、見通せる未来が一つだけあるわ。あなたが誰にも惜おしまれず、むごたらしく孤独死することよ」

　一いつ瞬しゆんだけこの『折おり手で荘』で、老人になった俺が風呂場でミイラになっている様を想像してしまう。大家さんが死後一ヶ月の俺を見つけて、鼻をつまみながら「こういうの、本当に迷惑なのよね」と顔をしかめるのだ。

　うう……心臓にきた……。

　こいつ小学生にして、どれだけ人の心を折る技術を身に着けているんだ。末恐ろしい。

　しかし、こんな小学生の戯ざれ言を真まに受けてはいられな──

「もちろん、一生どーてーね」

　心が折れた。

「う、お、お……」

　人を傷付けるための言葉選びを決して間違えない……これが本当の天才か。

　幸いにも手と膝ひざを突いている俺は、初めから絶望した心境にあった姿勢（orz←こんなん）だった。……って、なにが幸いだよ。心が折れて頭が混乱しているぞ。

「……そ、そもそもお前、童貞の意味分かって言ってるのか？」

　俺がこんな姿勢になる前にも言ってたけどさ。

「え？　ええと？　な、なによ知らなければ問題あるのかしら？　あなたが傷付くことは知っているんだから問題ないわ」

　発言が最低すぎる！

　え？　チェーンソーの本来の使い方？　とりあえず人は殺せるんでしょ──並の最低さ！

「余計なこと言ってないで、ふくじゅーを誓いなさい。ほうら、足を舐なめなさいよ。舐めたら楽になるわよ」

　服従なんて誓うわけねえ。

　でも、このガキを納得させなければ、いつまでもこのまま進展しない気がする。それどころか、すねて動画をどこかに公開されてもおかしくない。

　──足、舐なめるぐらいは、いいか？

「はっ！」

　やばい……なにを考えているんだ俺は。すっかりこのミニマム女王様ことアリスに洗脳されてる……！　そんなことをしてしまえば、亭てい主しゆ関かん白ぱく系男子なんて夢のまた夢だ。俺もまたソファーお化けを愛いとしく思う病気になってしまうかもしれない！

　いやだ！　血は争えないなんて信じたくない！

　そうだ、なにを言われても、そんなプライドを捨てるような真ま似ねはすべきじゃない。断固として自分の意思を貫くべきだ。ましてや足を舐めたりなんて絶対に──

「どーてーはさすが、決断力がないわね」

　足を舐めた。

「し、しまった！」

　小学生の売り言葉に、まんまと乗せられた！

「ひぅ！」

　どういうわけか上がる悲鳴。

「ん？」

　なんだ今の、散々罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐いていた口から出ているとは思えない、年相応のかわいい悲鳴は？

「な、なななななにを本当に舐なめてるのよ！」

　背中から降り、俺の正面に立って、真っ赤な顔で指を突き付けるアリス。

「……？　いや、舐めろって言ったろ？」

「じょ、冗談に決まってるでしょ！　バ、バカじゃないの⁉　この変態！　バイ菌きん！　便座カバー！　や、やっぱりあなたは、あたしの乗り物程度の価値しかない動物だわ！　馬が！　この駄だ馬ばが！」
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　真っ赤な顔のまま叫さけんで、俺の背後に回り込んで尻しりに蹴けりを何度もいれるアリス。

「いてっ！　あのタイミングで冗談だなんて分かるわけないだろ、ってやめて！　お尻はいいけど股またの間に蹴りを入れないで！」

「うっさい！　どこの小学生が本気で足を舐めさせたがるのよ！　さすが変態どーてーだけあって常識がないわね！」

「い、言われてみれば……って、違う！　一いつ瞬しゆん納得させられたけど、そもそも、数時間前に会った高校生を乗り物にするような、異常小学生の常識なんて分かるか！」

「はあ？　誰が異常よ？　あたしはあなたの乗り物としての立場を分からせてあげてるだけよ！」

　でも、そんなことを言いながらも、蹴っているアリスの頬ほほに少し赤みが差し始めた。

　ようやく自分の言動がどれだけおかしいかを自覚したか……。

「あ、あなたのお尻って……蹴りやすいわね。そ、そこだけは褒ほめてあげるわっ！」

　まさか、このタイミングでデレだと！

　真性か！

　……さて、確認しよう。

　テーブルの上でまだ四つん這ばいのままで、小学生女子に足あし蹴げにされている俺が心に誓ってることを。




　亭主関白系男子パクメンに俺はなる！




　まあ、尻に敷かれないどころか、尻を蹴られていますけどね！

「…………」

　俺はカリスマパクメン、十じゆう文もん字じ鉄てつ斗とさんの顔を思い浮かべる。黒い肌に、そり込みの入った坊主頭、鷹たかを彷ほう彿ふつさせる鋭するどい一重まぶたの目。すべて俺の憧あこがれだ。

　なのに頭の中の十じゆう文もん字じさんの鋭するどい目は、馬になっている俺に侮ぶ蔑べつの色しか見せない。

　ち、違います、十文字さん！　確かに俺は今、奥さんどころか９歳の幼児に座られ、尻しりを蹴けられています。亭てい主しゆ関かん白ぱくどころじゃなく、９歳女子の家畜、あるいは奴ど隷れいになっています。でもこれは事故です。今まであなたのＤＶＤを見て勉強し、真ま面じ目めに頑張ってきたんです。だからそんな目をするのはやめてください！

　あ、やばい涙が出てきた。

「なにを泣きそうになってるのよ？　馬であるあなたが出すのは泣き声じゃなくて鳴き声であるべきでしょう？　分をわきまえなさいよ！」

　俺の心境を知ってか知らずか、アリスはますます頬ほほを紅潮させ、息を荒くしている。クソガキすぎる。

　どうしてこんなことに……。

　俺は途方に暮れながら、今日の出来事を振り返った。
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　下校中の俺はごきげんだった。

　人目がなければスキップしたいぐらい、ごきげんだった。

「…………ふ、ふ」

　思わず漏もれてしまった気持ち悪い笑えみを、手で押さえ込んで隠す。

　通学路で隣に歩いているのは、クラスメイトの女の子。

　いやいやあまり浮かれるな。緑りよく央おう大学高等部、通称緑りよく高こうに入ったのは、言うまでもなく男の中の漢おとこになるためだ。高校デビューすんの？　と中学の同級生たちに揶や揄ゆされたときに、「自分を高めるためによりよい環境に自分の身を置く行為のなにが恥はずかしいことか！」と熱弁したのが嘘うそになってしまう。

　今のところ、男の中の漢になる努力はきちんとできている。目的のために、重要になってくると踏ふんでいた部活動も、応援団的な部に入部することができた。俺は兼ねてから応援団長こそ、俺にふさわしい立場だと思っていたのだ。

　……まあ緑高には応援団がないために、仕方ないから運動部の応援もこなす吹奏楽部に入部するしかなかったが。

　……い、いやほらでも、応援の際のきつさはある意味応援団員以上じゃね？　管楽器とか体力消費やばくね？　よりハードな道に進んだと言っても過言ではなくね？

　そうそう、だから順調。つつがなくパクメン。

「…………」

　だからちょっとぐらい浮かれてもいい。ストイックの代名詞である俺でも、東京での新しい生活に、かわいい女子との出会いを期待をしていなかったわけじゃない。自分を高めながらも、高校生らしい青春を送ったって罰ばちは当たらない。

　ぱっと見の硬派さ故ゆえに、ろくに女子と話す機会もなかった俺が、入学して一ヶ月目にしてようやく迎えた機会なのだ。

　ちらりと、流し目で隣の女子を見る。

　黛まゆずみ千ち代よ子こ。

　黒髪のロングヘアー、色白で細身と（なのに胸がでかい）、ぱっと見、大和やまと撫なでし子こという言葉が似合う容姿の女子だ。

　クラスでの普段の様子や、自己紹介での話し方などから、見た目通りの大人しい人なのだろうなあ、（やっぱおっぱいでけーな）と俺は思っていた。

　はっきり言ってしまうと、（おっぱいでかいし。たぶんＥは超えてるし）結構タイプだ。今時の女子高生には珍しく垢あか抜ぬけていないところがあるので、注目しているのは俺だけかとも思ったが、男女問わず「黛さんかわいい」との声を聞くので、隠れファンはかなり多そうだ。

　俺は、なにも女性すべてが、つねに数歩下がって付いてくるような人になる必要はないと思う。けれど、なにせ俺はパクメン。その性格上、自己主張の強い女性とは、どうしても衝突してしまうと思うのだ。（衝突した際、衝撃を和らげることができる緩かん衝しよう材ざいのようなもの──つまりおっぱい的なものが大きいのならばまだともかく、そうでなければ）やっぱり少し大人しいぐらいの女性が、俺には合う。

　だから黛さんを見て、かねてから俺と合いそうだなあ、と思っていたのだ。

　そんなひそかに注目していた黛さんと、なんと今、二人きりで下校をしている。しかも、たまたま帰る方向が一いつ緒しよだっただけではあるが、向こうが俺に駆かけ寄ってきたことがきっかけになっている。

　そりゃごきげんにもなる。

　黛さんは、大和撫子系女子らしく、どこか恥はずかしそうに、うつむきがちで歩いている。どうやら駆け寄ってくることが、勇気の限界だったらしい。ここはやはり俺がリードし、その緊張を解いてあげないといけない。

　さて、ここらで見せ付けてしまおう。俺が『カリスマパクメン、十じゆう文もん字じ鉄てつ斗との関かん白ぱく塾じゆくＤＶＤ４（女性との対話編）』で学んだ、巧たくみな話術テクを！

「きょ、きょきょきょ今日はいい天気ですね」

　失敗した。

　無理だった。

　なめらかに話題を切り出すどころか、無む駄だに意識したせいで超動どう揺ようしていた。

「……？　曇くもってます、けど？」

　しかもいい天気じゃなかった。

　そもそも朝ならともかく、下校時に天気の話題をするのもおかしかった。

「あ、ええと、そういう意味じゃなく……ええと心は晴れやかだというかなんというか」

　その上言い訳がどうしようもなく下へ手ただった。

　声が震えているだけでなく、手まで震えていた。

　──な、なんてこった。

　完全な失敗じゃないか！　助けて十じゆう文もん字じさん！

　あまりの俺の情けなさに呆あきれたのか、黛まゆずみさんはケータイを触さわりだしてしまった。

「う……」

　一言、二言喋しやべっただけで、青春の機会消滅……？

　我ながら意識するとこんなにダメだとは……。

　溜ため息いきを吐つく横で、黛さんはスマートフォンに、すごい速度で文字を入力している。ちょっとその速さは意外だ……。

「……あ、ごめんなさい、目の前で携帯電話をいじるのはよくないですよね？」

「え？　ああ、別に気にしてないよ」

　すぐに黛さんはケータイをしまう。どうやらケータイを触ったことに、他意はなかったらしい。

　黛さんは少し頬ほほを赤くしたまま、口を開く。




「リア充なう」




　は？

　瞬しゆん時じに、黛さんは完全に真っ赤に。

　教室でいつもにこやかに微ほほ笑えみを浮かべている大和やまと撫なでし子この黛さんが、なに？　今なんて言った？　リア充って確か、リアルが充実している人って意味を指す、ネット用語だよな？

「ま、間違えました！　岩いわ下したさんっておもしろいですね、って言おうとしたのに、今、Twitterに書いた内容を間違えて口にしちゃいました！」

「……黛さん、リア充なの？」

「え、あ、はい、素敵な男性と一いつ緒しよに帰るとかリア充……って、あああ、違うんです違うんです！」

　俺、素敵な男性？

「違うんです！　わたし全然ネット依存とかじゃないです！」

　否定するのそっちなんだ。

「一日、百ツイートぐらいしかしないですし！」

　よく分からんけど、たぶんそれは依存の域っぽい。

「す、すみません変なことを言って！　わ、わたし男の人と話したこととかあまりなくて、あああ……き、緊張してるんですごめんなさい！」

「……そうなんだ」

「は、はい。……あ、そ、そうだ。大丈夫ですか？　わ、わたし臭くさくないですか？　ハイエナみたいな臭においとかしないですか？」

　なぜハイエナ？　死体とか食うの？

「……ええと、ハイエナの臭いなんて知らないけど、間違いなくしないよ」

「そ、そうですか。よかった」

　……もしかして、黛まゆずみさんって、ちょっと大和やまと撫なでし子ことは違うかも……。もしや、ボロが出るのを恐れて、普段喋しやべれず微ほほ笑えんでいただけなんじゃ……？　そういえば黛さんと仲のよい友達とか思い浮かばないな。

「……臭くない……わたし、別に臭くない……平気……普通の女子……」

　なんか必死に自己暗示の呪じゆ文もんを唱えてるし……。聞こえていないふりをしよう。

　まあでも黛さんも緊張してたんだ。自分一人が舞い上がっていたわけじゃないと分かって、ちょっとホッとした。

　黛さんに合わせて、普段より、ゆっくり歩く。

　歩調さえちょっとたどたどしい黛さんの頬ほほは、照れたように赤い。

　ああ、なんかちょっといい感じだなあ。やっぱこういう初うい々ういしさっていいよなあ。

「あ、あの……」

「ん？」

　黛さんはキョロキョロ辺りを見回して、なぜか慌あわてた様子で、歩きながらコンビニを指さす。

「コ、コンビニです」

「……うん、コンビニだね」

「…………」

「え？　寄りたい？」

　黛さんは首を横にぶるんぶるん振る。

「じゃあ？」

「あ、えっと、コンビニだなあ……って」

「うん」

「…………」

「…………」

「あの」

　また黛さんが指を伸ばす。

「自動販売機です」

「……うん、自動販売機だね。タバコの」

「…………」

「え？　タバコ吸うの？」

　黛まゆずみさんは首を横にぶるんぶるん振る。

「むしろ」

「むしろ？」

「吸いますか？」

「吸わないけど」

「ですよね。未成年ですものね。タバコ吸うのはよくないです」

「うん」

　押し黙だまった。

　ど、どうしよう……。全然、発言の意図が理解できない。女子ってこんな不思議生物なの？

　黛さんをじっと眺ながめると、さっと目を逸そらされる。それでも眺めていると、青ざめて、頭を抱かかえて「ううう」と唸うなりだした。

「え？　え？　俺なにかした？」

「ああああああああ！　わたし話題を広げるの下へ手たすぎる！　つまらない！　つまらない女の代名詞として『黛千ち代よ子こ』と使われるレベルにつまらない！　ネットなら絶ぜつ妙みようなタイミングでミルコやインデックスのアスキーアート張れるのに！」

　きっと実生活にまるで役に立たないセンスなんだろうな……。

　……でも一いつ生しよう懸けん命めい、話を振って、広げようとしてくれていたのね。ごめんね、気が付かず、変な気を遣わせてしまって。

「だ、大丈夫だよ、ある意味おもしろいよ」

　残念な意味でだけど。

　大和やまと撫なでし子このイメージは吹き飛びましたけれど。

「……わたし、さりげなくバカにされてます？」

　ばれてた。

「否定してくれない！　もうすでにわたし嫌われましたよね？　そうだ嫌われた！　高校になったら少しはリア充になれるかもって思ってたのに！　うわああん！　また一人で草むしりばかりする日々！　体育館で天井に挟はさまっているボールを擬人化妄もう想そうして、どんな気持ちでいるんだろうと考え暇ひまを潰つぶす日々！」

　どんな中学校生活送ってたんだこの人。急激に不ふ憫びんになってきた……。

　黛さんは頭を抱えてぶるんぶるん振っている。……やばい、止めてあげないと、トラウマとかを思い出して切ない過去を告白されそうな勢いだ。そんなんどんな顔をして聞いてあげればいいのかも分からない。無理だって！　対処できないって！　思わずまた天気の話をしちゃうって！

「お、落ち着いて」

　肩に触ふれる。

「わあああん」

　反応なし。

　ま、まずい、どうすりゃいいんだ？

　俺は鞄かばんを漁あさって、役に立ちそうな物を探す。ええい、もうこれでいいや！

「お、お、お、落ち着けって！　てりゃ！」

　黛まゆずみさんの首筋に押し当てたのは、最近肩こりが酷ひどいので持ち歩いていた手のひらサイズのマッサージ器。我ながら慌あわててなにをしてるんだか……。

「ゔ、[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」

　あれ？　恍こう惚こつの表情？

「なにそれ気持ちよすぎます！　な、なんですか？　そ、それなんですか？」

　……ここまで効果が抜ばつ群ぐんとは。食いつきすぎだろ。

「ど、どこからそんなものを取り出したんですか？」

「鞄だけど」

「持ち歩いてるんですか？」

「うん」

「…………エロい」

　エロくない。

「一応言うけど、全然嫌ってないから。むしろちょっと話しやすくなったぐらいだよ」

「ほ、本当ですか？」

　まあ、ちょっとウザ──いや、考えないようにしよう。巨乳だし。

　ところで相当気持ちよかったのか、黛さんの視線がマッサージ器から離れない。

「……ええと、そんな気に入ったんなら、これ貸そうか？」

「え？　あ、大丈夫です。正直興味津しん々しんなんですけど、三周その場で回ってワンと言ったら貸すと言われればやるぐらいですけど、わたしが使ったマッサージ器なんて、えんがちょ的な意味で拷ごう問もんの道具にしか使えなくなりますし、申し訳ないです」

「……貸すよ」

　その天然自じ虐ぎやく直して欲しいし。

「い、いいんですか？」

「というかむしろ、嫌ったり煙けむたがったりしない証明として押し付けたい。無理矢理にでも」

「な、なら……」

　マッサージ器を受け取る。

「拷ごう問もんの道具作りに協力します！」

「違う！　俺の一つ前の発言を丸々無視するな！」

「じゃあ、下心ですか？」

　えー。

　そのタイミングでそんなリアルな発言を……。

　その空気の読めなさが友達ができない原因じゃ──いや、考えないようにしよう。巨乳だし。

「…………それだけじゃないんだよ、本当に」

「分かってます」

　マッサージを眺ながめている黛まゆずみさんの顔が、にへらとだらしない笑え顔がおになる。

　どうやら喜んでくれてはいるみたいだ。

　煙けむたがられてはいないみたいだとホッとしていると、黛さんは頬ほほを赤くして、ちらちら僕を見ていた。

「ん？　どうしたの？」

「え、ええと、あの……わたし、名前が千ち代よ子こだから友達にはチョコって呼ばれるんです。チョコとかチョコちゃんとか」

「そうなんだ？」

　友達いるんだ？

「……今、友達いるんだ？　って思いましたよね？」

「ちっとも、まったく、全然、これっぽっちも」

「じゃあチョコってかわいい愛称何様だよ？『醜しゆう悪あくなる肉』なんて二つ名が似合いそうな分際で自己評価高すぎだろ、って思いましたね？」

「それは思ってない！」

「それ、は？」

　なんだこの誰も得をしない誘導尋じん問もんは。しかも黛さん、自分で追及したくせに、ショックを受けて涙ぐんでるし。

「……い、いるもん……ネット上にはいっぱい友達……いるもん……」

　しかもいちいち切なすぎるこの人。

「ええと……」

　たぶん黛さんが望んでいたのは、こういうことだよな？

「これからチョコちゃんって呼んでいいのかな？」

　黛さんは驚いたのか、目を大きく開かせて、勢いよくグリンと首を動かして俺を見る。すごいリアクションだな……。

「はい！」

　言って浮かべたのは、いつもの上品に見える微ほほ笑えみとは違う、大きく口を開けたにこやかな笑えみ。

　わ、黛まゆずみさんってこんな笑い方もするんだ。

「あ、あの……早速呼んでもらえますか？」

「ああ、うん。ええと……チョコちゃん」

「わ、わわ」

　赤くなりながら、にやにや笑みを浮かべる黛さん。

　俺から顔を逸そらせて、思わず出てしまったのか、小さく呟つぶやく。

「……リア充なう」

　あ。

　今のは文句なしにかわいかったかも。
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　そんな甘々な日々を予感させる会話を繰り広げて、黛さん……いやチョコちゃんと別れた。

　いやいや浮かれすぎるな俺。チョコちゃんはかなり変わっている。別に俺を素敵な男性だとか言っても、特別な意味はないかもしれない。単に友達が欲しかっただけかもしれない。

　だから自然とスキップをするのをやめろ、俺！

「ふんふんふふーん」

　自然と出てしまった鼻歌をやめろ、俺！

　誰が硬派だって？　なんて声が聞こえた気がしたが、いや、ちょっと待って欲しい。やはり女性を知らずして、本当のパクメンにはなれないと思うのだ。つまりこうやってチョコちゃんと仲良くなることもパクメンへの第一歩であるのだ。たった今思い付いたことだが、筋が通っている。すばらしい。

　しかしそんな俺のスキップを、視界に入った物が止める。

「……なんだありゃ？」

　──歩くスーツケース。

　もう通い慣れて見飽きている路地に、赤いスーツケースが意思を持っているかのように、ゴロゴロと音を立てて歩いていた。

「…………う」

　しかも赤いスーツケースは、よりにもよって、俺の住すみ処かであるボロアパート、折おり手で荘の前で止まった。

　な、なんだなんだ？　いくら折手荘がボロいからって、怪奇現象が起こるとは聞いてないぞ。やばいな引っ越さないと。あるいは訳あり物件だって大家さんに訴えて家賃下げてもらわないと。

　そんなことを思いながら、ビクビクしながら見守っていると、すぐに正体が判明した。

「……お、おお。なんだ、女の子か」

　どうやら大人がするように引っ張って運ぶことができず、押して移動していたため、小さいその身体からだがでかいスーツケースの影に隠れて、俺の方向からは見えなかっただけのようだ。

　スカート部分がチェック柄の、白いワンピースを着ているその女の子は、遠目からだが、ずいぶんと整った顔立ちをしているように見える。それこそ実は女の子はタレントで、さっきのシュールな無人スーツケースの光景が、ＣＭ撮影でもしてたからじゃないかと本気で思えるほどだ。

　そんな女の子が、立ち止まって折おり手で荘を見上げている。

　あんなかわいらしい子が折手荘に住んでいたのか？　それとも中の住人の誰かに用事があるのだろうか？

　でも女の子は中に入ることなく、ただ何度も迷っているように折手荘を眺ながめるだけだ。もしかして困っているのだろうか？

　仕方ない、声をかけるか。

「どうしたんだ？　折手荘に用事があるの？」

　女の子は返事をせずに、無言で俺を見た。近くで見てもやはり、その顔立ちはフランス人形のように整っている。安直な喩たとえだが、それがこんなにもしっくりくる人間を初めて見た。

　柔らかそうな長い髪に、宝石のように輝く瞳ひとみ。全体的に色素が薄いせいもあるのか、あらゆる部位が繊細に丁寧に作られているように感じる女の子。

　数年後には美人になるのだろう。このどこか儚はかなさや脆あやうさを感じさせる外見なら、かなり俺好みになるかもしれない。

　胸元をちらりと見る。

　皆かい無む乳にゆう。

　まあ、今はまるで興味ないな。

　セロハンテープへの興味ぐらいしかないな。

「…………」

　女の子は困ったような表情を浮かべて、自分の身体を抱きしめている。どうやらジロジロ見たことで警戒させてしまったらしい。まあこのご時世、変な大人を警戒するよう念を押されているだろうし、仕方ない。

「別に怪しいものじゃないよ。そこの折手荘に住んでる高校生」

　しかし警戒心は解けない。それどころかよりいっそう、俺にびびっている気がする。

　しょうがない。子供に優しくするのもパクメンたる俺の役目だ。お菓子でもあげて警戒心を解くことにしよう。鞄かばんの中に飴あめ玉が入っていたはずだ。

「ほらお嬢じようちゃん、これあげるよ」

　飴あめを握った手を出すが、女の子は一歩後ずさるだけで、受け取ろうとしない。ううむ、困ったなあ、これじゃあ話が進まない。

　ちょっと強引になってしまうが、無理矢理飴玉を渡そう。

「…………っ！」

　女の子の手を掴つかんで、飴を渡す。

「よし、話を聞かせてくれ」

　さっきよりもよりさらに敵意を見せてる気がするが、ていうか睨にらみ付けられているが、女の子はようやく会話を進める気になったのか、腕を伸ばして、俺の背後を指さす。

　振り返ると、電信柱に張り紙がしてあった。

『変質者に注意！』

　へー、この辺って変質者が出るのか。

　なになに？『小学生の女の子を連れ込もうとする若い男がこの付近に出没しています。男は女の子に「俺は怪しいものじゃない」などと口にし、飴を渡してきます』ね。なるほど。

「俺かよ！」

　張り紙にツッコミを入れている間に、女の子が電話をしていた。

「もしもし、ケーサツですか？　ええ、今、変質者に──」

　無理矢理ケータイを取り上げ、通話を切った。

「いやー、犯される！　ランドセルの表面を毎日ペロペロ舐なめ上げられるー！　あたしの使ってるリップクリームを油代わりに使ったチャーハンを作られるー！」

　どのレベルの変態だ！

「違う違う！　俺は変質者じゃない！　偶然の一致！」

「こんな偶然あり得るわけないでしょ！」

　確かに！

　でも、違う！

「よく見てくれよ！　こんな紳士としか言えない容姿の俺が変質者に見えるか？」

「現実味のない自己弁護する前に、ケータイ返して！　あともう二度と触さわらないで！　あたしが変質者アレルギーで死ぬ！　このさつじんはん！」

　さ、さすがに言いすぎだろ。

「ケータイはちゃんと返すよ。ほら。でも俺は、親切心から声をかけただけだって。納得できないなら気が済むまで俺を観察するといい」

　余裕を示すかのように腕を広げ、引きしまった表情を作り、潔癖である様を見せつける。

　ジト目の女の子は、俺の頭からつま先までを何度も眺ながめる。これぐらいのガキとはいえ、さすがに俺の隠し通せない爽さわやかさを感じ取れるはずだ。

「納得してくれたかな？」

「ええ……納得したわ」

　言って女の子はケータイを取り出す。

「もしもし、ケーサツですか？　ええ、今、変質者に──」

　無理矢理ケータイを取り上げ、通話を切った。

「なにしてんのよ！　いやー、犯される！　あたしが座った便座に顔を押し付けて暖を取られる！　あたしの髪の毛で作った歯ブラシで、毎日歯を磨かれる！」

　だからどのレベルの変態だよ！

「今、納得したって言っただろ！」

「だから変質者だって納得したって言ったのよ！　鏡を見てみなさい！　変態って顔に書いてあるわ！」

　鏡を差し出される。

「どう考えても紳士しかいな──うわ、本当に『変態』って書いてある！　『変態』の文字が顔に浮き上がっている！　バカな！　俺は変態だったのか……ってお前、鏡にマジックで『変態』の文字が書いてあるだけじゃねえか！　この一いつ瞬しゆんで凝ったことするな！」

　鏡を突き返すと、女の子はチッと舌打ち。

　おい、俺への対応が、変質者と誤解しただけじゃ納得できないレベルになってきたぞ。性格破は綻たん幼女め。

「まあ今日の俺は気分がいいから許してやる。んで、折おり手で荘になんの用事だよ？」

　女の子はまだ躊躇ためらっていたようだが、いい加減埒らちが明かないとでも思ったのか、ようやく口を開いた。

「ここはおりーでそう？」

「折手荘な」

「おれてそう？」

「折手荘な」

　なんだその住んでいるだけで心が折れそうな場所は。不吉だ。やめてくれ。

「ここの名前なんてなんでもいいわ。とにかくここにイワシタだかトシヤだか、そんな人が住んでるはずなのよ。わたしはその人に用事があるの」

　イワシタだかトシヤだか……？

「それ俺だと思うが」

　俺の名前は岩いわ下した寿とし也やだ。さすがにそのアパートに同じような名前の人がいるとは思えない。

　女の子は目を見開く。

　あ、ちょっとおもしろい顔。

「…………もう一度聞くわ。イワシタだかトシヤだか、そんな人が住んでるはずだけど」

「それ俺だな」

　女の子は愕がく然ぜんとして、ぷるぷる震え出す。

　なんだこの反応……？　そんな意外だったのか？

　女の子は確認のためか、震えたままケータイを取り出し、どこかに連絡する。

「もしもし、ケーサツですか？　ええ、今、変質者に──」

　無理矢理ケータイを取り上げ、通話を切った。

「なにしてんのよ！　いやー、犯される！　あたしの寝息をmp3音源で録音し、毎日電車の中でiPodで聴かれる！　あたしが使ったストローで作った工作品を、夏休みの宿題で提出される！」

　だからなんだその横綱レベルの変態は！

「捜さがしてる相手が俺だったのに、どうしてその俺が変質者になるんだよ！」

「だからそうやって嘘うそを吐ついて、あたしを部屋に連れ込み、あんなことやこんなことやあはーんなことやへべへべへべなことをやらせるつもりでしょう！　死ね！　ハリガネムシに寄生されて死ね！」

　へべへべへべなことってなんだよ！

　しかし想像力が豊かな奴やつだ。仕方なく俺は、鞄かばんの中にある学生証を取り出し、こいつの前に差し出した。

「ほら、俺が岩いわ下した寿とし也やで間違いないだろ？」

　ぎゃーぎゃー騒さわいでいた女の子は押し黙だまり、俺の顔と、学生証にある岩下寿也の顔を見比べる。顔をしかめているのは、変質者扱いしたことをばつが悪く感じているからだろう。

　とにかくこれで、ぐうの音ねも出まい。

「どこにでもいるへーぼんな顔すぎて識別ができないわ……」

　ぐうの音どころじゃなかった。

　結構ダメージ受けた。

　か、顔をしかめていたのは、本気で分からなかったからかよ。く、くそ……！　これだから生まれついての美少女は！

「イワシタ、トシヤ…………岩下寿也ね」

　しかめっ面つらのまま、学生証を俺に突き返す。

「……確かにあなたは岩下寿也という名前のようね。とっさにこんな凝ったことはできないでしょうし、信じてあげてもいいわ。ありがたく思うことね」

　なぜ俺が俺であることを証明されて感謝しなきゃならんのか。哲学の世界か。

　と、そこで当然の疑問が湧わく。

　なんでこいつ、俺を捜していたんだ？

　俺はこいつを知らない。こんな整っている顔立ちをして、なおかつ性格が破は綻たんしている幼女を、そうそう忘れるとは思えない。

「…………まあ、予想してなかったケースだけど、いいわ」

　独り言を呟つぶやいた女の子は、きっと俺を睨にらみ付けて、スーツケースを押し付けてくる。

「なんだよ？」

「持ちなさい」

　命令かよ。

「そしてあたしを部屋にあげなさい」

　…………はあ？







「失敗したわ……。この天使と見間違うほどの美び貌ぼうを利用して、媚こびへつらわせ従属させる作戦を立てていたというのに、ついつい粉ふき芋みたいな奴やつだったからし忘れたわ。せっかくのどーじょーを誘うストーリーが台無しね」

　なんかごにょごにょ言っている。

「しかもなによこの部屋。汚いし……狭せまいし、ついでに魚介類系の臭においがするわ」

「そ、そんな臭いしません！」

　しないはずです！

「ああ……そのゴミ箱のシーフードヌードルのせいね。まったく」

「そ、そうだよ！　まったくシーフードヌードルめ！」

「……？　なにを慌あわてているのよ？」

　くそう、こいつ、天然で俺を慌てさせやがって……！

　ふう、と溜ため息いきを吐つきつつ、俺はコンロの火を点け、ヤカンのお湯を沸わかす。

　……そういえばまだ、名前を聞いてなかったな。

「お前、名前は？」

「誰がお前よ生意気ね」

　ええと、誰が同情を誘おうとしていたって？

「お前は天使というより悪魔だな」

「よく言われるわ。かわいい小悪魔って」

　天使も悪魔も褒ほめ言葉になるこの日本は狂っている！

「ふん、名前ね。アリスよ」

　かわいい名前だな。デビルで十分だろ。

「苗みよう字じは？」

「あたしの個人情報を調べてどうするつもりなのよ？　ゆーかいでもする気？　どこまで外げ道どうなのよ」

　だったとしたら労せずして家に連れ込むことができて万ばん々ばん歳ざいだな！

「で、そのアリスちゃんは──」

「ちゃん付けとかマジきもい。馴なれ馴れしいからやめて欲しいんだけど」

　もう正解の呼称があるとは思えん。

「ふんっ、しょうがないからアリスと呼んでいいわ。吐き気がするけど、なんとかその程度で我が慢まんできるから」

　どんだけ俺嫌われてるんだよ！

　苛いら立だちに頭を掻かきむしりながら、ちゃぶ台を挟はさんでアリスの正面に座る。

「はいはいアリスね。それで？　俺になんの用でしょうか？」

「…………」

　生意気な口ばかり叩たたいていたアリスは急激にしおらしく押し黙だまる。

「……なんだよ？」

　その表情は、今まで軽口を叩いていた様子とは違った。

　アリスは黙ったまま、スーツケースを開ける。衣類やらお菓子やらが入ってるスーツケースから、豚だかウサギだかよく分からないぬいぐるみを取り出した。

　それが俺に関係あるのかと思ったが、ただぬいぐるみを愛いとおしそうに見つめるだけで、別になにも切り出さない。

　そんな様子を見ている俺を、アリスはキッと睨にらみ付ける。

「……なにケースを覗のぞき込んでいるのよ変態。そんなにあたしのパンツが見たいの？　このお色気たっぷりのパンツをはいている姿を想像してこーふんしたいの？」

　無視しよ無視。あとこいつの価値観だと、お色気たっぷりのパンツは縞しまパンらしい。それはない。

　アリスは一向に、俺への用事を言い出さず、その豚ウサギのぬいぐるみをぎゅっと抱きしめるだけ。

　急にかわいい仕草しやがって、なんだこいつ？

　もしかしてなんだかんだで不安なのか？　まあ、知らない男の部屋に、二人でいるわけだしな。

「…………ったく」

　こいつなりの重大な事情があることは分かる。だって、あんな重たいスーツケースを、この小さな身体からだで運んできたのだ。

「茶化したりしないから言えよ。真ま面じ目めに話は聞くよ」

「……分かったわ。用事を言うわよ」

「おう」

　アリスは言いよどんでいた言葉を口にする。




「あなた、あたしの養分になりなさい」




　…………。

　一生言いよどんでいればよかったのに！

「なんだそれは！　俺を捕食でもする気か！」

「言い得てみょーね」

「したり顔で『言い得て妙みようね』、じゃねえよ！　親身になってあげようとした俺の優しさを返せ！　具体的に金銭で二八〇円（今日の夕飯予定の牛丼代）ぐらいにして返せ！」

　アリスは、ツンとそっぽを向く。

「んで、養分になれってどういう意味だよ？　泊めてくれってことか」

「そうね、そう解釈してもらってもいいわ。まあもっと言うと、泊めるだけでなく、あたしの身の回りの世話をし、尽つくせと言ってるわけね」

　なんなのこの肉食系女子を超えた捕食系女子は？　何様なの？　俺はいつからあなた専用のＡＴＭになったの？

「いや、でも泊めるなんてできるわけないだろ」

　逮捕されるわ。

　実は俺の知らない親戚だったりするのなら、説明すればなんとかなるかもしれないが、そうであったとしても無理だ。

　だって、この部屋はめちゃくちゃ狭せまい。

　俺は改めて部屋を眺ながめる。部屋は１Ｋで和室の大きさは四よ畳じよう半はん、キッチンはひと一人通るスペース程度。他にはユニットバスと押し入れがあるだけ。狭いので、眠るときはちゃぶ台をどかして布団を出さなければいけない。

「この四畳半の部屋のどこに、お前の寝るスペースがあるんだよ？」

「変態死ね」

「……おい、俺の発言のどこに変態的要素があった？」

「ぐへへ寝る場所ないだろ？　俺の布団の中で寝ろよって言ったじゃない。いやらしい」

　言ってねえよ！　どんな曲解だよ！

「所しよ詮せん男なんて身体からだ目当てってことね」

　俺が連れ込んだわけじゃないだろうが！　さっきからなんだその自分の身体への自信は？　胸の膨ふくらみが皆かい無むのくせに俺を誘惑できてると思うな！

「ったく、突然訪ねてきてなんなんだよお前は？　そもそもなんのアテがあって俺なんだ？」

「うるさいわね。詮せん索さくしないで」

「さっきから、それが頼み込む態度か」

「分かったわよ、事情を話すわ」

　アリスは、ポケットからメモ帳を取り出し、眺ながめている。

「こほんこほん！　あーあー」

　明らかに準備してるな。

「うう……くすん、くすん」

　その棒読みのセリフ、まさか泣いている演技のつもりか？　せめてメモ帳から目を離せよ。

「実はあたし、白血病で、しかもごーかんされ、いじめ相手にえんじょこーさいを強要されエイズになって、余命１ヶ月でかわいそうなのです。だからしばらくここに泊めて」

「なんてずさんなストーリーだ！　意味分からないで適当にケータイ小説あたりから設定パクってきただろ！　そんなんで同情を誘えると思うなよ！　設定とお前の年齢も合ってない！　それから少しはメモ帳から目を離して、いかにも読んでいます感をやめろ！　それにそれが本当だとしても別に泊める理由にはまったくならねえよ！　見ろ、お前の作戦が雑なせいで、ボケゼリフよりツッコミの方が長くなってしまった！」

　アリス、露ろ骨こつに舌打ち。

「じゃあ姉が白血病だから泊めて」

「お前と関係ねえじゃん！」

「もうお兄ちゃんってば、あたしのこと知らないだなんて変な冗談はやめてよ☆」

「いきなり嘘うそ兄妹設定を作り出すな！」

「ちょっと酔っちゃったみたい……今夜は帰りたくないわ」

「帰れ幼女ビッチ！」

　もう全然騙だますつもりねえだろこいつ！　ネタに走りやがって！

　アリスはまた舌打ち。

「いちいちうるさいわね。さてはどーてーってやつね」

「ど、童貞じゃありませんっ」

　思わず狼ろう狽ばいしてしまった俺をじっと見て、アリスはにやぁ、と嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを作る。

　なんだこの幼女らしからぬ反応は？

「ふうん、どーてーなのね」

「うぐ……」

「このどーてー！　どーてーの第一人者！　ドーテリスト！」

「ち、違います！　やめてください事実無根ですよ！　名誉毀き損そんで訴えますよ！」

　こいつ、『童貞』が俺を傷付けるワードだと憶えやがった！

「だから女一人と話すのに動どう揺ようするのよ」

「み、見たんですか！　実は見ていたんですか！」

　つい敬語になってしまった。

　そんな風に話題がずれだしたときに、やかんの笛が鳴った。ちょうどいいタイミングなので、キッチンに向かう。

　話を戻そう。

「家出か？」

　憎まれ口を叩たたいていたアリスは、ばつが悪そうに押し黙だまる。その顔を見る限り図星のようだ。

　まあ、これだけの荷物を持ち歩いて、大して接点もないであろう俺の所に来たのだ。それが自然な発想だろう。

「あなたが次に言うセリフは分かるわ」

　言って、アリスは唇くちびるを噛かむ。

「ん？」

「くだらないことを考えるのはやめて家に帰れ。どうせそんなところでしょ？」

　アリスは俺を睨にらみ付ける。

「大人なんてみんなそうよ。子供の意見なんて聞いてくれない。そんなの無視してるのと同じよ。あたしに消えろって言ってるのと同じ……」

　子供がいかにも言いそうな、ありきたりのセリフだ。

　どうせ親とケンカでもしたんだろう。ぱっと見た限り、アリスは身なりもきちんとしているし、そこまで親との関係が悪いとは思わない。子供のわがままを聞き入られずに、思わず家を飛び出してきたってところだろう。

　でも──

「あたしなんて、必要ない」

　ウサギだか豚だか分からない人形を強く抱きしめる。

「あたし、いらない……」

　でも──本気で思い悩んでいるのは確かだ。

　この言葉は、メモを見て言ったセリフじゃない。間違いなくアリスの本音だ。

　──いらない。

　簡単には出てこない、重い言葉だ。

　カップにインスタントコーヒーの粉を入れながら、アリスの顔を見た。

「…………」

　あれがアリスぐらいの歳としの女の子ができる表情か？　父さんが、母さんが大切にしていたウエッジウッドの食器を割ったときに、あんな絶望に溢あふれる表情をしていたな……。その日の夜にあった母さんによる懲ちよう罰ばつは、俺でさえ思い出したくない……。

　アリスは、本当に苦しんでいる。

「くだらなくは、ないな」

　俺はやかんのお湯を入れ、コーヒーを作り終えると、キッチンから戻り、アリスの前にカップを置いた。

「……え？」

　アリスはただでさえ大きな目をさらに大きく見開かせて、俺を見上げる。

「いや家出が正しいとはちっとも思わないけどな。そもそも事情を話してくれないと、判断できるわけない。でも、今お前が苦しんでるのだけは分かるよ。それだけで、くだらないってことはない」

　目を見開かせたままのアリスの頬ほほが、わずかに紅潮した気がした。

　でも、それを確認する前に、アリスは顔を背そむけてしまった。

「あ、ありがと……」

「ん？」

　ごにょごにょと言った小さい声は聞き取れない。

「ありがとって言ったのよ！　べ、別に気持ちを分かってくれたことにじゃないわよ！　召使いよろしくコーヒーを出してくれたことに対してよ⁉」

「あーはいはい」

「な、なにをにやにやしてるのよ気持ち悪い。……って、コーヒーにミルクが入ってないじゃない！　バカじゃないのどこの世界にブラックコーヒーが飲める小学生が存在するのよ！」

　いっぱいいると思うが……。自分が飲めない理由を、他の小学生が飲めないことで正当化しようとするなよ。

　──と、そうだ。思い出した！

　こんな状況のときに言うべきセリフがあるじゃないか！『カリスマパクメン、十じゆう文もん字じ鉄てつ斗との関かん白ぱく塾じゆくＤＶＤ２（男の生き様編）』にまさにピッタリのセリフがあった！

　これでまた俺は、完璧なパクメンへと近づける！　ここは言うしかない！

　まだ顔を赤くしているアリスの肩を叩たたく。

「ふっ」

「な、なによ？」

「案ずるな、アリス」

　顔を引きしめ、言い放つ。

「ちっこいお前の苦しみぐらい、俺が背負ってやるよ」

　決まった！

　格好良すぎる俺！

　こんな器うつわの大きいことを言われた日には、アリスはただただ俺を尊敬するしかないだろう。これでアリスは生意気な口を叩たたけなくなり、素直に俺の言葉に耳を貸すだけになる。まさに理想的亭てい主しゆ関かん白ぱく状態！

「…………」

　なのに、どういうわけかアリスは、さっきまでの表情が消え失うせ、ジト目で俺を見ていた。

「……いいから早くミルク持ってきてくれない？」

　あれ？　尊敬されるどころか、むしろパシリに使われてる？

　まあいいや。すぐにミルクが欲しかったんだろう。俺はキッチンへと戻る。

「…………はぁ、さっきまで少しは頼りになる気がしたけど……ただの自己とーすい野郎だったようね。やっぱり最終作戦にいこーするしかないわね」

「ん？　なにか言ったか？」

　小さくて聞き取れなかった。

「むごたらしく苦しんで死ねって言ったわ」

　酷ひどすぎるだろ。

　にしても、なんで突然機き嫌げんが悪くなっているんだ？　そんなにミルクを入れなかったのが気に入らないのか？

　冷蔵庫を開け、牛乳を取り出し、振り返る。

「…………ん？」

　アリスが服を脱いでいた。

「…………なにしてんの？」

　下着姿だった。

　しかも許せないことに、必要もないのに高級そうなブラジャーをしていた。なんだその高そうな素材は！　胸のないお前には必要ない！　腹巻きでも代わりにつけてればいいってのに、なんでそんなに金をかけている！　お前の胸にそれだけの価値があると思ってるのかふざけるな！

　俺が憤ふん慨がいしている間にも、アリスはとことこと歩いて、ちゃぶ台の上にケータイを置き、操作している。

　終わるとアリスはこちらを見て、小学生とは思えない嗜し虐ぎやく的てきな笑えみを浮かべる。

　そうして、ぺったん、と床に伏せる。

「いやーやめてーかんにんしてー」

　足をばたばたさせて、一体どうしたんだこいつは？

「寿とし也ややめてー、岩いわ下した寿也やめてー」

　不自然に、そして執しつ拗ように俺のフルネームを口にして暴れる。

　……なんの遊ゆう戯ぎだ？　俺が小学生の頃にこんな遊びは流は行やっていないぞ。

　しばらくそんな風に「そ、そんなところはー」とか「きちくー、悪魔のしょぎょー」とか「お母様ごめんなさい」とか口にしてバタバタもがいていたが、脈絡なくやめて、すくっと起き上がる。

　なんなのこいつ？　バグったの？

「お前なにしてんの？　かまって欲しいわけ？」

「はあ？　バカじゃないの自殺しなさいよ」

　言いすぎだろ。

　今の行為をまったく説明することなく、服を着始めて、ケータイをいじっている。

　わけ分からん。

　じっと見ていると、アリスはそんな俺を見て、ニヤリと片かた頬ほほを上げた。

「ふん、どうやら自分に危機が迫せまっていることを自覚していないようね」

「はあ……まあな」

「ぷくく。この動画、広めたらどうなるかなあ」

　言って、俺にケータイを見せつける。そこにはさっき撮影したであろう動画が再生されている。

　俺の部屋で、俺の名前を呼んだ幼女が、半裸で暴れている動画。

「…………」

　……やばい、のか？

「なにをじっくり見ているのよいやらしい」

　お前が見せつけたんだろうが。

　でも、少し頬が赤い気がする。冷静になり、自分の下着姿が見られていることが恥はずかしくなったらしい。

　それにしても、こんなので俺を追いつめてるつもりなのか？　へったくそな演技だし、すぐいたずらだって分かるだろう。……分かるよな？

「まだ危機感がないようね。でも、ほら、大して接点もない美少女小学生を、このボロアパートに連れ込んでしまっている事実だけで危険だと思わない？　そういうごじせーでしょ？」

「……あまりいい事態ではないかもな」

「道ばたで話していたんだから、あたしとあなたが一いつ緒しよにいるのを目撃していた人間もいっぱいいるわよね」

「……お、俺は別にやましいことはしてねえし」

「じゃあ正直に話せば？　知らない小学生が自ら家に乗り込んできて、勝手に脱ぎだし、いやーやめてーとか言い出したって。ぷくく、なにそれ、『同意の上でした』って言った方がまだマシに思えるほどの酷ひどい言い訳よね！」

　こ、このガキ。

　演技は下へ手たくそなくせに、人を苦しめる発想だけは一流！

「もう一度言うわ。大人しくあたしの養分になりなさい！」

　だからなんだよその養分とかいう発想は。一体どこからの知識なんだよ。

　当然だけど、従うわけにはいかない。泊める泊めないの問題だけじゃない。このガキは社会を舐なめきっている。これではいつか痛い目に遭う。他でもないこいつのためにも、言うとおりにするわけにはいかない。

　それに当然、パクメンである俺が、こんなガキのいいなりになっていいわけがない！

「……ふふ、なかなか考えたことは認めるが、そんな作戦が通用すると思うなよ？」

「どうしてよ？」

　分からないか……。所しよ詮せんはまだガキだな。

「そんなもん力ちから尽づくで奪い取って、動画を消してしまえばいいだけのこと！」

　ここは実力行使！

　俺は、アリスに襲いかかる。

「ちょっ！　いやっ！」

　とっさに逃げるアリスだが、悪知恵が働くとはいっても、肉体は小学生のガキだ。高校生男子の前では、その抵抗はまるで無意味。

　抵抗するアリスを、俺はキッチンの前で押し倒す。

「いやー！　こんな小さい女の子を押し倒して、なんとも思わないの変態！」

「ふはは！　自分の無力さを都合良く訴えようとも俺は手加減しない！」

「いやー！　やめて触さわらないで変態！　触ったところが腐る！　腐って死体になりいい感じの栄養になる！　あたしは土に還かえり、きれいな花を咲かせてしまう！」

「ふはは！　自然界の無常観を表現しようとも俺は手加減をしない！」

　と、優越感に浸ひたっていると、突然視界がふさがれて目の前が真っ暗に。

「な、なんだ？」

　さすがに焦あせる俺。

　どうも頭になにかをかぶらされたせいで、なにも見えなくなったみたいだ。慌あわててそれを片手で取る。

「────え？」

　パンツ？

　縞しまパン？

　とっさにアリスの下半身を見たが、ちゃんとはだけたスカートの下にパンツをはいていた。……よかった、はいてなかったら色んな意味で問題だった。

　ということはこれは、さっきスーツケースに入っていたパンツか？

　……まあいい。どうせこんなのは、破れかぶれの無意味な抵抗にすぎない。

　俺はパンツを握りしめたまま、アリスを押さえ込む。

「まったく無む駄だな抵抗を……。無駄だ！　お前のような無力なガキになにができる！」

「犯される！　助けてー！」

「はははは！　なにが養分になれ、だ。この機会に、その身体からだにじっくりと、支配者は誰か思い知らせてやる。じっくりとな！」

「う、ううううう……」

「バカめ！　今更泣いても許してもらえると思うな──」




　ガチャ。




　……………………………………………………ガチャ？

　俺は恐る恐る、音のした玄関の方を見る。
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「なにを、やっている……んですか？」

　黛まゆずみさんことチョコちゃんだった。

　チョコちゃんは、真っ青な顔をして、がくがく震えていた。

「…………ええと、どうしてチョコちゃんがここに？」

「ひっ！　しゃ、喋しやべらないでください穢けがらわしいです！　わ、わたしに自分の吐いた空気を吸わそうとしないでやめて！」

　ええええええええええええ。

　さっきまでいい感じだと思っていたのに、どうしていきなりそんな酷ひどいことを……。

　と、俺は自分の姿を確認する。

　服がはだけている幼女に馬乗りになり、嫌いやがって泣きそうなのに「その身体からだにじっくりと、支配者は誰か思い知らせてやる」とか言っている男が俺だった。

　変態！

　変態がいる！

　俺だけど！

「ち、違うんだよ誤解なんだよ！」

「じゃ、じゃあその手に握ってるパンツはなんなんですか！」

「パ、パンツ……？」

　握っていた手を広げる。縞しまパンがひらひら、桜の花びらのように落ちる。

「ち、違っ！　これはさっき頭にかぶっていたものを取っただけで──」

「あ、頭に、か、かぶっていた……？」

　どう考えても墓ぼ穴けつを掘りました。

「いやー！　生きる公害！　蠢うごめく産業廃棄物！」

「ま、待って！　話せば分かるから！」

　膝ひざを突いたままにじり寄る。

「ひぃ！　ち、近づかないでください……ああああ、あ」

　逃げだそうとしたチョコちゃんは、しかし腰を抜かしてしまって動けない。まるで通り魔にでも遭遇したかのようなリアクションだ。

「ああああた、助けて‼」

「た、助けを呼ばなくていいよ！　なにもしないよ！」

「あ、そ、そうですよね。わ、わたし小さくないですし。だから岩いわ下したさんにとっておいしくないですよね！」

「ち、違っ！　そういう意味でなにもしないわけじゃない！　あと別に食べない！」

　そんな言い合いをしている間に、ちゃっかりと俺の押さえ込みから抜け出し、アリスは立ち上がっていた。ぴんぴんしてる。というか様子を見る限り、さっきの涙は嘘うそ泣なき。

「──こ、こいつ！」

　アリスは、無言で片かた頬ほほを上げる。

　こいつまさか外に人がいることを分かっていたんじゃ……そのために玄関前まで逃げ込んだんじゃ……。よもやパンツも……！

「……うぷぷ」

　悪魔！　これが悪魔！

「マ、マッサージ器借りた、じゃないですか。で、でもわたし……や、やっぱり男性に物を借りるだなんておこがましいと思って、か、返そうと思って、でもわたしごときが追いかけて話しかけるなんて、もうそれこそ暴挙じゃないですか……ええと、だ、だからこっそり後を付けてたんですけど……それで、小さい女の子を部屋に連れ込んだのを見て……え？　と思いましたけど、どうせ妹さんかなんかだと思って勝手に納得して、偶然を装ってマッサージ器を返そうとずっとドアの前で待ってたんです。そうしたら『犯される』って叫さけび声が聞こえて……勇気を持ってドアを開けたら、岩いわ下したさんが幼女のパンツにご執しゆう心しんモードになっていました。ああああああああ」

　ちょうどいいタイミングでの詳細な状況説明ありがとう！

「…………」

　絶望的だ！

「あわわわ、どうすれば……と、とりあえずTwitterに『岩下さんロリコンなう！』って書き込むべき……？」

　混乱したらとりあえずネットとは、とんだ依存症だな！

「やめてやめて俺がロリコンであることを全世界に配信しないで！」

「ついにロリコンだと認めました！」

「言葉のあやだよ！」

　ど、どうすれば納得するんだ……。

　そうだ。俺がロリコンでないことをどうにかして見せれば、これが事故であると納得してくれるかもしれない。

　俺は和室に戻ってくつろぎながら、他ひ人と事ごとのようにこちらをニヤニヤ見ているアリスを、ビシッと指さす。

「俺はこんなちんちくりん全然興味ないんだよ！」

　不ふ愉ゆ快かいそうにアリスがすごんだが当然無視だ。

「…………じゃあ？」

　いかにも信じていない様子のチョコちゃん。

　ええい、この際言ってしまえ！

「だ、だって俺、チョコちゃんみたい女の子がタイプだし！」

　目を見ながら言うのは怖いので、視線を下にずらしながら宣言。ずらしたせいで、視線には胸が入っていた。やっぱおっぱいでかい。

　チョコちゃんは、目を丸くして、押し黙だまる。

　そして──

「ひ、うう、うううう……」

　泣き出した。

　号ごう泣きゆうだった。

「ひ、酷ひどいです……最低です」

　え？　なに？　俺のような変態に好かれたから泣いてるってこと？　そ、それとも俺がおっぱいを見ていることに気付いたの？

「な、泣かなくても、いいんじゃないかな？」

「だ、だってわたしがタイプだなんて、あり得ないじゃないですか……。ロリコンの人は自分が優位に立てるから、小さい人が好きだって聞いたことがあります。言い換えれば、弱者萌もえってことです。それなら納得できます。つまりわたしが小学生以下の社会的弱者であり、価値のない肉だと、岩いわ下したさんはそう言いたいわけですね……！　自分がキャンペーンが終わった後の応募シール以下の存在だってことは分かっていますが、だからって他人からここまで侮ぶ辱じよくされるなんて思いませんでした。酷ひどいです。ううう……消えたい……この世界から瞬またたく間に消えたい……流れ星になりたい」

　もうどこからツッコミを入れればいいのか……。

「と、とりあえず落ち着こう？」

　俺は身体からだを起こそうと、チョコちゃんの肩に触ふれる。

「さ、触さわらないでくださいこのロリコン！　犯罪者！　妊娠する！　妊娠して出産してお互いの劣等遺伝子でまた犯罪者を生み出してしまう！　なのに、それもいいかもと思ってる自分がいます！　やめて！　わたしをたぶらかさないで！」

　うわー、もうなにを言ってるのかちっとも分からない……。

「世界のために今度わたしと一いつ緒しよに死んでください！　うわああああん！」

　チョコちゃんは俺の手を振り払うと、泣きながらすごい勢いで部屋から走り去っていった。

「……ええと、」

　とりあえず俺のことを、小学生を部屋に連れ込んだロリコンだと勘違いしてるのは間違いないよな？

　じゃあ、嫌われた、よな？

　そりゃ当然だろ。ロリコンの変態を好きになったりしないし、あははは。

「…………おお、おおおお」

　膝ひざを突く。

　──終わった。

　ストロベリー学園ライフどころか、下へ手たすれば人生が終わった。

　これから牢ろう獄ごく生活かな？　ふふ……じゃあせめて看守さんと仲良くなろう。そうしたら優しくしてくれるかな？　少しぐらい俺のこと理解してくれる人もいるかな？　誰も俺のこと分かってくれないんだよ看守さん。

「ねえ……」

　アリスが俺の肩を叩たたく。

　ちょっとだけ俺を気の毒に思っているような表情だ。

「あたしが、あのミルクタンクに誤解だって教えてあげようか？」

　俺はそのとき、アリスが天使に見えた。冷静になって考えればそもそもこいつのせいだし、天使はチョコちゃんの胸に嫉しつ妬としてミルクタンクとか言わないし、不良がたまにいいことをすると善人に見えるあの法則が発動しただけなのだがしかし、そのときの俺は精神崩壊していたこともあって、アリスのことがその容姿も相まって天使に見えた。輝いていた。美しかった。今更ながらこのうす汚い変態である小生が、その神こう々ごうしい御身を拝見してしまったことを恥はじに思った。

「その代わり、あたしの命令を聞きなさいよ」

「…………はい」

　弱っている俺は、思わず素直に頷うなずく。

　それが予想外だったのか、アリスは一いつ瞬しゆん目を丸くしたが、でもすぐに、にぃ、と口の端を上げる。

「本当に命令を聞くの？」

「はい」

「なんでも？」

「はい」

　アリスは自分の身体からだを抱きしめて、小刻みに震える。「うひ、ひひ」と、気持ち悪い声を漏もらしながら、頬ほほを紅潮させるその様は、どう見ても天使のそれではなかった。酷ひどすぎるその態度に、俺は冷静さを取り戻しつつあったが、たぶんもう色々と手遅れだった。アリスの中にあった才能は、今まさに完全開花した。

「じゃあ素直にあたしの養分になりなさい！　この部屋に泊めることを認めなさい！　それからさっさと捕食されるにふさわしい態度取りなさい！　そうね……とりあえず、四つん這ばいになって惨みじめな駄だ馬ばらしく振る舞いなさいよ！」

「あの……それは……」

「はあ？　なんでも言うことを聞くんでしょう⁉」

　殺される！

　このトランスアリスに下へ手たに刃向かったら殺される！

「返事は⁉」

「……………………はい、分かりました」

　こうして──




　　　[image: ]




「なにを泣きそうになってるのよ？　馬であるあなたが出すのは泣き声じゃなくて鳴き声であるべきでしょう？　分をわきまえなさいよ！」

　今に至る。

　四つん這ばいになった俺は、９歳女子に尻しりを蹴けられていた。

「────」

　──さあて！

　今日のことは忘れて、明日もまた頑張って、完璧なる亭てい主しゆ関かん白ぱく系男子ことパクメンを目指すぞう！

　そんな好感度抜ばつ群ぐんの前向き思考をすることでなんとか精神を保とうとする俺。だがアリスは、俺の背中にまた座ることで、楽々と最後の抵抗を潰つぶした。

「…………」

　お願い！

　十じゆう文もん字じさん、助けて！
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　冷蔵庫の唸うなる音がうるさくて、思わず起床した俺が一番最初に見た物は、至近距離すぎてぼやけて目に写る、ホウ酸団子だった。

「……うう、くそ」

　どうして家主の俺が、キッチンで雑ざ魚こ寝ねをする羽目に……！　おかげで、もうちょいで駆く除じよされるところだったじゃないか！　なぜに俺がキッチンでゴキブリと団子パーティーをしなければならないのか！

　首や肩に痛みを感じながらも、起き上がってふすまを開ける。

　俺を精神的に陵りよう辱じよくし、寝床までも奪い取った９歳児は、本来なら俺がいるべきふかふかお布団の中にいた。

「……すぅ……すぅ……」

　……安らかに眠りやがって。その布団の温かさは、俺の体温から奪い取った熱と等価交換だということを忘れるなよ！

　折おり手で荘１０３号室は四よ畳じよう半はんの広さしかない。昨日アリスにも言ったように、二人が寝るスペースはないのだ。その上布団は一組しか用意していない。一人暮らしを始めたときに『女の子が遊びに来たら……しかも「泊めて♡」とか言ってきたらどうしようか、布団は二組必要ではないか、いやいやよく考えたら布団が一組の方が好都合ではないかゲヘゲヘ！』と断固として一組しか用意しなかったことを思い出した。結果、俺はキッチンの床に直接眠ることになった。あと当時の自分がした思考の気持ち悪さに今更自己嫌けん悪おした。俺死ねばいいのに。

　まあ俺の気持ち悪い妄もう想そうはともかくとして、いくらアリスが生意気なクソガキでも、小さい女の子である以上、畳の上に寝させるわけにはいかなかった。無愛想で誤解されがちでも、根っこの部分で女性に優しく、包容力があるのがパクメンだからだ。

　俺は進んでアリスに布団を譲ゆずってやった。

　なのにこいつはその優しささえ理解する気もなく、「この布団、あんたの臭においがして内臓ごと吐きそうなんだけど、本当にこれしかないの？　あたしを岩いわ下したアレルギーでじんま疹しんだらけにして殺す気なの？」とかぬかした。しまいには「は？　なにを畳の上で寝ようとしているのよ。同じ部屋で眠るとかふざけないで。は？　嫌いやですって？　あなたの吐く二酸化炭素は有害なのだから気を遣いなさいよ。あたしを岩下中毒で殺す気なの？」と言って俺を部屋から追い出した。許さない。眠っている間、俺にトンガリコーンを指にはめられ、起きたら手がベタベタになっていても文句を言えないレベル。

「……しかし、眠っている姿だけは天使だな」

　アリスは布団の中で、ウサギだか豚だか分からないぬいぐるみを抱かかえたまま眠っていた。

　しかし騙だまされてはいけない。ぬいぐるみを抱かかえるその姿は確かにかわいいが、このつぎはぎだらけのぬいぐるみさえ、アリスの悪魔性を表現しているのだ。

　ブービット（アリスがそう呼んでた）は、アリスが自作したぬいぐるみだ。それを聞いたときは、裁さい縫ほうができるなんて意外と家庭的なところもあるのだと一いつ瞬しゆん思ってしまったが、詳くわしく話を聞いたらとんでもないと分かった。

　ブービットは既成の二つのぬいぐるみを、解体し、繋つなぎ合わせて作った物らしい。制作の際の映像を思い浮かべて俺は戦せん慄りつした。きっとぬいぐるみたちが上げた悲鳴に嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべ、必死の命乞いも無視しハサミで二匹の身体からだを切り刻み、もはや青息吐と息いきのうめき声を上げるしかない二匹の尊厳を陵りよう辱じよくするよう綿をむしり取り、息絶えても尚なおアイデンティティさえ崩壊させるかのようにパーツパーツを入れ替えて侮ぶ辱じよくし、安らかな眠りさえも許さず一つのぬいぐるみにし生き長らえさせ、永遠の苦しみを与え続けたのだろう。

　ああ恐ろしい！　なんて猟りよう奇き的てきな奴やつなんだ。

　そして一番恐ろしいのは、そのブービットをこうやって大切そうに抱えていることだろう。ぬいぐるみをただの物として割り切っていれば、こんな大切にはすまい。つまり愛いとおしく思いながらも解体できる。まさに悪魔の所行！

「……すぅ……ん、ん……」

　でも寝顔は天使！

「ママ……」

　しかもなんだその寝言は？　かわいいぞ。

　さては寝言で人気取りにきているな。……なんてあざとい。なにが「ママ……」だよ！　眠っているときだけは素直でかわいい素が出ちゃいますってか？　あざとい！　こいつあざとい！　寝言は寝て言え！　……いや寝てるけど。

　と、アリスの寝顔が、少しだけ苦しげなものに変わっていた。

　俺はその顔を見て、ふと気付く。

「…………ママ、だって？」

　その寝言は、ただ愛らしいだけじゃないかもしれない。

　だってこいつは、家出をしているのだ。

「──ふん」

　鼻を鳴らして、思わず頭を掻かく。

　家出の原因なんて、十中八九家庭にあると思う。

　それがなんであるがをこいつは答えようとしない。でもそれは、家に居続けるより、たいして知りもしない男の家に泊まった方がマシに思えるようなことなのだ。

「……まったく、俺になにを期待してんだよ」

　なんでうちに来たのかは分からない。でも俺だって、できることなら力になってやりたいとは思う。

　とはいえ、いつまでもここに居座らせるのが正しいわけがない。仕送りで暮らしているような俺がアリスを養えるはずもないし、家出小学生を住まわせ続けるのは、言うまでもなく社会的にまずい。

　結局、説得し、納得させ、アリスを家に帰すしかないのだ。

　その程度が、俺ができることの限界なのだ。

「…………それに、」

　このままアリスに居座られてたら、俺のバイブル、『カリスマパクメン、十じゆう文もん字じ鉄てつ斗との関かん白ぱく塾じゆくＤＶＤ』シリーズが見られない！

　そして見られないと、十文字さんの開催する『関白塾』に永久に参加できない！

　ＤＶＤの映像にある関白塾は、実際に行われているイベントだ。ＤＶＤにはシリアルナンバーが書かれた用紙が封入されていて、その番号があればホームページ上で、関白塾の参加申し込みができるのだ。

　関白塾参加者は、それこそ人生観が軽く上書きされる体験をするらしい。

　だけど、塾に参加できるのは少人数だし、塾が開催されるのは不定期だ。おかげで倍率は、百倍とも二百倍とも言われている。参加者の選出は抽選ではなく、メールフォームに書き込んだ内容で決められているらしい。いかに塾への熱意があるか、今までの内容を理解しているか、そのようなことを読み取って、十文字さんが見込みのある奴やつを直接選んでいるとの噂うわさだ。

　しかし俺は三度応募し、すべて落選。

　だから、十文字さんの目に留まるメールが書けるよう、ＤＶＤをもっと繰り返し見なければいけない。十文字さんの口にする言葉の裏にある真意まで、正しく理解できるようにならなければいけない。

　でも、昨日から部屋にアリスがいる。

　アリスは昨日、十文字さんのＤＶＤシリーズのパッケージを発見して、ただ一言「はあ……」と溜ため息いきを吐ついていた。侮ぶ蔑べつの表情で見つめてくるだけで、いつもの毒さえ吐かなかった。アリスのことだ、ＤＶＤ鑑賞を強行したら、おそらく不ふ愉ゆ快かいだとか言って、ディスクを割るだろう。どんなにこのＤＶＤのすばらしさを力説しても無む駄だだ。まだアリスは、このすばらしさが分かるほど人生経験を積んでいない。若いとは不ふ憫びんだな……かわいそうに。

　ともかく、こういうことだ。

　アリスが居座る以上、ＤＶＤを見られない。

　塾に参加することが、どれだけ俺に成長をもたらしてくれるか、言うまでもない。その塾に参加できないとなれば、真のパクメンになるための、大きな回り道になる。

「──うん」

　やっぱり、俺の目的のためにも、もちろんアリスのためにも、家に帰らせないといけないな。

　しかし、どうすりゃいいのか……。家に帰らせるための説得をしようにも、こいつが一ひと筋すじ縄なわでいかないことは分かってる。説得しているうちに、なぜか俺が追いつめられ、最終的にまた馬にされてるなんてこともあり得る。……信じたくないけど、あり得る。

　とか考えていると、ぐぅ、とお腹なかが鳴った。

「……まあ」

　とりあえず飯めしを口にしてから、作戦を立てよう。
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　菓子パンを買おうと、折おり手で荘から徒歩一分のコンビニに行くことにした。引っ越してきてから一日一回は立ち寄る、もうすっかりなじみの店だ。

「ん？」

　知った顔を見つける。

　あそこでなにやら真剣に本を読んでいるのは──

「よう、リョウ」

　名前を呼ぶと、男は顔を上げる。

「寿とし也やか。おはよう」

　この腹が立つほど整った顔立ちのメガネは、俺が所属する、緑りよく央おう高校１年１組の委員長、河かわ内うち亮りようだ。

　中学時代、例外的存在であるカリスマ細ほそ谷やによってクラス委員長の座を奪われた俺だが、この男は俺の前に現れた、またまた例外的な第二のカリスマである。まったく俺の周りにはカリスマが多いな、どういうことだ？　だから委員長になれないのは俺のせいじゃないな、うん。

「リョウってここら辺に住んでたのか」

「ああ。寿也もこの辺か？　確か一人暮らしをしているのだったな」

「おう」

　リョウは、イケメン、頭脳明めい晰せき、スポーツ万能、それ以外もとりあえず思い付く限りすべての能力に恵まれている野郎なのだが、しかし悪口を言おうとしてもまるで出てこないほどにいい奴やつでもある。まったくなんて男だ。劣等感生み出し機だ。存在が俺たちへの虐ぎやく待たいだ。

　もちろんこれだけのスペックなので女子にはモテモテなのだが、ここまでのモテ領域に達してしまうと女子への興味もなくなってしまうのか、ややもすれば冷たいとも取られる態度を女子によく見せている。硬派だ。……ええと、俺の次ぐらいに。

「リョウはなにしてたんだ？」

「母に頼まれ、朝食を買いに来たのだが、興味深い本を見つけてしまってな。ついつい熟読してしまった」

「へえ、どんな本だ？」

「相対性理論について書かれた本だ」

「……へ、へえ」

　どうしてそんな本がコンビニに置いてあるんだ……。

「あ、ああ、相対性理論ね、うん、結構おもしろいよな」

「ほう？　知っているのなら、マイケルソンとモーリーの実験について少し話でもするか？」

「い、いや、やめとこうぜ」

　誰だよそいつら。マリリンマンソンあたりと関係のある人ですか？　どうでもいいけど、マリリンマンソンって、字じ面づらをちょっといじるとマソソソマソソソになるな、すげえ。

　と、俺はふと思い付いた。

　アリスの説得を、リョウに協力してもらうのはどうだろう？　頭のいいリョウだ。いい解決策を導き出してくれるかもしれない。

「ところでリョウ。今日、暇か？」

「暇というと語ご弊へいがあるが、融通は利くぞ」

「ん？　一応用事はあるってことか？」

「ややこしい物言いをしてすまない。俺のような未熟者は、常に鍛たん錬れんを怠おこたってはならないってだけだ。休日は少しでも遅れを取り戻そうと、広い意味で勉強をしているのだ」

　これ以上俺たちに劣等感を生み出させるのはやめてください。

「それで、俺になにか用事か？」

「ああ。……えっと、ちょっと困ったことがあってさ。よければ力を借りたいんだ。いや、勉強をしようと決めてるんならいいんだけどな」

「バカを言うな。困っている友人の手助けをする以上に、大切なことがあるか。もちろん協力する」

　どれだけいい奴やつなんだよこいつ。

「使いが済んだら時間は作れるが、何時ぐらいがいい？」

「あー、なんならすぐにでも来て欲しいな。なにせ問題はもう起こってるからな。というか問題が居座って、気持ちよさそうに家の中で寝ているからな」

「なんと緊急か。了解だ。そうだな、ならばすぐに用事を済ませて、寿とし也やの家に向かおう」

「おう。助かるぜ！」

　これは頼もしい味方ができた。

「さて、さっさと買い物を済ませるか。すぐ戻るからここで待っててもらえるか？」

　リョウは手に持っていた本を元の棚に戻す。

「この本は買わなくていいのか？　相対性理論に興味あるんだろ？」

「いやあまりない。そもそもこの本で書かれている相対性理論の内容ぐらいならば、すべて理解しているつもりだ。買うほどの本ではないな」

「へ？　じゃあなんで熟読していたんだ？」

　俺は、リョウが戻した本を何気なく手に取る。




『ロリンちゃんが教える萌もえ萌え相対性理論』




　そっと棚に戻す。

「…………ええと」

　……うん、違うよね。

　ただ相対性理論に興味があっただけで、別にロリンちゃんのイラストに惹ひかれてたわけじゃないよね？　……そうだな、そうに違いないな。

「熟読はしていない。ただロリンちゃんを凝視していただけだ」

　せっかくの脳内弁護、すべて台無し！

「このぷにぷにボディにすっかり惹かれ、ついつい手に取ってしまった。まったくロリンちゃんは萌え萌えで困るな」

　……この人イケメンメガネこと河かわ内うち亮りようだよね？　誰？　このキモオタ誰？

　リョウは再び本を手に取り、異様に瞳ひとみが大きい、ピンク色のツインテールの女の子のイラストを力強く指さす。
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「見てくれ、このふくらはぎのあたりの曲線。秀逸だな。数学でいえばオイラーの公式ぐらいの美しさだ」

　二重の意味でなにを言っているんですかあなたは？

　リョウは、俺が顔を引きつらせているのにまったく気付かずに、遠い目をして続ける。

「よくオタクがなんとかは俺の嫁、という表現でキャラへの親愛の想いを口にするな？　好きな相手と結婚できるのは幸せなことだ。あり得ないことだがもし二次元キャラと結婚する法律ができたとしよう。しかし法律で結婚が可能になっても尚なお、俺は報むくわれないのだ。なぜならその後には年齢の壁がある。結婚可能な16歳以上のキャラになど、俺はまるで興味がない。俺は生しよう涯がい、自分の好きな相手と結ばれることはないのだろうか？」

　知らねえよ！

　っていうか、仮に結婚が法律で認められてもなにも報われねえよ！　いねえし！　ロリンちゃんこの世にいねえし！

「……え、リョウってロリンちゃんと結婚できるならしたいの？」

「当然だな」

　なるほど。神様のひいきを感じざるを得ない完璧超人だと思ったら病気だったんだな。意外と神様ってのはバランスに気を遣っているのかもしれん。

　俺がドン引きしていると、リョウはその顔を見てクスクス笑う。

「ふふ……簡単に騙だまされてくれるな」

「あれ、まさか？」

　リョウは爽さわやかな、あと少しで妊娠してしまいそうな笑えみを浮かべて、口にする。

「ああ冗談だ。俺がロリンちゃんなどと結婚したいと思うはずがないだろう」

　ほっと溜ため息いきを吐つく。

「うわ、俺すっかり騙されたよ。演技が真しんに迫せまってるんだもん」

「はは、寿とし也やは純粋だな。そんなところが好感が持てるんだがな。……ふ、冗談に決まっているだろう、ロリンちゃんと結婚したいだなどと」

　リョウは、平然と、なに一ついつもと調子を変えることなく言う。

「ロリンちゃんは公式設定で14歳だ。そんな年増と結婚したいと思うはずもないだろう？　ふくらはぎが魅力的であることは認めるが、無む駄だな胸の膨ふくらみはまるで必要ない。俺が求める完璧からはまだまだ遠いな」

　病気だった。大病だった。死に至る病やまいだった。

　しかも胸の膨らみがどうでもいいとか、絶対に受け入れられないことを言っていた。お前とはなにがあっても分かり合えないようだな！

「──はっ！」

　そうだ……このロリコンとアリスを会わせてしまって大丈夫か⁉　アリスは見た目だけなら間違いなくかわいい。危険すぎる！

「お、お前、実際の幼児にも性的に興味があるとか言わないよな？」

「なぜに社会的に保護せねばならない、三次元の幼児に対して、性的な興味を抱いだかなければならないのだ？　ロリコンとは俺にとって理解に苦しむ生き物だ」

　このお方は本気で言ってるのでしょうか？

　いまいち理解できないが、リョウが好きなのはロリンちゃんのようなマンガやアニメの世界の幼女であって、現実の幼女には変な感情はないということか？

　ちっとも理解できない性せい癖へきだから試してみよう。

　俺は近くにあったアニメ雑誌を手に取って、なるべくロリンちゃんっぽい幼女のアニメ絵を探す。……あった。

「リョウ、このキャラはどう思う？」

「そいつは高校生だ。興味がない。すでに俗世にまみれ穢けがれている」

　え？　こ、この外見で高校生なの⁉　それはいいといても、この女の子どうせ俗世にはいませんけど！

　俺はまたページをめくる。

「じゃあこのキャラは？」

　今度はきちんとプロフィールに『12歳』とあるキャラだ。

「ふむ、フィギュアを持っている」

　もうとっくに目を付けていただと！

　揺ゆるぎねえ！

「じゃあこいつはどう思う？」

　次に俺が指したのは、アニメの主題歌を担当したらしい、実在している小学生二人組のアーティストだ。小学六年生の、割とかわいらしい子たちだと思う。

「子供だな。こんな早くにデビューしてしまい、大丈夫だろうか……。社会に出てしまえば、精神的に未熟であっても、大人のルールに従わざるを得ない。利権に群むらがる大人たちに食い荒らされなければいいが……」

　真っ当な心配！

　どうやら本当に実際の幼女には興味がなさそうだ。それにリョウは基本完璧な男だし、常識もある。入学後一ヶ月で、クラスメイトの信頼をきっちりと集めている。だからこそパクメンである俺を押しのけてクラス委員長を務めているのだ。どんな嗜し好こうをしていたとしてもアリスに危害を加えたりするとは思えない。

「……よし、リョウ行こう」

「ああ分かった」

　大丈夫だとは思うがもしものときはアリス、俺が護まもってやるからな！
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　折おり手で荘に戻ってくるまでに、リョウにあらかた事情を話し終えた。

　話をしながら思ったのだが、やっぱりリョウは完璧な奴やつだ。さっきまで神様は平等だと思ったが、今はむしろ無む慈じ悲ひに思えてきた。どうしてこんなすべてを台無しにする性せい癖へきを……かわいそうに、リョウ。

　ちなみにアリスのことを話したときの反応を見る限り、本当にアリスに変な興味はなさそうだった。家出をしてきたアリスを、純粋に心配し、親身になってくれている。

　ほっ……。色んな意味で安あん堵ど。

　俺の中で評価を取り戻したリョウは、１０３号室の前で、腕を組んで考え込んでいる。

「つまりこういうわけだな。その寿とし也やを馬にしたアリスなる少女を、家に帰してやりたいと」

「そのとおりだけど……とりあえず、馬にされたことは忘れてください……」

　隠して作戦が立てられないと問題だから話したけどさ。

「……はあ……俺のパクメンとしてのイメージが台無しだよ……」

　思わず漏もらした呟つぶやきに、リョウは眉まゆをしかめる。

「すまん。浅学が故ゆえに分からないのだが、パクメンとはなんだ？」

「ん？　知らないのか？　亭てい主しゆ関かん白ぱく系男子、略してパクメンだ。最近のなよなよとした男と対極の位置にある、厳格な男子のことだな」

「なるほど。で、誰がそのパクメンなのだ？」

「……？　俺だけど？」

　リョウはまた、眉まゆをしかめる。

「すまん、分かりづらかったかもしれない。丁寧に言い直そう。俺は、寿とし也やが思う、そのパクメンは誰かと聞いている」

「だから俺だって」

　リョウはしばらく目を伏せ、口にする。

「……そうだな。お前はパクメンだ。うん、分かってる。俺だけは分かってる」

　おかしいな。リョウは普通のことを言っているだけなのに、なぜか異様な優しさを感じる。

「寿也はやればできる子だ」

　あれ？　落ちこぼれを励ます母親みたいなことを言い出したよ？　どうして？

「さて、そのアリスなる少女の話に戻そう。寿也の話を聞いただけでは、どうすべきか判断できないというのが正直な感想だ。その少女のことを正しく把握するためにも、実際に様子を見たい。それから作戦を立てるべきだと考えたがどうだ？」

「そうだな。それでいいと思う」

「ならば早速部屋に入ろう」

「ああ」

　俺は玄関を開けた。

　キッチンと和室を遮さえぎるふすまは開いていて、ここから中が丸見えになっている。

「……………………あれ？」

　物が──

「──な、ない」

　消えている！

　どうして！

　誰が！　……って、ぼろすぎて泥棒も溜ため息いきを吐ついて立ち去るようなアパートだ。犯人は一人しかいない。

「アリス！　なにしてんだよ！」

　スニーカーを足だけで乱雑に脱ぎ捨てて、急いで部屋の中に上がる。

　うお、がらんとしてる！

　アリスはすっきりとした部屋の真ん中で寝転んでいた。本来なら布団かちゃぶ台があるはずの場所で、ブービットを胸に抱かかえながら、俺が月曜に買ったマンガ雑誌を読んでいる。

「お、お前、この部屋の物はどうした？」

　アリスはめんどくさそうに、窓の外を指さす。

　ちゃぶ台だけでなく、大半の物が寒空の下に出されている！

「な、なんてことを！」

「この部屋は二人で生活するには狭せまいから掃除をしたわ。感謝することね」

「するか！　そもそも掃除じゃなくて、窓から出しただけじゃねえか！　うおっ！　俺の中学時代の卒業アルバムが！」

「まさにゴミじゃない」

「俺の思い出をゴミ扱いするな！」

　物言いが酷ひどすぎる！

「あの中には、俺へのみんなからの寄せ書きも入ってるんだぞ！」

「大丈夫よ。書いてあることが、いかにもひょーめん的な内容のないものだったわ。全然心がこもってないから、あれはただの文字よ」

　傷付いた。

　お、俺、上京して一人寂さびしくなった夜は、みんなの顔写真やメッセージを見て、ほっこりした気分になっていたのに。

　……みんな、俺、結構仲良くやってたよね……？

「とにかくお前にとってゴミでも、俺にとってゴミでないものばっかりだよ！　それにちゃぶ台はどう考えても必要だろ！」

「必要だけど趣味に合わないわ……。汚いし。せめてこういうテーブルにしなさいよ」

　アリスはテーブルの写真を見せつける。アリスが持っているのは、俺がスーパーでもらってきた無料の通販雑誌だ。

「こういうのとか」

　アリスが指をさしたのは、お洒しや落れだけど使い勝手は悪そうな、円形のガラステーブル。

「いやいやそんなの買う金ないし、部屋に合わないし。そもそもガラスなんて、すぐに傷付きそうな軟弱な素材を使ったテーブルは、パクメンである俺に似合わないと思うんだよなー」

「ガラスのハートのくせになにを言ってるのよ？　特技が号ごう泣きゆうでしょ？」

「ふ、ふざけるな！　昨日も泣いてなんていません！」

　と、俺はそこで壁に目を向ける。

「ぎゃああああああああああ！」

「なによ突然動物がごとく鳴き声を上げて？　似合いすぎてるわよ？」

「俺の十じゆう文もん字じさんのポスターが！　ＤＶＤ初回特典の、ショップ限定非売品ポスターが破られている！　しかも目の位置を狙ねらいすまして破られている！」

「ああそれね。その顔、むさ苦しくて寝苦しいったらないから破いたわ。ハゲ嫌い」

「ハゲじゃねえ！　真しんの漢おとこがすべき髪型である坊主だ！　貴様、俺への侮ぶ辱じよくはまだしも十文字さんへの侮辱は許さんぞ！」

「どーてーどーてーどーてーどーてーどーてーどーてーどーてーどどーてー」

「俺への侮辱なら許すって意味じゃねえ！　あとさりげなく最後に『ド童貞』と小気味よいリズムで言うな！　極度の童貞を表す造語か！　一いつ瞬しゆん誤字かと思ったわ！」

「あなたもハゲたいの？　今の普通ヘアーでいいじゃない？」

「人の話のなにを聞いていた！　侮辱をやめろ！　お前はお子様だから分からんかもしれんが、この人はすごい人なんだぞ。激動の人生は自衛隊で同僚への理り不ふ尽じんな暴力を止めようとしたところから始まり──」

「そんな奴やつをよーごしてバッカみたい」

　俺の話を聞く様子もなく、ただジト目を向ける。

　こいつはどうも、十文字さんが嫌いのようだ。

　──ま、まさか生理的ドＳ直感で、十文字さんの存在が、俺を奴ど隷れいにするのに都合が悪いことを感じ取ったのか⁉　あり得すぎる！

　やはりこいつがここに居座ることは、俺が理想的パクメンになるのを阻はばむことに他ならないな。絶対に家に帰さなくては！

　そんな決意を固めていると、アリスはちょいちょいと袖を引っ張ってきた。

「なんだよ？」

「…………ねえ、さっきから玄関からこの部屋を覗のぞき込んでいる、あの男は誰なの？」

　言うまでもなくそれは、リョウのことだろう。

「友達だよ」

　アリスは顔をしかめてリョウを見る。

　自分をマジマジと見ているアリスに、リョウが手を上げて応える。

「ひっ」

　アリスは、ブービットを抱きしめると、俺の背後にさっと隠れた。

「な、なんで勝手に連れてきてるのよ。ちゃんとあたしに許可を取りなさいよ。どーきょ人に断りを入れるのは、と、とーぜんのマナーでしょ？」

　いや、お前は同居人じゃなくて居座ってるだけだし。

　それにしてもなにをうろたえているんだこいつは？　散々俺にやりたい放題やってる様を見られてるだろうが。

　でもそういや、俺と初めて会ったときも、（変質者と勘違いしていたのもあったんだろうが）無口だった。アリスは意外と年相応に人見知りなのかもしれない。

　それともあれか？　リョウがイケメンだから９歳のアリスといえども女性の本能で意識しちゃうのか？　結局顔か？　この世は見た目なのか？　イケメン死滅しろ。

　……うん、そんなわけないな。

　恵まれる者に嫉しつ妬とするのはやめて、ちゃんと紹介しよう。

「あいつはクラスメイトの河かわ内うち亮りようだよ。クラス委員長をやってる」

「ふうん。……連れてくるのはいいけど、絶対にあたしたちの部屋に入れないでね」

　指図される憶えはないし、そもそもなにがあたしたちの部屋だ。部屋の所有者にお前を含めるな。

「連れてきても別にいいだろ」

「やだ襲われる」

　ねえよ。

　……とは言い切れないか。相手は二次に限るがロリコンだった。なんてこった。

「信頼してない男なら襲うっつーんなら、俺だって昨日会ったばっかりだろうが」

「あなたは別にいいの！」

「なんでだよ」

　まったく意味が分からん。

　でも、どういうわけか、アリスは自分の言葉に真っ赤になっていた。

「ふ、深い意味はないわよ！　分かってるわよねっ！」

「はあ……」

　どこに深読みできる言葉があったのか？

「こ、こういう意味よ。あなたことどーてーは、女を襲う度胸が皆かい無むだからこそどーてーなので別に害はないのでいいって意味よ」

「深い意味はなくても、酷ひどい意味はあったのか！」
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　そもそもなにをしていたのか忘れそうになるので確認する。今は、アリスを家に帰すための作戦を立てるために、リョウがアリスを観察していたのだ。これだけアリスの（酷い）言動を見せたのだ。もう作戦も立てられるだろう。

　アリスが外に放り出したちゃぶ台なんかを元に戻し、片付け終わると、俺たちは一旦部屋を出て、話し合いをすることにした。外に出たのはもちろん、アリスに話を聞かれないようにするためだ。

「で、どうだリョウ？」

　俺はあの、『変質者に注意』の張り紙がしてある電信柱によりかかって尋ねる。

「そうだな……。寿とし也やの言うとおり、あの少女は家に帰してやるべきだと判断した。実を言うと、家庭環境に問題がありそうなら、施設に入れることも検討すべきだと考えていたのだが、見る限りはその心配はなさそうだ。……まあ、俺の拙つたない観察眼からの意見でしかないので、あまりこの判断を信頼しすぎても困るのだが」

「施設ねえ……」

　そんな深刻な事態のはずがないと、アリスが生き生きと毒を吐いているのを見ていると思うのだが……。まあ、その可能性も考えておいた方がいいか。

「でもリョウも俺と同じで、アリスを家に帰した方がいいって判断したんだよな？」

「そうなる」

　なら心配はしなくてもいいだろ。あまり余計な心配をしすぎていたら身動きが取れなくなってしまう。

「よし早速、アリスを家に帰す作戦を立てよう！」

　拳こぶしを握って声を張り上げる俺だが、リョウは腕を組んだまま難しい顔をしている。

「なんだよ、俺だけはしゃいでるみたいで恥はずかしいだろ？　まだ気にかかることでもあるのか？」

「……いや、意外と少女を帰すのが難しいかもと考えていてな」

「どうしてだ？」

「少女は衝動的に飛び出したわけではなさそうだからだ」

　アリスはスーツケースの中に、生活に必要な物をきちんと選別して入れてきていた。親とケンカでもして、衝動的に飛び出したのなら、足りない物が出てきてしまうものだろう。

　アリスは、ある程度計画的に家出をしてきたのだ。

「でも、それがなんだって言うんだ？」

「衝動的でないということはつまり、ある程度覚悟を決めているということだ。腹を据すえているのだから、簡単にはここを出ようとは思わないだろう。仮に一度追い出しても、家庭の事情が変わらなければまた戻ってくるかもしれない」

「そうかなあ？」

「初対面の寿とし也やの家に来る覚悟があるのだ。ここに戻ってこないにしても、家には帰らないかもしれない。それこそ危険を顧かえりみずに行動し、取り返しのつかないことになるかもしれん。いくら大人びて、しっかりしているように見えても、彼女はまだ９歳の女子なのだからな」

「…………まあ、」

　本当の意味で解決するのなら、アリスの家庭の問題をどうにかしなきゃいけないのかもしれない。

　でも、他人の家庭の問題をどうにかしようとするなんて、高校生の俺には荷が重い……というか無理だ。

「……別になにもかも解決しなきゃいけないわけじゃないだろ。そりゃ問題があったら手助けはしてやりたいと思うけど、とにかくまずはアリスを家に戻すことだ」

　あいつの家庭の問題を解決するのは俺じゃない。あいつとあいつの家族だ。

「家に帰すためにどうすりゃいいか、今はそれだけでいいよ」

　リョウは「ふむ」と小さく頷うなずき、「それが現実的だな」と納得する。

「思うのだが、現状、少女のパーソナルデータはほとんど分かっていない。『アリス』なる名前さえ、本名かどうか定かではない。住所なり自宅の電話番号なりを聞き出さない限り、動きようもないのではないか？」

「……それもそうだ」

　あんだけの掛け合いをやってるから忘れがちだが、考えてみりゃ、俺とアリスは昨日出会ったばっかりだ。アリスは俺の名前を知っていたようだが、俺はアリスのことをなにも知らない。

「そうだな。アリスのことを知るのが先決みたいだ」

「よし、ならば、その方向性で作戦を立てよう」




　　　[image: ]




『アリス解放作戦』

　綿密な会議を経て、現作戦は実行に移された。

　かつて楽園であった我が領土は、襲来者により地獄と化している。我らは、悪魔の化け身しんかとさえ思われる、あの凶暴な敵対生物からその地を取り戻さなければならない。しかしアリスなる生物は、凶悪であると同時に社会的に保護せねばならない生物でもある。殲せん滅めつするのではなく、あくまで解放し、本来の居場所に戻してやらなければならない。

　だが突然襲来した外敵に対して、我らが得ている情報はあまりにも少ない。まずは、その生物への調査が必要だ。

『ＭＩＳＳＩＯＮ１、敵（アリス）を調査せよ』

　過か酷こくなミッションだ。しかも実行に動くのは私、岩いわ下した寿とし也や一人である。指令を下した河かわ内うち亮りようは、今回の作戦には帯同しない。襲撃者アリスは、新たな訪問者に対し、非常に過敏であるからだ。興奮させ、想定外の事態を招くわけにもいかず、すでに前日接触している、私のみで調査すべきと判断したのだ。また、アリスの払う『悪魔の爪毒舌』の攻撃によって、河内の心に深手を負わせてしまうわけにはいかない。あんな思いをするのは、すでにその攻撃を受けた私一人で十分なのだ。これ以上犠牲者を出すわけにはいかない。よって河内には、バッグアップに専念してもらう。

　戦地に送り出された私は、緊急用に携帯電話を装備し、配置に就いた。




　０９１５、作戦開始。




　折おり手で荘１０３号室の扉を突破し、私はかつての聖地、しかし今は屈くつ辱じよくの象徴へと成り代わった戦地に侵入する。親愛なる総司令官、十じゆう文もん字じ鉄てつ斗との肖像画は無残にも破かれ、我が物顔で歓迎できぬ来訪者が居座っている。

　アリスに遭遇。

　その鋭するどい双眼で睨にらみ付けられ、私は思わずすくみ上がる。

『奪われる』

　具体的になにが、というわけでもない。奪われるものがこの我が領地か、食料か、命か、あるいは人としての尊厳か、それは分からない。ただ『奪われる』とだけ私は感じた。内心の恐怖を、だが私は押し隠し、アリスの動向を見守る。アリスは私が先ほど与えた餌えさを、機械的に、感情なく、ぐちゃりぐちゃりと咀そ嚼しやくをしている最中であった。そこには食べ物を与えた私への感謝の念は見えない。あくまでこの生物にとって、私はただの養分であるのだ。

　しかし、私は引くわけにはいかぬ。この地を我が手に取り戻すために、どんなことにも手を染めると決めたのだ。

　咀嚼を続ける敵対生物に、私は河内が練った作戦通り『ウインク』をした。




「アリスちゃんのこと、もっと知りたいな☆」




「おええええええええええええええええ‼」

　……おい、口に入れてる物を吐き出すなんて下品だぞアリス。一応物腰にはそれなりに気品があるんだから、そういうことはやめろ。

「い、いきなりなんのつもりなの？　く、悔くやしい。これまで生きてきた中で一番精神的ダメージを受けたわ……。なかなか考え抜かれたこーげきね」

　…………いや、今のは単に友好的態度を見せて、交渉に持っていくための作戦のはずだったんだが。あれ？　俺、もしやリョウに踊らされたの？

「にしても、なにを不ふ機き嫌げんに俺を睨にらみ付けていたんだよ？　別になにもしてないだろ？」

「はあ？　二つほどしてるわよ。よくもまあ自分の行動を振り返ろうともしないままそんなセリフが吐けるわね。反射的に自己べんごする言葉が出てくるなんて、人間としてのせーじゅく性が低いことを自らろてーしていると言っても過言ではないわね」

　過言だろ。

「じゃあ俺がなにをしたか言ってみろよ」

「いいわよ。まず一つ。どういうつもりであたしを長い時間放っておいてるのよ」

　ブービットのお腹なかあたりをさすりながら、言い放つ。

「なんだ寂さびしかったのか」

　アリス真っ赤に。

「あ、照れてる」

　俺の言葉にアリスはさらに真っ赤になって、俺をキッと睨み付ける。威い嚇かくしたまま立ち上がると、俺がセロハンテープで補修した十じゆう文もん字じさんのポスターを──

　ビリビリビリビリ‼

「ぎゃあああ！」

「ふ、ふんっ！　あなたが帰ってこようとこまいと、どうでもいいんだからね！」

　やめろ！　ツンデレっぽいセリフを吐きながら、十文字さんのポスターを、深刻なダメージが残るように顔付近を狙ねらいすまして破くのはやめろ！　頬ほほを赤くしたまま、破った部分をぐちゃぐちゃに丸めて再生不可にするのをやめろ！

「どうせあのメガネと、ろくでもない話をしていたんでしょう？　あたしを落とすためのこーりゃく手段とか。まったく不潔ね！」

　攻略法の相談ってのはある意味間違ってないな。

　お前の想像しているものとはたぶん違うけど。

「で、もう一つの不ふ機き嫌げんな理由は？」

　俺は丸められたポスターを、涙目で必死に手で伸ばしながら、聞く。

「これよ」

　ちゃぶ台の上に載った、コンビニの袋に入ったままの菓子パンを、アリスは顎あごで指す。

「なによこれは？」

「パンに決まってるだろ。……あー、もしかして好きなのがなかったか？」

　一応俺の分も含め、全部で四つ買ったんだが……。

「そうじゃなくて、まさかこのあたしの朝食が、菓子パンだっていうんじゃないでしょうね？ずいぶんとあたしを安く見ているのね！」

　予想を超えた傲ごう慢まんっぷりだった。

「……お前はどこのお嬢じよう様だよ」

「別に普通のふゆー層に当たる家庭の娘よ」

　じゃあ普通じゃねえだろ。




　……あ、ちょっと待てよ。

　すっかりこいつのわがままっぷりに呆あきれかえって受け流すところだったが、これってまさに『アリス解放作戦』にとって有力な情報だったんじゃないか？

　そうだ。これは憶えておく必要がある。

　脳内メモ帳に書き込む。

『アリス情報１：アリスの家は裕福（美少女で金持ちとか調子に乗るなよ）』

　さして意図していないうちに、アリスから情報を引き出してしまったぞ。やべえ……俺は探偵の才能もあるのかもしれない。自分の溢あふれかえる可能性が恐い。

　この調子でさりげなくアリス情報を集めよう。




「お前の好みなんて知らないんだからしょうがねえだろ。じゃあお前はどんなものが好物なんだよ？」

　さりげない。俺、超質問さりげない！

「チョコミント以外のアイスが好きよ。……って、今はそういう話をしてるんじゃないの！　別にあたしの好みを知らなくても、あたしのこの溢れ出る品性にふさわしい食べ物ぐらいは用意できるでしょう？　まったく、相手を喜ばせることができない様が、どどーてーそのものね」

　ド童貞なる造語を定着させようとするな。

　しかし、質問の答えを得ることには成功。

『アリス情報２：アイスが好き（チョコミント以外。ところでアリスとアイスって似てるな）』

　よしっ！　この調子この調子！

「お前のうちがいつもどんだけ豪ごう華かな朝食だったかは知らないけどさ、よく見ろこのボロアパートを。この経済力でそんないい朝食を提供できるわけねえだろ。ぶっちゃけお前のためのパンを買うのも、俺のお財布の中身じゃ結構な痛手なんだぞ？」

「む……そうね……。あなた程度の卑いやしい身分の人間に、あまり無理を言っても仕方がないわね。はあ、なんてあたしは思いやりのある女なの。ふん、あなたのその面つらだけでなくすべてにおいてひんそーな身の上に免じて、高級品でなくても許してあげるわ。感謝するのね！」

「そりゃどうも」

　ええと『アリス情報３、性格が破は綻たんしている』──と、これはとっくのとうに知っていた。性別と同じくらい分かりきってることなので、脳内メモ帳から削除。

　でも、アリスはまだ不満そうにパンを睨にらみ付けていた。

「むー……」

　唇くちびるを尖とがらせて、アヒル口になる。

「なんだよ？　まだ文句あるのか？」

「ええ。高級品でなくてもいいわ。だけどやっぱりこれは手抜きもいいところよ。コンビニの袋に入ったままテーブルの上に置いただけなんて……。ペットの犬相手にだって、器うつわの中に食べ物を入れてあげるぐらいするでしょう？　あなたは犬以下だから慣れてるかもしれないけれど」

　こいつはいちいち俺をけなさないと喋しやべれないのか？

「じゃあどうして欲しいんだよ？　袋を開けて、食べさせてやればいいのか？　よし分かった口を開けろ。はいあーん」

「なにをキモいことをしてるのよ変質者丸出しね！　そんなことされたら食べた瞬しゆん間かんにリバースしてなんの栄養にもならないじゃないの！　……は！　まさかそれが目的！　さっきのウインクもそれが狙ねらいなの⁉　あたしの吐と瀉しや物ぶつをどうするつもり！　この変態！」

　だからお前の想定する変質者は、度合いがやばすぎる。

「あたしが言いたいのは、別に高級品を出さなくてもいいから、もうちょっと手をかけたものを出しなさいってこと！　つまりちゃんと調理したもの食べさせてってこと！　できたてのあったかい食べ物がいいの！」

「……わがままな」

『アリス情報３改：自じ炊すいした料理を好む（手間がかかるなこいつ。俺はラーメン屋デートをしても楽しんでくれる女の子がタイプです）』

「まあお前が恵まれてるのは分かった。うちなんて、母さんがソファーに魂が引かれて、動くことができなくなっているからな。母さんの手料理の味なんて忘れた。最後の手料理は、スクランブルエッグだったかな……ふふ、あんなん俺でも作れるぜ……」

「……ふうん」

　アリスは、めずらしく律りち儀ぎに聞いている。

　ふふ……想定通りのリアクションだぜ。

「普段は父さんが料理をしてくれたけど、仕事してるからな。毎日作る余裕はないよ。どうしても忙しいときは出来合の物だ。お前んちはちゃんと母さんが作ってくれたんだろ？」

　自分の両親のことを話し、さりげなくアリスの家庭環境が恵まれていることを気付かせ、家に帰りたくなるように誘導する。なおかつアリスからさりげなく親のこと聞き出す質問を重ねる。

　おいおい自然な会話でのこの誘導はやばいだろ……。自分のあまりの計算高さに、若じやつ干かん引いてしまうぐらいだわ。

「…………とな……わよ」

　ブービットの耳をつまみながら口を開いたアリスの声は、小さくて聞き取れなかった。

「ん？」

「親が作った料理なんて、食べたことないって言ったの」

「……え？」

　俺は思わず間抜けな声を上げる。

「一度も？　……いや、んなわけないよな。お前は大げさに──」

「一度もないわ」

　アリスに嘘うそを言っている様子はない。

　感情を込めないように意識して、平然とした顔を作って、そんなことを言っている。

「…………」

　……なんだそれ？

　俺は母さんの手料理の味を忘れた。でもそれは、俺にとって笑って言えるような話だ。自己紹介でそのことをネタにして、ウケを取りに行く程度の軽い話。

　でもこいつは、そもそも両親の手料理の味を忘れるばかりか──知らない？

『アリス情報４：両親が料理を作らない（……………………）』

「なによその反応は？　まさかあたしがぎゃくたいされてるとか考えてるわけ？」

「…………ええと？」

　触ふれづらいところを、アリスは平然と言う。

「バカじゃないあり得ないわ。そもそもそんな安いどーじょーはいらないのよ。あ、まさかこの程度のことで、あたしが家を飛び出したとでも思ったんじゃないでしょうね？」

「違うのか？」

「ふざけないで。あたしは、大人のじじょーを考えられないような、未せーじゅくのお子様ではないわ。うちのママとパパは庶しよ民みんと違って忙しいんだから、あたしの料理を作ってる暇なんてないのは当たり前なのよ。……しょうがないわ」

『アリス情報５：両親に不満があるわけではない（……本当か？）』

「じゃあお前は食事はどうしてたんだ？」

「メイドが作っていたわ」

　……金持ち発言が出た。

「でも俺に料理は作らせると？」

「は？　あなたなにをあたしの両親とどーれつに立とうとしてしているのよ？　それどころかちょっとメイドをバカにしてない？　工場で生産できそうなぐらいありきたりな量産型容姿のくせして、調子に乗りすぎじゃない？」

「…………」

　急激に同情する気持ちが失うせてきたぞ。両親が料理を作ってくれないことには、本当に不満がなさそうだし。

「工場製品は人間に使ってもらうことで、初めて価値が生まれるのよ。つまり量産体制可能なあなたは、無償であたしに尽つくすことでようやく価値が出るということね」

　っていうか、こんな奴やつに同情する必要ねえ！

　一いつ瞬しゆん、同情した感情がもったいねえ！

「親に不満がないならすぐ帰れ！　今すぐ帰れ！　お前の住所を教えろ！　すぐに段ボールに詰め込んで宅配便で送ってやるわ！」

「いやよ。あたしはここにいたいの」

「知るか！　俺はもう限界だね！　帰れ帰れもうお前の顔なんて見たくないわ！　そもそもなんだよその顔？　整いすぎておもしろいところが一つもないし！　やーいこの美少女！　フランス人形！　しかも肌が白くてきめ細かい上に、髪がさらさらすぎるんだよバーカ！　お前の面つらは本当につまんなすぎるな！」

「むか。バカにして！　……ん？　あれ？　バカにされてない……？　まあどっちでもいいわ！　とにかく絶対に帰らない！」

「絶対帰らせる！　……そうだ、ケータイを貸せ！」

「なんでよ？」

「よく考えりゃ、お前のケータイに実家の番号ぐらい入ってるだろ！」

　まどろっこしいことをせずに、寝ている間にでもこっそりケータイを奪って、連絡すりゃよかった！　こんな手っ取り早いことを思い付かなかったなんて！

「すぐ親に連絡してこの不良美少女を引き取ってもらう。早く貸せ！」

「そう言われて貸すわけないでしょバーカ！　ゴミ虫！　うずらの糞ふん！」

「なら奪い取る」

　飛びかかる俺に、アリスは蹴けり。

「寄らないでよ臭くさいわね！」

　ちなみに小さい足でのキックは痛くはない。

「そもそも無む駄だよ。あなたはまだ手遅れだってことが分かっていないようね」

「はあ？　なにが手遅れなんだよ？」

「もうあんたは馬のごとくあたしに手た綱づなを握られてるのよ！」

「意味が分からないな」

「頭も動物並みね。仕方がないから解説してあげるわ。あのあたしを襲った動画があるわよね？」

　正確には襲ったように見えるよう捏ねつ造ぞうした動画な。その言い方だと、俺が本当にお前みたいな胸なし幼女を襲ったみたいに聞こえるだろ。

「だったらその動画も、ケータイを奪って消すっつーの」

「あの動画はすでにメールで、あたしのパソコンに送ったわ。あたしの自宅にでも来ない限り消去は不可能というわけね」

　……嫌いやな予感がしてきた。

「あなたが無理矢理自宅に連絡するっていうなら、あたしはあなたに襲われたってパパに言うわ。……あなた、パパに殺されるわよ」

　殺される、ねえ。まったくそんなことあり得えない。いい大人がこんな子供騙だまし動画に引っかかるわけ──

　──いやでも待てよ？　万一アリスの言い分が正しかったら？　なんたってドＳアリスと血が繋つながっている父親だぞ？　殺されるって言葉にも異様にリアリティがあるような……。むしろ殺される想像しかできないような……。しかも金の力ですべてをうやむやにできるような……。

　ガクガクブルブル。

「あなたはもう、あたしのしょーげんなしには今の状況を打開できないのよ。だって、すでに一日家に泊めてしまったのは事実だもの。あなたはあたしの言うことを聞かないと、パパによってコンクリ詰め、東京湾の海の底。ま、よくて鉄てつ格ごう子しにゴーじゃないの？」

　こ、こいつ、相変わらず自分の社会的立場をうまく脅きよう迫はくに利用しやがる……！

　幼女とは思えない狡こう猾かつさ！

「い、一時退避だ！　作戦を練ってくる」

「なによ作戦って？　よく分からないけど、あなたのことだから戦死するんでしょうね」

　口の減らない奴やつだな！
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「という状況なんですが、どうすればいいでしょうか？」

　俺はコンビニで待機していたリョウの所に、作戦会議をするため戻ってきた。そのとき『ロリンちゃんの萌もえるウィトゲンシュタイン』なんて本をまた読んでいたけれど、絶対そのことには触ふれない！

　リョウは、俺に返答する前に、ケータイの画面を見て、どういうわけか顔を強こわばらせる。

「どうした？　メールで親から呼び出されでもしたか？」

「いや……」

　言葉を濁にごす。

「……少し聞きたいのだが、寿とし也やは黛まゆずみと仲がいいのか？」

　チョコちゃんのことだよな？　どうしてリョウからチョコちゃんの名前が？

　でも、ケータイの画面を見つめて言ってるってことは……？

「まさかそれ、チョコちゃんからのメール？」

　リョウって、チョコちゃんと仲良いのか？　俺もしてないのにメアド交換してるのか？　やっぱりリョウがイケメンだからか？　イケメンだからなのか⁉　結局イケメンがあの柔らかそうな巨大なチョコマシュマロをその手にできてしまうのか許せない‼

「チョコちゃんとは誰だ？　黛のことか？」

「ん？」その愛称を知らないってことは仲がいいってわけでもないのか？「そう、黛千ち代よ子こ。愛称チョコちゃん」

「なるほど、そんな愛称を使ってるということは、寿也との仲はいいようだな」

　いいえ、ロリコンだと思われ嫌われています。はあ……。

「確かに溜ため息いきを吐ついたのは黛のせいだが、メールアドレスを交換しているわけではない。見ていたのは黛がやっているらしいTwitterだ。黛は孤立している節ふしがあるから、クラス委員長という立場上、気にかけなければいけないと思い、以前話しかけたのだが……逃げられた。メールアドレスどころか、挨あい拶さつさえしてくれない。俺は黛に嫌われているのか？」

　……確かに男子から話しかけられたら、目も合わせずに逃げそうだ。

　ま、俺には駆かけ寄ってきましたけどね！　ふははははははは……はぁ……なのにアリスのせいであんなことに……。……本当にあいつ、誤解を解いてくれるんだろうな？

「ん？　じゃあどうやってTwitterのユーザー名を？」

「それでもめげずに挨拶を続けていたら、震えた声で唐とう突とつにユーザー名を言ってきた。まるでキャッシュカードの暗証番号を無理に聞き出したような心境だ。どうも黛は挨拶を拷ごう問もんと勘違いしているらしい」

　チョコちゃん想像以上に酷ひどいな……。

「仕方なく見ているのだが、ツイート数が多すぎて、げんなりする」

　あー、依存症みたいだからな……。

「しかもTwitterだと性格が違いすぎる。ツイートだけを見ると、まるで黛はクラスの中心人物であるかのようだ。典型的なネット弁べん慶けいだな」

　まあ、それっぽい……。

「そのくせ後ろ向きなところは隠せていない」

　チョコちゃん……。

「そろそろ委員長として気にかけるのを放棄しても許されるだろうか……」

　チョ、チョコちゃん、しっかりしようよ！

「それで本題なのだが、最近のツイート内容が心配なのだ。それがどうも内容を見る限り、寿とし也やについて指しているように見えるのだ」

「え？」

　俺のことについて書いてある。ま、まさか本当に『岩いわ下したさんロリコンなう』って書かれたのか！

「な、内容は？」

「要約すると、どうも自分の誤解で、寿也を傷付けることを言ってしまったと、ただでさえ愚おろかしい自分が他人に影響を与えるだけでもおこがましいのに、傷付けるような真ま似ねをしてしまったからわたしは地獄の業火に焼かれるべきでさっさと灰になりたいと、そんな内容だ」

　あ、誤解だって分かってもらえてたんだ。よかった。もしかして俺が知らぬ間にアリスが誤解を解いてくれた……ことはないな。俺でさえ連絡先知らないんだし。

　にしても、罪の意識強すぎるだろ……。チョコちゃんらしいけど。

　今度会ったときに、全然気にしてないって言わないとな。

「チョコちゃんのことは後でなんとかするとして、アリス解放作戦は今後どうした方がいいかな？」

「ふむ……。そうだな、主導権を握られてしまっている以上、向こうから歩み寄ってもらうしかなかろう。寿也がアリスに気に入られるようすべきではないか？」

「あいつに気に入られるとか至難の業わざだぞ……」

　気に入られようとまたウインクしたら、アリスに猥わい褻せつ物ぶつ陳列罪とか言われて訴えられ裁判になりそうだ。……って誰の顔が猥褻物だよ失礼なっ！

「気に入られるのが難しいか……。果たしてそうだろうか？　家出をしてくるぐらいだ、内心寂さびしく、理解者が欲しいと思っているのではないか？」

「……そうか？」

　俺はふと、家に上げたばかりのときに、アリスが発言したことを思い出す。




『大人なんてみんなそうよ。子供の意見なんて聞いてくれない。そんなの無視してるのと同じよ。あたしに消えろって言ってるのと同じ……』




　……確かにそういうところもあるかもしれない。

「でも俺、めちゃくちゃ嫌われてるしな」

「すでに相当気に入られているように見えるが？」

　めずらしくリョウがとんでもなく的まと外はずれなことを言う。

「どこがだよ。気に入ってる相手にあんな毒を吐くわけがないだろ」

　俺のリアクションに、リョウはどういうわけか微ほほ笑えましそうに口の端を上げる。

「なんだその笑えみは？　普段はリョウのご尊顔に思わずうっとりしているこの俺も、若じやつ干かん不ふ愉ゆ快かいな面つらだぞ」

「いやいや、当事者だと意外と分からないものなのか、と思っただけだ」

　なにを言ってるんだリョウは？

　リョウは微笑んだまま続ける。

「だが、少なくとも、近づくことさえ警戒されている俺よりは、適任だろう？」

「そりゃそうだけどさ。……まあいいや。具体的にどんなことをしたらいいと思う？」

「彼女の性格と、今までの言動から、間違いなく好まれるであろう行動は分かるぞ」

「おお、教えてくれ」

　リョウは大まじめな口調で言う。




「馬になり続けろ」




　どうやらリョウはおかしくなってしまったようだ。

　……ええと、ロリンちゃんによって、精神が毒されてしまったのかな？

「却下」

「ふむ。有効的だと思うのだが……退しりぞけた理由を聞かせてもらおう」

「いやいや俺パクメンだし！　高校生らしからぬ厳格さを持つ俺に馬になる行為なんて不ふ釣つり合いに決ま──なんだよリョウ。なんでそんな哀あい愁しゆう漂った遠い目で俺を見る？」

「すまん。俺でも感情を隠しきれないときがある」

　どういう意味でしょうか？　なぜ感情を隠す必要が？

　薄々思っていたのだが、もしやリョウ、態度が冷静すぎて分かりにくいが、俺をからかって楽しんでいるんじゃないだろうな？
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『ＭＩＳＳＩＯＮ２、敵（アリス）に取り入れ』

　外来種アリスを元の住すみ処かに帰すにあたって、我々が次に立てた作戦は、襲来者と表面的に和解することであった。

　現在はこの地を荒らし、居座ることをよしとしているアリスも、結局のところ元の住処が居心地のいい場所であり、本心では戻りたいのではないか、というのが我々の判断だ。

　私の話に聞く耳を持ってくれさえすれば、そのことを理解させることができる。そうすれば、私とアリスの利点は一致する。

　問題はその『聞く耳を持たせること』にある。そのためには、私はあの悪魔に取り入り、一時的にでも信頼を得なければいけない。

　現作戦を実行に移すにあたり、私は作戦遂行の目安となるようアリス好感度メーターを設置した。現在の好感度の数値は、アリスの携帯電話を奪おうとしたこともあり、40から10へと下がった。好感度メーターが100を超えれば作戦が遂行できる。

　私はまた、かつての聖地であり、今は戦場であるその地に帰ってきた。
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　アリスのご機き嫌げん取りのために、コンビニで一番安かったアイス、ガリ（レオ）ガリ（レイ）君を買った俺だが、よくよく考えたらどうしてこんなまどろっこしいことをしてるんだろうと思わないでもない。

　──アリスを家に帰す。

　どうしてそのためにアイスを買っているんだ俺は？　遠回りすぎないか？　ちゃちゃっと解決できないもんかね……。

　まあいい。俺も納得してこのミッションに望んでいるんだ。今はアリスに気に入られることに専念しよう。作戦通りいけば、状況を打開できるはずだ。

　ちなみにこれ以上リョウを引っ張り回すのは悪いので、家に帰ってもらうことにした。遠えん慮りよなく連絡してくれと言われたけれど、このままだと好意に甘えすぎてしまうので、できるだけ頼るのはやめよう。

　俺は部屋のドアノブに手を伸ばす。

「…………ヤ……わね」

「ん？」

　アリスの声だ。

　折おり手で荘はおんぼろだから、部屋の中から声が漏もれ聞こえてくるのは別に不思議じゃない。引っ越してきたばかりのとき、上の住人が掃除機をかける音で思わず目を覚ました経験があるぐらいだ。

　でも、俺がここにいる以上、中には誰もいないはずだ。アリスは誰と会話しているんだ？

「ふんっ、なによヤコちゃんってば、気に入らないわね」

　ヤコちゃん？　アリスの奴やつ、友達と電話でもしているのか？

「もっとコウタローを大切にしなさいよ、ヤコちゃん……いいえ、もうあなたなんて都みやこと呼び捨てにすることわ」

　コウタロー？　男か？　ヤコちゃんの恋人か？　アリスは恋人を大切にしない都ちゃんに説教しているのか？　９歳児だろうがお前は。

「あたしの方が……コウタローのこと好きなのに」

　おいおいマジかよ。

「あたしの方が絶対コウタローを大切にできる。幸せにできる。都みやこはコウタローの思いやりにも気付かずいい気なものね！」

　ま、まさかあの歳としで三角関係だと！　マセガキだとは思ったがそこまでとは！

「はあ……。愛いとおしいわコウタロー……。欲しい。あなたが欲しい。あたしのものにしたい。あたしが飼いたい。餌えさを与えたい」

　自分が飼いたいというあたり、やはりアリスだな！

　それにしても……なんというドロドロとした人間関係なんだ……。最近の子供はこんなに進んでいるのか？　これが現在の小学生の日常なのか？　俺なんて他人のリコーダーでも平然と気にせず吹けちゃう菜な々な子こちゃんと、ボーリングでハイタッチした感覚を、いつまでも大切な思い出にして抱かかえ込んでいるというのに！　許せん！

「なんて不潔！　もうお前は不潔の国のアリスだ！」

　憤いきどおってただちに部屋に乗り込み、勢いよくふすまを開ける。

「ひゃ！」

　かわいらしい悲鳴を上げるアリス。

　焦あせって赤面しているアリスの手には、通話中のはずの電話は握られていない。その手にあるのはもう見慣れたブービットだけ。

「あれ？」

　もちろんアリス以外の人間が、部屋にいるわけでもない。

　じゃあアリスは誰と話していたんだ？　都ちゃんはいずこに？

　と、すぐに俺はテレビから音声が聞こえてくることに気付く。

『うふふ。コウタロー、そんなにコオロギっておいしい？』

　なんだこのグロテスクな会話は！　恋人への虐ぎやく待たいが繰り広げられる残ざん酷こくドラマか！　と思いつつテレビに目を向けると、画面にはいかにも子供向けな絵柄のアニメが映っていた。小学生ぐらいの赤い髪の女の子が、だいぶデフォルメされてかわいらしいヤモリらしき生き物に向かって話しかけている。

「…………ええと」

　たぶんだが、

『赤い髪の女の子＝ヤコちゃんこと都ちゃん』で、

『ヤモリっぽい生き物＝コウタロー』だよな？

　ということは、アリスはアニメを見ていて、テレビに向かって話しかけていたと──

「…………」

　アリスを見る。

「～～～～～～～っ‼」

　顔真っ赤。

「ち、違うわよ。別にたまたまつけただけで、こんな子供向けアニメに興味ないんだから！」

　まだなにも言ってないんだが。

「け、消すわ。ふんっ！　全然興味ない。コウタローのコオロギをぺろりと食べる仕草になんて、ちっともキュンキュンしてないわよ！」

　コオロギを食べる仕草にときめいてるってどういうことなの？　昆虫を食べる姿を自分の本質と重ね合わせてるの？　ていうかなんなの、この子供向けのはずなのにシュールなアニメ。ペットのチョイスが明らかに間違えてるだろ。犬とか猫ねこでいいだろ。

「家だとテレビはほとんど見られないから、珍しくてつけてただけなのよ！」

「テレビが見られない？　毎週見てるわけじゃねえの？」

「そうよ！　パパがあまりテレビをよく思ってないから。……だ、だから別にコウタロー自体にそんな興味があるってわけじゃないんだから！　ま、まあ……ほんのちょっびっとだけ、おもしろいって思ったのは認めてあげてもいいけど！」

　じゃあ、こんなに気に入っていても、家に帰ったら見られないってことか？

「消すわ！　消しちゃうわよ！　本当よ！」とか言っているアリスは、言葉とは裏腹に、なかなかテレビを消さない。アリスのリモコンを持つ手が震えている。どうやら本心は見たくてしょうがないらしい。

　仕方ないなあ……。

「……あー、なんかそれ、おもしろそうだからつけといてくれないか？」

「え？」

　目を丸くするアリス。

「だから消さなくていいって言ってる。あと買ってきたガリ（レオ）ガリ（レイ）君もあげよう」

　アリスは無言のまま受け取る。

「お礼は？」

「あ、ありがと」

　お、不意を突かれてるせいか素直だ。

　アリスはガリガリ君の袋を開けると、アイスをくわえ始める。パンと違ってそのまま渡しても文句は言わないところを見ると、高級品とはほど遠いガリガリ君といえど、好物のアイスならそれでもオッケーらしい。

　餌え付づけ成功。

　──ふふ。

　そう、つまりそういうことだ。アニメのことを冷やかさなかったのは、単にアリスを喜ばせるためじゃない！　これもまた作戦なのだ！

　俺の今の目的は、アリスに取り入ること。

　だったら、こんな好感度爆上げイベントを見逃すわけにはいかないじゃないか！

「嫌いやじゃなければ見ようぜ」

「しょ、しょうがないわねえ。あたしは全然まったく興味はないのだけど、あなたがそこまで言うなら付き合ってあげるわ」

「…………」

　生意気だからいじわるしよう。

「別に無理に見なくてもいいぜ。よし消そう」

　リモコンを手に取る。

「わわ、バカバカ消さないでやめて！　コウタロー消したら同時にあなたを社会的に消すわよ！」

　素直じゃない奴やつだな。

　でもこれ以上いじわるをしたら、せっかくの好感度爆上げイベントを無む駄だにしてしまうので、大人しくリモコンを置こう。今はコウタローがケージから脱走して、ヤモリ仲間（？）に会いに行くシーンのようだ。

　アリスはすっかり熱中して見入っている。

　仕方ない、俺もこのアニメに付き合ってやるか。
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『はいずるコウタロー』は、ペットのチョイスが微び妙みようなことを除けば、思いの外おもしろいアニメだった。

　コウタローは、桜さくらヶが丘おか都みやこちゃんに飼われているオレンジ色のヤモリだ。見たところ人間並みの知性があるのだが、どういうわけか（設定の説明が本編になかった）人間の前では、普通のヤモリのように過ごしている。

　都ちゃんが学校に行っている間だけ、家の外へと抜け出すコウタローには、たくさんの友達がいる。都ちゃんのクラスメイトの（好き合ってる感じの）男の子、悟さとるくんが飼っている白いヤモリ、ティナちゃんとは恋人同士のようだ（明言はされてない）。ヤモリのくせに俺よりよっぽど人間関係が充実している。調子に乗るなよヤモリ。

　今回の話では、都ちゃんの友達である大人しい女の子、真ま奈な香かちゃんの転校が決まってしまう。真奈香ちゃんはコウタローの友達であるキザなヤモリ、ガブリエルを飼っている。当然ガブリエルも引っ越し、この街からいなくなってしまうことになる。

　仲間と別れまいと、引っ越しを阻そ止ししようとするコウタローたち。真ま奈な香かちゃんちに侵入し、色々と工作するも結局転校は止められない。失敗し、落ち込むコウタローたちの前に、さらなる困難が立ちふさがる。転校のことを隠していたことで、都みやこちゃんと真奈香ちゃんとの間ですれ違いがあり、ケンカをしてしまっていたのだ。キザでプライドが高いが、飼い主の真奈香ちゃんのことを誰よりも思っているガブリエルは、「このままじゃケンカしたまま二人は別れてしまう。お願いだからみんなの力で仲直りさせてくれ」と頼み込む。弱みを見せたくないがために、自分がこの街を離れることすら「どうでもいいことだ」と言い放っていたガブリエルが頭を下げたことに、コウタローたちは驚き、そしてその気持ちに応えようと再び動き出す。

　コウタローたちの行動は実を結び、都ちゃんは仲直りをする決意をする。都ちゃんは篭かごに入れたコウタローと連れだって真奈香ちゃんちへ向かう。走る都ちゃん。なんとか間に合い、今まさに車に乗り込もうとしていた真奈香ちゃんを引き留める。

　二人が仲直りし、別れを惜おしんでいる間、コウタローは車の座席の上で篭に入れられているガブリエルを見る。コウタローたちも本当は別れの言葉をかけたい。でも、飼い主たちの手前、普通のヤモリのふりをしなければいけない。二匹は、声をかけるどころかなにもできない。泣くこともできない。他の仲間たちは、屋根の上でガブリエルとの別れに号ごう泣きゆうしている。ガブリエルとの回想シーンが流れる。プライドの高いガブリエルとコウタローはそりが合わず、ケンカも多かった。でもお互いが本当に困っていると、いつも手を差し伸べ合った。ガブリエルが飼い主の真奈香ちゃんへ抱いだいている愛情を、コウタローは尊敬していた。

　真奈香ちゃんが母親に急せかされて車に乗り込んだ。もうお別れだと言わんばかりに、ガブリエルは見つめ合っていた視線を逸そらした。コウタローは都ちゃん、真奈香ちゃん、他のヤモリたちの泣き声を聞きながら、必死に普通のヤモリであり続けようとする。

　無表情でいようとする。

　離れていく真奈香ちゃんとガブリエルを乗せた自動車。都ちゃんは車が見えなくなってもずっと手を振り続ける。涙を拭ぬぐった都ちゃんは、篭を覗のぞき込んで言う。

「あれ？　コウタロー、顔が濡ぬれてるよ？　ガブリエルとの別れがつらくて泣いてたりして。あはは、なーんて、ヤモリが泣くわけないよね」

　しばらくして、都ちゃんに手紙が届く。真奈香ちゃんからの手紙には写真が入っている。コウタローも写真を覗き込む。新居で新しい学校の友達と仲良さそうに笑っている写真。その後ろには、イチャイチャしているつがいのヤモリがいる。







『はいずるコウタロー』の妙みように儚はかなげなＥＤ曲が終わる。（歌詞を聴く限り、他の女に恋人を奪われた女の歌なんだが、これは子供向けアニメとしていいのだろうか？　色々シュールすぎるぞコウタロー）

「…………」

　ＥＤが終わり、なぜか唐とう突とつにヤモリの飼い方講座が始まっても、真剣にテレビを見つめ続けるアリス。

　……こいつ、はまりすぎだろ。コウタローとガブリエルが、普通のヤモリのふりをし続けなければいけないシーンには、俺もちょっと引き込まれたけどさ。

「…………欲しい」

　嫌いやな流れになりそうな気配がするぞ。

「コウタローが欲しい」

「コウタローは存在しません。アニメの中の生き物です」

「知ってるわよ！　抱き枕カバーとか買っちゃうクソキモイ人種と一いつ緒しよにしないで！」

　危険な発言をするな！　みんなに愛されるようお前はもっと努力すべき！　リョウが泣いちゃうぞ！

「分かるでしょ？　コウタローのモデルになった爬は虫ちゆう類が欲しいの！　クレステッドゲッコー買ってきなさいよ！」

　クレステッドゲッコー？　なんだそれは？　もしかしてコウタローの種族名か？

　まだ飼い方講座をやっているテレビに目を戻すと、テロップに確かに『クレステッドゲッコーの飼い方』と書いてある。

　コウタローの野郎、ヤモリの分際でそんなカッコイイ名前だったのか生意気な。

「いやいやコウタローはアニメだからかわいいけど、実際のヤモリは結構グロいぜ？　ほらテレビに映ってる本物のヤモリをよく見てみろよ。少なくとも万人がかわいいという生き物ではないぜ？」

「反則的かわいさじゃない」

　そうだな。アリスはブービットを制作してしまうような価値観だったな。

「かわいいにしても『なんたらゲッコー＝コウタロー』という考えはどうだろうか？　俺とお前も同じ人間だけど、ほら、全然違うだろ」

「はあ？　あたしと同じ人種とか思い上がらないでよ。あたしとあなたじゃ、月とすっぽんの排はい泄せつ物ぶつぐらい違うわよ」

「そこまで自じ虐ぎやくしなくていいのに」

「あ・な・た・が排泄物の方よ！　思い上がらないでよ、このすっぽんぽん！」

「余計な『ぽん』を付けると意味が変わってくるだろうが！　服を着ている描写を特に書いてないから、これは記述トリックで、もしかしたら本当に幼女の前で全裸でいたのかなこの変態は？　と、警戒心の強い読者が思ってしまうかもしれない！」

　思わずメタなセリフを言ってしまった。メタなネタはこれくらいにしよう。

「いいからクレステッドゲッコー買ってきて。クレステッドゲッコー！　クレステッドゲッコー！　クレステッドゲッコー用の餌えさと、クレステッドゲッコー用の篭かごと、クレステッドゲッコー買ってきて！」

「お前さては、クレステッドゲッコーって言葉の響きが楽しくなってきただろ！」

　それにしても、ヤモリが欲しいとは、やっぱり嫌いやな流れになったぜ……。

　ヤモリを飼うなんて絶対無理だ。俺にはヤモリがかわいいとは思えない。むしろちょっと気持ち悪い。絶対側そばに置いときたくない。

　でも、うまく言いくるめないと機き嫌げんを損そこねて、また家に帰す目的から遠ざかってしまう。アリス好感度メーターも下がりまくりだ。

　なんとか説得するしかない。

「いいか、アリス、よく聞けよ。コウタローは生き物だ。きちんと育てないと死んでしまう。お前はコウタローを育てられなかったとき、死の責任を負えるのか？」

「大丈夫、ちゃんと世話するわよ！　毎日餌もあげるし、散歩もさせるわ！」

　散歩は必要ないだろ。

　……いやそもそも、もっとおかしいことに気が付いたぞ。

「なんでお前がここに住んでる設定で話を進めてるんだよ。おかしいだろ。動物飼いたい的な会話は親としろよ。仮にコウタローを買ってきても、お前がいなくなったら俺が世話し続けることになるだろ」

「もうあたしの養分になったのに、いつまでそのネタを引っ張るの？　いい加減そのとっくに話が済んだやり取りは飽きたわ」

「勝手に済んだことにするな！　現在進行形の問題だわ！」

「でも確かに二匹もペットを飼うのは大変かもしれないわね……」

　こいつ、俺のセリフを無視した上に、俺をコウタローと同列のペット扱いしやがった……。つうか、お前の方が養ってもらってるんだろうが！　…………って、養ってもないわ‼　危あやうく住まわせてるって認めるところだった危ねー‼

「よし、コウタローを買って、あなたをミカン箱の中に捨てましょう」

「その結論はなにもかもおかしい！」

　分かって言ってるんだろうけどな！
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　やばい、飼えないって主張してるせいで、好感度下がってきてる……。

　ふむう。これは困ったぞ。コウタローを飼えない以上、どうやってもアリスの機嫌を損ねてしまう。いつになったら好感度メーターが100を超えるんだ？　このアリス好感度上げゲーム、難易度が高すぎるぞ。クソゲーか？

　十じゆう文もん字じさんなら、こんな幼女に振り回されずに、ただちに解決しちゃうんだろうなあ……。

　ポスターを見──ようとしたが、壁にはもううっすら汚れた壁紙しかない。そうだ。ポスターはもうすっかり再起不能になって、泣く泣く廃棄したのだった。

　俺はポスターの代わりに、アリスに一度投げ捨てられた、今はテーブルの上に置いたままにしてあった『カリスマパクメン、十文字鉄てつ斗との関かん白ぱく塾じゆくＤＶＤ１（俺の信念編）』のパッケージを見た。

　くそう、俺だって関白塾に参加できていたら、アリスにいいようにされてはいなかっただろうに……。

「…………なに、ハゲを見てるのよ」

　アリスが不ふ愉ゆ快かいそうに、睨にらみ付けてくる。

　今にもジャケットの十文字さんの顔に唾つばを吐きかけそうな勢いだ。
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　うおお、せっかく順調に稼いだアリス好感度が下がっている。アリスは本当に十文字さんが嫌いだよな。

「こんなＤＶＤを見てるから、薄っぺらい人間になるんじゃないの？　人間性と共に頭皮も薄くなるわよ」

　どんだけ失礼なんだよこいつ。だからこれはハゲではなくて坊主だと何度言ったら理解しやがる。

「お前は見もしないでよくもまあそこまで批判できるな。例えば俺がコウタローを見もしないで、『こんな子供向けアニメが好きとか意外とお子ちゃまだな』とか言ったらどうするよ？」

「ロシアンルーレットをやらせるわ。総弾数が六つの回転式拳けん銃じゆうに銃弾を六つ詰めて、順番は一番先ね」

　それはもはやロシアンルーレットじゃなくてただの自殺だ。

「……でもあなたの言うことも一理あるわね。偏見で物を言うのは、愚ぐ者しやのすることだわ。あなたはコウタローをバカにしたりしなかったわね……」

　アリスはＤＶＤのパッケージを苦々しく見ながら言う。

「分かったわ、これを見せなさいよ」

「へ？」

「か、勘違いしないで。別に黙だまってコウタローを見せてくれたことがうれしかったからじゃないんだから！　あたしは、そのＤＶＤがどれだけくだらないものか解説しながら批判してやるのよ！　ほらあたしに反へ吐どを出させるために再生させてみなさいよ！」

　相変わらずこいつは酷ひどいな。

　……でも、毛嫌いしている十じゆう文もん字じさんのＤＶＤなんて、絶対に見たがらないと思っていた。もしかして、俺がアリスのことを理解しようとしているように、こいつはこいつなりに、俺のことを理解しようとしているのかもしれない。

　アリスがこのＤＶＤを見て、俺のように感かん銘めいを受けることはまずないだろうが、ここまで言ってくれたのだ。俺も覚悟を決めよう。

「よし分かった。このＤＶＤのすばらしさをとくと見るがいい！」

　俺は、『カリスマパクメン、十文字鉄てつ斗との関かん白ぱく塾じゆくＤＶＤ１（俺の信念編）』のケースを勢いよく開ける。




「────」

　突然だが、俺の思考は『今起きた事態』を理解するために急激に加速した。

　危機的状況に、俺の脳は性能限界を引き出そうと、ちかりちかりと視界に謎なぞの光の点滅を起こす。一いつ瞬しゆんのうちにあらゆる映像や言語が流れ、俺は必死にその答えを掴つかみ取ろうと、模索する。　

　そして、思い出す。

　そうだ、俺は何十回目かのパクメン塾ＤＶＤの鑑賞を終え、そのすばらしさを再確認した。そして器うつわの大きい男にならなければならないと思った。自分一人だけがよければいいなんていう身勝手な考え方を捨て、自分が社会に対してなにができるかを考えようとした。しかし俺は社会についてあまりにも無知。自分がどんな社会貢こう献けんができるのか知るために、まずは現代社会の闇やみを知らなければならないと思った。俺は自分を奮い立たせ、家庭環境に問題のある若者の、ドキュメンタリーともいえる『この映像』を見ることに決めた。居場所のない若者の心理を学ぶことは、パクメンである俺にとって絶対的に必要なことだ。細部まで見逃してはならないと、高画質のブルーレイディスクにて視聴することにした。間違いなくその視聴は、俺の成長に繋つながったと断言できる。

　おそらくこの視聴した社会派ディスクを、そのまま『カリスマパクメン、十文字鉄斗の関白塾ＤＶＤ１（俺の信念編）』のケースに、間違って入れたのだろう。

　ふふ、なるほど。

　だからケースに入っていたのは、

『家出してきたＦカップ女子校生とマンガ喫茶でキツ満喫』

　のディスクだったのか。
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［GAME OVER］









「────」

　アリスは目と口をこれ以上開かないってぐらいにかっ開いて固まっていた。

「────」

　気まずさで俺が声をかけられないでいると、アリスは無言のまま、なぜか高画質ブルーレイキツマンディスクを手に持ち、すくっと立ち上がる。

　ちゃぶ台を挟はさんで、俺の正面に回り込む。

　アリスにはなんの表情も浮かんでいない。

「……ア、アリス？」

「…………な──」

「な？」

「……な、な、ななな──‼」




「──なんてもん見せんのよこの変態‼」

[image: ]




　キュルルル！

　フリスビーを扱うようにアリスが投げたマンキツディスクが、クリリンの気き円えん斬ざんのごとく鋭するどい回転をしながら、俺のおでこに向かって飛んできた。

　──ガツ！

「い、いて！　俺の頭がすぱっと切れたらどうする！」

「うるさい脳のう髄ずいまちきらして死ねこの変態！　紛まぎれもない変態！　一寸の狂いもなく変態！」

　アリス涙目。

「しょ、しょうがないだろ！　男の一人暮らしだったら、こういうものもあるんだって！　そういうのがない方が不自然なんだって！」

「な、なにを開き直って自己せーとー化してんの最低ね！　まずは反省でしょう！」

　見られた気き恥はずかしさで思わず言い訳してしまったけど、今回ばかりはアリスの言うとおりだ……。

　アリス、ちょっとかわいそうだし。

「す、すまん」

　にしても、アリスがこんなにダメージを受けるとは……。ディスクの表面に、裸の女の人が映ってるわけじゃないぞ。女子校生風の２０はたち越えのお姉さんが制服コスプレをしてるだけだぞ。そういうものであることだけでここまで耐えられないとは、普段の言動の割に意外とウブだな、アリス。

「反省してるなら、反省を示すために死になさいよ！　自殺しなさいよ！　本気で死ね！　死ね死ね死ね‼」

　涙目アリスはＤＶＤのケースやら、リモコンやら、目覚まし時計やらを投げてくる。

「や、やめろ！　痛いって！　悪かったから！　うわ、炊飯器は本気で投げるのやめて！　当たったらシャレにならないし、炊飯器が壊れたら飯めしが食えなくなる！」

「あ……‼　ま、まさかコウタローを見せてくれたのも、このための伏ふく線せんなの！」

　アリスは意味不明なことを口走りながら炊飯器を手から滑すべり落とし（だ、大丈夫かな俺の明日からの飯）、がたがたと本気で震える。

「……ええと、伏線って？」

「あ、あたし、見もしないで批判するなって意見に同意してしまったわ……。あたしにそう言わせるための、コウタロー視聴許可だったのね！」

「ちっとも意味が分からん」

「しらばっくれないでこの高画質変態！　すべてこのアダルティな変態映像をあたしに見せるための策略だったんでしょう！　『偏見で物を言うのは愚ぐ者しやのすることじゃなかったのか？』と、あたしの言葉尻じりを突いて追いつめ、変態映像を無理矢理見せるつもりね！　あたしが怯おびえる表情を見て悦えつに浸ひたるド変態どどーてー！」

　お前の被害妄もう想そう力は本当にすげえな！

「変態行為をすることにかけてなんて計画的なの！　変態行為をするためなら天才的で緻ち密みつな伏ふく線せんを立てる男！　それがあなた！」

　すごいレッテルを貼はられた！

　すべて計算どおりでこの流れを作ったんなら、確かに俺はすげえわ！

　あり得ないけど！

「よく考えたらタイトルも、『家出してきたなんたら』じゃないのよ！　危険すぎる！」

「ち、違う。ぶっちゃけると家出とか本当はどうでもよくて、Ｆカップ女子校生という言葉の響きに──」

　社会派ディスクうんたらの脳内言い訳をすべて台無しにする反論をまったく聞かずに、興奮したアリスはキッチンに逃げ込む。そこからまた俺に物を投げつける。オタマ、まな板、サランラップ……うお、このままじゃまずい！

　案の定、アリスはキッチンの収納を開け──

　ステンレスの光まぶしい、包丁を取り出した。

「や、やめろ包丁は死ぬ！　マジで死ぬ！　事件になる！　落ち着け！　それだけはやめろ！」

　俺の説得の必死さが通じたのか、興奮しているアリスは、すんでの所で包丁を引っ込める。

　ほっ……と油断したのが運の尽つき。一いつ瞬しゆん目を逸そらした俺の口の中に、アリスが投げたであろうなにかが入った。

「うえっ！　に、苦っ……」

　ペッと吐き出す。

「な、なんだこれ？」

　……このクリーム色の物体は……？　クッキー？

「ア、アリス、お前、なにを投げた！」

「床に置いてあったよく分からないゴミよ！」

　床に置いてあった？　キッチンの？

　もしやこれって──

　ホウ酸団子？

「う、おえ……」

　強きよう烈れつな吐き気が……。

「……はあはあはあ……。ふう、動き回ったおかげか冷静になってきたわ。変態ディスクに思わず動どう揺ようしてしまって混乱したけれど、よくよく考えたら、変態のあなたといえどここまでの変態行為はしないわね。それに動物であるあなたが、こんな計画的行動もできるわけないし」

　気付くのが……おせ……え。

　バタン。

「仕方ないから事故だったと認めてあげても──え？　ちょ、ちょっとあなた？　ど、どうしたの？」

　床に倒れ伏す俺。

「きゅ、救急車……」

「…………？？」

　どうやらアリスは自分が起こした事態が分かってないらしい。もしかしたら小学生のこいつは、ホウ酸団子の存在を知らないのかもしれない。

　まあ、そんなの今はどうでもいい！

「は、早く……きゅ、救急車を…………」

　倒れ伏して自分へと手を伸ばす俺を、上から見下ろすアリス。

　ピクピクしている俺を、なぜかアリスは動かずに、じっと眺ながめている。

「…………」

　そして無言でアリスは俺の頭を踏ふむ。

「…………うふ」

　口を歪ゆがませる。

「……お、おま……まさか……」

　この状況でドＳを発動させてんじゃないだろな！　冗談にならない状況だってって分かれ！こら、息を荒くするな！　足の裏で俺の頭をグリグリするな！　パンツ見えてんぞ！

　でももちろん、叫さけぶ元気などなく、俺は床に突っ伏すだけ。

「うぷぷ！　ああそうだわ。ねえねえコウタロー買ってくれないかしら？」

　しかもこの状況で交渉だと！

　選択の余地まったくねえじゃねえか！

「……か、買って、やるから、救急車……」

　欲しくもないペットの世話をし続けることを約束した俺は、これ以上ない屈くつ辱じよく感に襲われていた。また俺はこんな幼女の思うがままに……。俺、パクメンなのに。

　この屈辱……！　いっそ死にたい。

　……嘘うそです嘘です生きたいですアリス様助けて！　救急車呼んで！

「アイスも買って。サーティワンワンのアイスね」

　まだ足りないというのか！　俺のプライドをこれだけ踏みにじってもまだ足りないってか！

　ふざけやがって調子に乗るなよアリス──でも生きたいです！　アリス様なんでもするので助けてください！

「…………買ってやるから、早く……救急車を呼んでくれえ！」

　必死の訴えに、ようやくアリスは足をどかした。

　どこかに連絡をし始めたようたが、俺の意識はここまでで途切れた。




『Mission Failed』




　はいずる寿とし也や、アリス解放作戦任務遂行ならず、団子パーティーにて戦死は免まぬがれるもマジ病院送り。
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「ごめんなさい。わたし、岩いわ下したさんのことを誤解して酷ひどいことを言ってしまいました。どう謝罪をしていいのか……うう……ごめんなさいごめんな──え？　許してくれる？　そ、そんな、こんな罪深いわたしを、なんの見返りもなく許してくれるんですか！　そんな器うつわの大きい人なんているはずがないです！　そんな人がいるとしたら十じゆう文もん字じ鉄てつ斗とさん並みのパクメンしか……はっ！　まさか岩下さんは、カリスマに匹敵するほどのパクメンだってこと？　パクメンそのものだってこと？　ああん、ステキ！　抱いて！　このチョコマシュマロを好きにして！」

　と言ってベッドで服を脱ぎだしたチョコちゃんは、ホウ酸団子によって気を失っていた間に見た幻覚だった。

　現実の俺はというと、そのときは胃洗浄をしていたらしい。胃に管くだを通されている間だけエデンの園に行けるのだとすれば、俺は毎日胃洗浄をしよう。ビバ胃洗浄。

　ちなみに俺を病院送りにしたアリスは「救急車の中でもおえおえ言いながら、なぜかにやついてて、気持ち悪いとしか言えなかったわ。車内にいた人間全員、生理的嫌けん悪お感という共通の感情で一つになれた気がするわ。一体感ってああいう状態を言うのね」なんて言っていた。気持ちが一つになれるとか、俺の緊急搬はん送そうは日本代表のサッカーの試合かよ。




　まあしかし、淫いん夢むから覚めた俺を待っていた現実も、幻覚ほどではなくてもそんな悪くなかった。




　治療後、すぐ動き回れるほどに回復をした俺だが、医者の勧すすめによって、大事を取って病院に一泊することになった。医者に勧められたら仕方ないと、ベッドで横になっていた俺の元に、あのお方がやってきたのだ。もちろんあのお方とは、淫夢の中でのお相手だったあの人だ。

「うう……岩下さん……！」

　病室に現れたチョコちゃんは、なぜか初めから半泣きだった。チョコちゃん理論では、ホウ酸団子を俺が食べてしまったのは、自分の謝罪が遅れたせいらしい。自分のせいなのに、「あなたが変態のせいでしょ？　身から出たサビよ」と言い放ったアリスと、足して二つで割るとちょうどいい。

　とにかく、自分に非があると思っているチョコちゃんは、なんとか俺の許しを請こおうとした。許してもらえるためならなんでもする、とまで言ってくれた。

　なんでも、だぜ？

　おいおいどうなっちゃうの俺？　大人の階段を三段飛ばしぐらいで上っちゃうの？　淫夢が正夢になっちゃうの？

　というわけで──




「えへへ、アイス、おいしいです」




　俺たちは現在、デパートにてデート中なのである！

　地下一階のアイスクリーム店、サーティワンワンの座席にて、俺たちは向かい合って座っていた。

　今日のチョコちゃんの格好は、清せい楚そな水色のワンピースに白いニーソックス。ただでさえ男子誰もが好感を持つであろうファッションなのに、（見た目）大和やまと撫なでし子こな彼女が着ることで、その威力はすごいことになってる。

　それだけでも魅了されてるってのに、チョコちゃんは、おいしそう、というよりうれしそうに、アイスを口に運んでいて、それが本当に愛いとおしい。口が三日月の形になっていているのを見ると、それだけでこちらも釣られて微ほほ笑えんでしまうほどの魅力だ。

　はあ、チョコちゃんは本当、（根暗）かわいいなあ。

　淫いん夢むの実現はどうした？　という童貞の遠とお吠ぼえが聞こえる気がするが、ふう、童貞どもはすぐに焦あせる。そんなことだから童貞なんだ。きちんと一歩一歩段階を踏ふんでだな、肉体だけでない精神の結びつきをまずは形成してから──

「なにをニヤニヤしてるのよどーてー」

「どどど、童貞じゃありません！　だ、だから度胸がなかっただけなんてこともありません！」

　っていうか、チョコちゃんの前でなんてことを！　余裕のある男を演出できないだろ！　……まあ、初めからできてないけど！

「は？　度胸？　なにに対する言い訳よ？」

　俺の横に座るアリスが、ストロベリーチーズケーキだとかいう名前のフレーバーのアイスを呆あきれながら舐なめる。一口舐める度に、不ふ機き嫌げんそうな面つらを、いちいちだらしなくほころばせている。忙しい奴やつ……。

　ちなみに出かけてるにも関わらず、アリスのお腹にはいつもの人形、ブービットがいる。本当に肌身離さず持ち歩いているらしい。

　にしても、こいつがいなければ、本当にデートっぽいのに……。

「ちなみに岩いわ下した寿とし也やはどーてーではあるけど、ロリコンではないわ！」

　──ガン！

　テーブルに頭をぶつける。

　いきなりなにを言い出したんだこいつ！

　文句を言おうとしたら、なぜかアリスは誇ほこらしげに俺にウインクしてきた。

　…………あ、まさかこいつ、今更チョコちゃんの誤解を解こうとしたのか？　会って初日に約束してくれたことを果たそうと？　そりゃありがたいけどもう無意味だろ！　察しろよ！　なんだよそのドヤ顔！　お前がやったのは俺の童貞を暴ばく露ろしたことだけだぞ！

　まあしかし、アリスがここにいるのは当然だ。なんでもする、というチョコちゃんの言葉に、「じゃ、じゃあ、ア、アリスと買い物の予定があるから、い、一いつ緒しよに行くなんてどうかな？　それで許しちゃうかなーあははーなーんて……いやなら、いいんだけど……」と答えたのだから、アリスがいなけりゃ成立しない。

　……だ、誰だ情けないって言った奴やつは！　二人っきりで出かけようだなんて言えるわけがないだろ！　アリスとコウタローを買うついでって名目で誘うのが限界だろ！　そうだろ童貞諸君！

「それにミルクタンク。あなたはなにアイス程度で喜んでいるのよ？」

　いや、お前も十分にアイス程度で喜んでるぞ。アイスを口に入れる度にだらしない顔してるし。

「ご、ごめんなさい。……あのでも、ミルクタンクってどういう意味かな？」

「胸が大きいって意味に決まってるでしょ！　……う！　さりげないゆーどう尋問で褒ほめ言葉を言わされたわ……！　屈くつ辱じよく！　ううう……ちょっと大きいからってゆーえつ感に浸ひたりやがってえ」

　自爆してるだけだろ。

「それにあなた、ちゃんとあたしに敬語を使いなさいよ！　ちょっと生まれたのが早いだけで偉いつもり！　女王気取りの庶しよ民みんが！」

　女王気取りなのはお前だお前。ちょっと家が金持ちだから偉いつもりかよ。

「ご、ごめんなさいアリスちゃん。調子に乗らないよう気を付けます」

「いやこいつの言うことなんて無視していいから。それにチョコちゃんは、これ以上謙けん虚きよにならないでください」

　そのうち呼吸をするのもおこがましいとか言い出しそうだ。

「なによあなた、どっちの味方なの！」

　チョコちゃんに決まってるんだが。むしろなんでお前の味方だと思っているのかを問いつめたい。

「そうです！　なんでわたしみたいな産業廃棄物の味方をしているんですか！」

　えー！

　チョコちゃんは自分の味方をしてくれよ！

　ほらみろ、アリスが思わぬ横よこ槍やりに戸惑って、アイスを食べようとして舌を出したそのまま固まってるぞ。

「おかげでアリスちゃんが嫉しつ妬としてます」

　そして急になにを言い出したの、チョコちゃん？

「──な！」

　固まっていたアリスが、テーブルをバンッと強く叩たたいて、立ち上がる。

「あ、あたしは岩いわ下した寿とし也やなんてどうでもいいのよ！」

「ひっ！　そんな大声出さなくても……。だ、だってアリスちゃん、病室で岩下さんから離れなかったじゃないですか」

「うぐ」

　アリスといえど、自分のせいで気絶させた相手がどうなるかは気になるだろ。

　まあ……確かに必要以上にくっついていたような気がするが。

「うう……ミルクタンクめえ……」

　心配しているように見られたら、アリスの性格的に恥はずかしいだろうな。

「……？　なんでアリスちゃんは、顔を真っ赤にしてるんですか？」

　さすがチョコちゃん……やっぱり空気が読めない。

「ところで岩下さんは、本当にアイス食べなくてよかったんですか？　目の前でおいしそうに食べちゃって、申し訳ないです」

　なんて言っているのを聞くと俺が奢おごったみたいだが、チョコちゃんは自分でお金を出している。もちろん奢ることも考えたのだが、「出そうか？」と尋ねたら、「そんなことされたら申し訳なくて死にます」と言ったからやめた。……いや、死ぬって。

「さっきも言ったけど、まだ食欲はあんまりないし、医者にもあんま食べないように言われてるんだよ」

　言った俺は、アリスをわざとらしく睨にらみ付ける。

「誰かさんのせいでな！」

「誰かさん？　月つき野のつぼみさんのことかしら？」

　Ｆカップ女子校生を演じていた女優の名を口にするな！　後でチョコちゃんがググったらどうする！

「ふん、それにしてもミルクタンク、そのわざとらしい媚こびはやめてもらえる？　なんなのその大げさな笑えみ？　おいしそうに食べてるのが悪いと思うなら、無表情で食べれば？　アイスなんかで無む邪じや気きに喜んじゃうかわいい女アピールはやめなさいよ！　あざとい女ね！」

　アリスの奴やつ、さっきからやられっぱなしだから、反撃に出たな。

　言っとくが、常に人形を離さないお前の方が、ある側面ではあざといぞ。

「あざとい……？　よく分からないけど怒られたなら謝らなきゃごめんなさい……で、でもうれしくて」

「うれしい、ですって？」

「はい、素敵な男性と一いつ緒しよにアイスを食べられる状況がうれしいんです。リア充なう」

「な！」
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　アリスは絶句。

　俺は、赤面。

　中学時代が暗黒だったから比較して言ってるんだろうけど、勘違いしちゃいそうだぜ……。

「ななな、なにを言った側そばからゆーわくしてるのよ！　なんてちじょちじょしい女なの！」

　痴ち女じよ痴女しいって……またお前は新しい言葉を作りやがって。

　それにしてもアリスは意外とチョコちゃんを攻めあぐねているな。チョコちゃんはよい意味でも悪い意味でも天然だからな。

「あ、あなたも簡単にこんな女のさくりゃくに嵌はまらないでくれる！　そんな調子じゃ、この女に版画展に連れていかれて、宝石を買わされ、借金のほしょー人にされ、最終的に内臓を売るはめになるわよ！」

　どんな酷ひどい女だ。

「玉川上水で一いつ緒しよににゅーすい自殺させられるわよ！」

　それはちょっとあり得る。

「わ、わたしアリスちゃんに嫌われてる……」

　そして気にしてるし。

「わたし、初対面の人さえ不ふ愉ゆ快かいにさせる、気持ち悪い顔をしてるのかな？　確かにわたしの顔面偏差値は、自己評価で11だし……」

　自己評価低いな！　あなたクラスメイトにかわいいと噂うわさされてるんですよ！

「あのさ、チョコちゃん。アリスはいつもこんな感じだから、気にしなくていいよ」

「そ、そんな酷ひどい女の子この世にいるわけないじゃないですか。わたしはやっぱり嫌われてます」

　チョコちゃん、自分を責めるために、アリスの存在をなにげに否定したぞ……。

「ぷくく」

　あ、でもアリスの奴やつ、チョコちゃんを攻めることができて満足してやがる。

「ふんっ、自分の醜みにくさを自覚してるならまだマシね。ん？　なにかしらこの臭におい、くさいわ。ああくさいくさい。悪女っぷりがこうも腐ると、こんな臭いを漂わせるのね」

「やっぱりわたし臭うんだ！　香水程度じゃごまかせないんだ！　うわーん」

　お前は臭いを気にして、柑かん橘きつ系の香水を付けてきたチョコちゃんになんてことを！

　にしてもこの二人、合わさるとさらにややこしいな。チョコちゃんがアリスの罵ば声せいをまともに受け取っちゃうからな。ツッコミが間に合わない。まだ体調悪いのにめんどくさい。

　よし、逃げよう。
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　というわけで、俺はトイレに逃げ込んで、用を足した。

　エアータオルで乾かした手をぷらぷらさせながら、トイレを出る。

「あーもう……」

　戻りたくねえ。二人の間に入るのも嫌いやだし、ヤモリを買いに行くのも嫌だ。逃げたい。

　……ああでもチョコちゃんの笑え顔がおは見たい。アイスを一いつ緒しよに食べる程度で喜んでくれるなんてうれしい。もっとあの子をまともにしてあげたい。そうしていずれちょいまともになったチョコちゃんが、自分を正しい方向に導く俺のパクメンっぷりを賞賛し、感謝し、そして淫いん夢むの再現を──

　と。

　──ドン！

「きゃ！」

「お、と」

　妄もう想そうの世界に浸ひたっていたら、前方の女の人とぶつかってしまった。軽く接触した程度だったので、俺は全然平気だったのだが、女の人はバランスを崩して倒れてしまった。

「あ、すいませ──」

　ロングヘアーの女性に視線を向けて、

「ひっ！」

　息を呑のむ。

　なにこの生き物？

　尻しりもちをついて倒れている女性の姿に震える俺。

　なにこの頭？　ハンパなくちっちゃいんだけど、どうなってるの？　携帯電話が自動車電話から徐々に小型化したように、人類の頭部は小型化に成功したの？

　なにこの脚？　ややもすれば細すぎにも見えるが、しっかりと必要箇所に最低限の肉付きを忘れない、この絶ぜつ妙みようなバランス感覚なんなの？　あとこの脚長すぎじゃね？　内臓ちゃんとあるの？

　なにこの肌？　一つ一つの細胞まで粗悪品がないかわざわざチェックしたの？　もしや紫外線を浴びたことがないの？　そもそも俺たちと使ってる素材ちがくね？

　なにこの目？　光の輝きが他の人間と違うんだけど、瞳ひとみの中にＬＥＤでも埋うめ込んだ特殊仕様なの？　眼球の大きさも普通とちがくね？　瞳に映る自分を見て身だしなみが整えられそうなんだけど、もしかして鏡なの？

　なにこの唇くちびる？　このゼリーみたいなみずみずしい唇が、荒れるなんてことあるの？　リップ必要ないよね？　それから下心がなくても、自分の唇が吸い寄せられそうなんだけど、どういうシステムなの？　本当にゼリーだからついつい口に含みたくなるの？

「あうあう……」

　なにこの神の創造物！　恐い！　材料費が明らかに俺と違う！

　し、しまった！　前方不注意で転ばしてしまって俺、賠償金が支払えるだろうか！　絶対これ億行くよ億！　保険なんて入ってないよ！

「あの……驚かれることには慣れていますが、そろそろ起き上がらせてくれません？」

　ひぃ！　声さえまるで天使のさえずり！

　神の創造物を倒してしまったことによって天てん罰ばつが下るのを怯おびえる俺だが、ふと気付く。

「ス、」

　スカートがめくれている‼

　職人が手作業で作ったような黒レースのパンツが見えている‼

　こ、ここで俺がすべきことは……すべきことは…………

「なむなむ」

　拝むことだった。

　いやなんかもう、下心さえ湧わかないよ！　美術品だよこれ！

「その反応はさすがに予想外です」

　涼しい顔してままツッコミを入れられた。

　しかしこの人やけに冷静だな……。ぶつかっても、パンツを見られても全然顔色が変わらないし。あんまり感情を荒らげないタイプなのかな？　まあ、少し垂れぎみのその二重まぶたの目と、ちょっと眠たそうな表情を見る限り、活発なタイプには見えないしな。

　一言で言えば、ザ・深窓のお嬢じよう様。

　きっと口くち癖ぐせは「俗世のことはよく分かりませんの」に違いない。

　彼女はおののいている俺に起き上がらせてもらうことを諦あきらめたのか、自分でゆっくり立ち上がって、軽く自分のスカートの汚れを手で払う。何気ないその仕草さえどこか優ゆう雅がだ。まぶしすぎて、目がシパシパしてしまうぜ……。

　と、そうして目を細めていたら、彼女がじいっと見てきた。

「……ふう、また庶しよ民みんを魅了してしまったようですわね」

　ん？　変わらない涼しげな表情で、おかしなことを言ったような……。

　まあ言葉の選択間違いだろうと観察していると、彼女はブランド物の小さなバッグからマジックを取り出した。

　有無を言わさず、俺のお腹なかに細く白い手を伸ばす。

　冷たい指が、身体からだに触ふれてくる。

「ちょ！」

　な、なに？　ど、どういうこと？

　混乱している俺なんて気にせずに、彼女は服をめくり上げ、インナーに着ていた白のＴシャツにマジックを押し付ける。くすぐったい。

「…………？」

　ええと……もしやサインを書いているのか？

　え？　もしかして有名人？　タレント？　まあこの見た目ならあり得るけど……というか、しっくりくるけど。こんな美少女がそこら辺にうじゃうじゃいるわけがないし。

「終わりましたわ」

　書き終わって、彼女はうんうん頷うなずいて、マジックをバッグにしまう。

　俺は白Ｔシャツに書かれた文字を見る。うん、この記号だかなんだか分からない文字は、やはりサインだ。しかもかなり書き慣れている。

「……なんて書いてあるんですか？」

「まあ」

　今までぶつかっても、パンツを見られても表情を変えなかった彼女が、口を開いて驚きを表す。どうも、当然俺が、自分のことを知っているものだと思っていたらしい。

「白しら波なみ瀬せ恵え瑠るですわ」

　……うーん、名前を聞いても誰か分からん。

　そこまでテレビ見まくってるわけじゃないしな……。でもいきなりサインをするぐらいだから、かなりの有名人のはずだよな。確かに一般人には出せないキラキラオーラを醸かもし出しているし。最近急激に人気が出た新進気き鋭えいの女優か誰かかな？

「すみません、無知で申し訳ないんですが、なにをされてる方で？　女優ですか？」

「学生以外に見えますか？」

「え？」

「え？」

「……え？」

「……え？　あ、高校二年ですわ」

　いや、学年を聞いたわけではない！

「え？　え？　学生をやりつつ芸能活動……とかでもなく」

「アルバイトもしたことありませんわ」

　ということは、つまり……？




　何者でもないだと！




　俺、大混乱！

「じゃあなぜサインを⁉」

「……？　わたくしのサインですよ？」

「え？　でもただの高校生なんですよね？」

「でもわたくしですよ？」

　ええええええええええええええええええええ！

　なんでこの人、有名人でもなんでもないのに自分のサインで俺が喜ぶと思ってるの！　驚きよう愕がくだよ！

「それではわたくしはそろそろ」

　立ち去ろうとする、白しら波なみ瀬せさんを呼び止める。

「いやいやちょっと！　いきなりＴシャツに文字書かれて迷惑なんですけど！　あ……もしや転ばせてしまったから仕返しですか？」

「ファンサービスを仕返しとは酷ひどい言いぐさですね」

　俺がいつファンになったよ！

「よもやわたくしのサインがうれしくないのですか？」

「いくらあなたが超が付く美人だとはいえ、初対面ですよ！　うれしいわけがないでしょ！」

　白波瀬さんは目を丸くさせ、さっき以上の驚きの表情。

「あなた、変わっていますわね」

　お前だよ！

　変わっているのはお前だよ！

「分かりました、物足りないようですね。では……あなたお名前は？」

「岩いわ下した寿とし也やですけど」

「分かりました。憶えさせていただきました、岩下さん」

「あ、はい」

「どうですか？」

　……どうですか、とは？

「わたくしに名前を憶えられて光栄でしょう？　もっと喜んでもいいのですよ？」

　まったくなにを言っているのか分からないのですけど。……光栄？　なにがですか？

「……ふふ、どうもあなたはまだ混乱なさっている。そうですね、深呼吸なさっては？　それから一度気持ちを落ち着け、わたくしの姿をよくご覧になってください」

　腑ふに落ちないが仕方なく言われた通りやってみる。

　深呼吸。

　また白しら波なみ瀬せさんを見る。うん、やっぱりものすごいきれいだ。同じ学校にいたら、入学初日から話題の中心は彼女になるだろう。高たか嶺ねの花中の高嶺の花なので、普通なら話すことさえ緊張するだろう。きっと道を歩けば芸能界へスカウトされたりもするのだろう。それぐらい花がある本物の美人だ。こんな美人を初めて見た。きっと本来は俺とは接点がないような別世界の人間だ。それは認める。認めるが──

「どうです？」

[image: ]

　平然と微笑を浮かべて、言う。

「わたくしは美しいでしょう？」

　舐なめ腐るな！

　なんなのこの人！　それ自分で言う？　事実そうだとしても自分で言う？　しかも自分を美しいと口にすることになんの躊躇ためらいもないよこの顔！　嫌いや味みさえない普通の微ほほ笑えみだもの！

　っていうかはっきり言えばチョコちゃんの方が好みだし！　お前の胸の大きさ、平均より下だし！

「ふふ、帰宅後にわたくしのサインを見て、このわたくしとお話しできたことの喜びを噛かみしめてもよろしいのですよ？　しかもわたくし、あなたの名前を憶えて差し上げました。相互の関係であると錯さつ覚かくすることで、あなたはより興奮なさるでしょう？」

　ほざきやがる！

　お前は自分の名前より、謙けん虚きよという言葉を書き記した方がいいな！　それならいくらでもＴシャツに書いていいぞこのヤロー！

「ああ、なるほど。わたくしともう少し話したいがために、このように引き留めたのですね。安心なさってください。あなたの工作を微ほほ笑えましいものとわたくし思いますわ。しかしこれでも忙しい身ですので、本当にもう行きますね。あなたのような庶しよ民みんとまたお会いできるとは思えませんが、またの機会を楽しみにしていますわ」

　うわー、もう！　こいつ、もう‼

　思わず地じ団だん駄だ。

　ドンドンと床に足を叩たたき付けている俺のことなんてまったく気に留めずに、一度背を向けた白しら波なみ瀬せ恵え瑠るだったが、振り返って俺に付け足す。

「ああ、そうですわ。このサインですが、ネットでアップとかしないでもらえると助かります」

　ぎゃー‼　ぐぎぎぎ、ぎぎゃー‼

　地団駄の速度二倍に。

「しねえよ！　仮にアップしても『こいつ誰だよ』って反応しか来ねえよ！」

　と、ようやく口に出して言い返した俺だが、すでに白波瀬恵瑠はいなかった。

　白い目を向ける他のお客さんしかいなかった。

「…………すみません、お騒さわがせして」

　Ｔシャツに書かれた文字をじっと眺ながめる。

　Ｔシャツをズボンの中に押し込む。

「…………」

　……戻ろう。

　アリスの側そばの方がまだ落ち着く……。
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　サーティワンワンで待っていたアリスたちと合流するやいなや、俺の顔を見たアリスにぎょっとされ「……身内が危き篤とくにでもなったの？」と言われてしまった。あのアリスにさえ心配をされるって、俺、どんだけ疲労しきった顔をしてるんだろう。

　よし、悪い意味で深窓の令れい嬢じようだった奴やつについては忘れよう。どうせもう、俺の世界に関わることもないだろうしな。

　かなり癪しやくだが、本人の言うとおり、あんな美人は別世界の人間だ。今後一切関係ない。だから犬に噛かまれたとでも思おう。

　そう気持ちを切り替えた俺が向かうはデパートの八階。

　目指す店は『lizardM』という、爬は虫ちゆう類専門のペットショップだ。

　なぜデパート内にそんなニッチなペットショップがあるのかは極めて謎なぞだが、あるものはあるのだからしょうがない。

「そういえば、チョコちゃん」

　八階に向かうエスカレーターの上で、俺は後ろにいるチョコちゃんへと振り返る。

「はい？　なんでしょうか？」

「アリスと俺との関係って聞いてる？」

「河かわ内うちさんに、岩いわ下したさんの親しん戚せきの子だと聞いてます。アリスちゃんの両親が旅行中で、その間遊びに来たんですよね」

「え？　……あ、そ、そうそう！　そうなんだよ親戚でね！」

「……？」

　危ねー、事実と違うことに動どう揺ようしてしまった。

　なるほど。リョウはチョコちゃんにアリスのことをそう説明してくれたのか。知らない小学生がいきなり押しかけてきたなんて、あまりに嘘うそっぽいもんな。さすがリョウ、正しい判断だ。

　ちなみにチョコちゃんが俺の病院送りを知ったのも、リョウがTwitterで教えたからだ。あいつには頭が上がらない。今度ロリンちゃん本でも献上しなければ。

　にしても、自分のことを話されてるってのに、アリスが珍しく絡んでこないな……。

　前にいるアリスに目を向ける。

「むふふ、コウタロー」

　ブービットを抱きしめて、ニヤニヤしていた。

　ああ、もうすっかりコウタローに会えると思って、自分の世界にいるわけね。

「アリス、その『lizardM』って店に、なんたらゲッコーがいるんだよな？」

「そうよっ」

　場所はアリスがケータイで調べたので、実は俺は詳くわしく知らない。

「にしてもアリス、調べただけにしては妙みように迷いがないな」

「このデパートは何度か来ているのよ。でもペットショップがあるなんて知らなかったわ。盲もう点てんね」

　なるほどね。そういやサーティワンワンの場所は完全に把握してたな。

「あの、岩いわ下したさん。わたし、ペットショップに行く程度しか聞いてなかったんですが、そのゲッコー？　というのは、どういう生き物なんですか？　名前から推測すると、鮮やかな熱帯魚とかですかね？」

「……ええと」

「わたし、子犬は好きなので、ペットショップに子犬がいたら見たいなあ」

「犬ぐらいしかあなたを慕したってくれないものね」

　アリス、お前はどれだけ失礼なんだ。

「そのとおりですね、あはは」

　否定しろチョコちゃん！　あはは、じゃない！

　八階へ着く。どうやら店は屋外にあるらしく、俺たちは一度屋外の広場に出た。でもぱっと見た感じ、それらしい店は見つからない。

「アリス、本当にここなのか？　完全に屋外だぞ？」

「ぐだぐだうるさいわね。この駄だ馬ばは黙だまっていることさえできな──あ、きっとあの店よ！」

　俺への中傷を途中でやめたと思うと、アリスが声を張り上げて、指をさす。

　目の前にあったのは──

「……あれか？」

　倉庫だった。

「あれよ！」

　マジかよ……。

　嘘うそだろう？　と思って倉庫をよく見たが、『lizardM』という店名が書かれた看板を見つけてしまった。どうやらマジらしい。

「しかしなんだこの店構えは……」

　明らかに使わなくなった倉庫がもったいないから、改造して店にしちゃいました☆　って具合の店構えじゃないか。しかもよくよく見ると、まるでストリートアートのように、スプレーでトカゲっぽいイラストが描えがかれていたりしてる。デパートの八階という立地でなければ、前衛的なファッションを扱うアパレル店に見えなくもない……？　いやでも、ドクロの装飾品はねえよ！　生き物扱ってるくせに不ふ謹きん慎しんすぎるわ！

「あ、あの……ここ、本当にペットショップですか……？」

　チョコちゃんが青ざめ始めた。

「爬は虫ちゆう類専門のペットショップよ！」

「は、爬虫類……！」

　アリスの言葉に、ますます青ざめる。

「ええと……ごめんね詳くわしく話してなくて。もしかして爬虫類恐かった？」

「ヘビもトカゲも恐いですし、なによりこのおしゃれ感のある店の雰ふん囲い気きが恐いです！　リア充店員に『くすくす場違いすぎ。なんでここに来たの？　店内にいるだけで営業妨害だから帰ってくれないかな』的な視線を向けられるのが恐いです！　いたたまれません！　美容院恐い！」

　おしゃれな店に気が引ける気持ちは理解できるけど、自意識過剰すぎるな……。ここペットショップだぜ？　あと、なぜ唐とう突とつに美容院が出てくる？

「は！　美容院であまりのいたたまれなさに、思わず吐いてしまったあの恐怖体験をついつい思い出してしまいました！　あの90分はまるで永遠でした……」

　恐怖体験すぎて、フラッシュバックしてるよ……。不ふ憫びんな子だ。

「じゃあやっぱりここで待ってる？」

「でもそれ以上にわたしが恐いのは、自分勝手に行動し、付き合いの悪い人間だと認識され嫌われ、もう二度と誘われなくなることです！　だから行きます！」

　チョコちゃんめんどくさ──いや、考えないようにしよう。巨乳だし。
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　店に入った瞬しゆん間かんに、どうしてこんな隔離された場所にあるのかが分かった。

　まず、もわっと生き物の臭においが漂う。はっきり言って臭くさい。そして暑い。おそらくここにいる生き物たちに適した温度に設定しているんだろう。これじゃあ間違いなく、本館の屋内にこの店は置けない。

「……にしても」

　まさか外観以上に店内の様子がおかしいとは……。ビジュアル系バンド御ご用よう達たしのアクセでも扱ってるのかと言わんばかりの、ドクロのマークや十字架等の無む駄だな装飾──は、まだいい。それは、うん、百歩譲ゆずる。

　それ以上に扱っている生き物が異様だった。

　アリスは爬は虫ちゆう類専門店と言っていたはずだが、ぱっと見ただけで爬虫類だけでなく、亀やサソリにクモなどもいた。なんだこの店は？

「アリス……お前、爬虫類専門店って言ってたよな？」

　シーン。

　返事はなし。

　見たらアリスの奴やつ、興奮してブービットをぶら下げながら、店内を動き回っている。そんなにコウタローを早く見たいか？

　返事は諦あきらめて、正面の水すい槽そうに目を向ける。わあ……すげえ色鮮やかなカエルだ。この蛍けい光こう色しよくの青色、口にしたら絶対死ぬな。なになに名前はヤドクガエル？　名前にさえもろに毒って入ってるし……。

　あ、分かった。この店、魔女の実験に使うアイテムを扱ってるんだね、なあるほど。

　大体の雰ふん囲い気きが分かってくると、ニッチなこの感じがちょっとだけおもしろいような気もしてきた。

　こういう世界もあるって思えば、恐い物見たさが満たされる感じで、悪くない。

　俺はそんな風に、浮き足立っていた心が、だんだんと冷静になってきたのだが──




「ヘビに睨にらまれました！　恐いよう」

「ひぃ！　どうしてタランチュラがいるんですか！　恐い上に毒あるじゃないですか！　誰が買うんですか、自殺願望がある人が買うんですか⁉　だったら理解できそう……なんてことはやっぱりないです！　無理です！」

「うう……カエル気持ち悪……ああ、さっきからわたしってば店の商品にケチ付けて営業妨害してるみたいに見えますよね！　店員さんに『お前は爬は虫ちゆう類に喰くわれるべき害虫だからあんなに怖がってるんだろうな』って思われてるかもしれない……だ、黙だまらないと」




　チョコちゃんはいつまでもこの店の雰囲気に慣れないようだった。

　あと、あなたは害虫ではないから、安心してください。

「────ぅぅ」

　チョコちゃんは「黙らないと」という言葉どおり、青ざめたまま静かになる。でも声が出せなくなった分、恐怖を吐き出せなくなったからか、俺の腕に強くしがみついてきた。

　で、だ。

　そのせいで、




　豊満な胸が当たっている──わけだが。





「…………クク」

　含み笑いを思わず漏もらす。

　俺はこういう状況に陥おちいったとき、目の前の幸運に目がくらみ、慌あわて、その胸の感触を楽む余裕すらないかもしれないと思っていた。パクメンであることを自認している身の上でそう思ってしまうのは癪しやくだが、今までの経験上そうなってもおかしくないのは認めざるをえない。

　しかしそれは懸け念ねんだった。

　今回の俺は違った。

　俺は、この僥ぎよう倖こうを、問題なく楽しむことができている！

　突然だが、ここで記憶のメカニズムについて話そう。記憶とは記き銘めい、保持、想起から成り立っている。記銘は情報や対象を憶えること、保持はその憶えたことを忘れぬよう保つこと、想起はその憶えたものを思い出すことだ。

　俺は、この感触をいつでも想起できるようにしなければいけない。保持に関してはなんの努力もしなくてもできるだろう。問題はこの情報を寸分の狂いもなく記銘することだ。

　俺は集中した。いつでもこの感触を楽しめるように。必要なときに思い出せるように、この感覚を逃すまいと集中した。完全なる記銘を成し遂げるよう神経を張り詰めた。気が付けばあまりの集中に、周りの音が消えていた。風景がモノクロになり、意味をなくしていた。いつの間にか俺の魂はペットショップから離れ、むにゅうむにゅうという感触だけがある世界に飛んでいた。そして時間の流れは妙みように遅い。まるで十分の一、いや百分の一の速度だ。ああ、もしや超一流のアスリートが、競技の際、時間がゆっくり流れて感じるというあの現象なのか？　今の俺はまさにそれだった。

　俺はおっぱいによって、超一流のアスリートの技を会得したのだ！

　この調子だ。俺はこの記銘によってすべての女の胸部を理解し把握し支配する。意のままに制御する。ああなんということだ。俺が常に求めてやまない桃とう源げん郷きようはなんとすぐ近くにあったのだ。俺の中に、内側に、その深く深くに。ああ、ならば私が、我こそが全知全能の神でさえあり、我が──
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「────岩いわ下したさん。岩下さん！」

　世界が揺ゆらぐ。

　目の前から桃とう源げん郷きようが消え去る。

「────ぅ？」

　おっぱいが──もとい、チョコちゃんが俺を心配そうな顔で揺ゆさぶっていた。

「だ、大丈夫ですか⁉　意識が飛んでましたよ？」

「……ええと、ちょっと桃源郷まで……」

「とうげんきょう？」

　我に返る。

　涎よだれを拭ぬぐう。

「……俺は一体なにを言っているのだ？」

「あの、それはわたしが知りたいんですが……」

　そうだよね。

　うん、そうだよね。

「…………うう」

　自分が嫌いになったよ！

　なんなんだよ！　胸を押し当てられただけで混乱しすぎだろ！　客観的に見たら幸せなはずなのに、どうして俺はこんなに泣きたい気分にならないといけないんだよ！

「むふふ……コウタローが目的だったけど、それ以外もかわいいじゃない！　サソリもなかなか捨てがたいわね」

　アリスめ……俺の心境も知らずに、マイペースに楽しみやがって。

　腹立たしいから、からかってやる。

「やっぱりこの店で扱っている生き物は、アリスと同種だけあって、感じるところがあるってことか？　その生き物に『かわいい』って言うのは一種の自己肯こう定ていか？」

「は？　なに意味分からないこと言ってるのよ？　生まれてきた意義になんらかいとーが出せないまま絶望の中で死になさいよ」

　言いすぎだろ。

　でもこんなことでちょっと調子を取り戻した。やばいなあ。すっかりアリス慣れしてしまってんな、俺。

「あ、コウタローいた！」

　アリスが声を張り上げて、ケージに駆かけ寄る。

　このエリアは、規則正しくケージが並んでいる。どうもヤモリやトカゲが集まっているみたいだ。なんたらゲッコーという名前も結構ある。どうやら語尾ゲッコーは、コウタロー種族専用というわけではないらしい。

　また俺の腕にひっついてきたチョコちゃん（今度こそはちゃんと自分を保つ！）とケージの中を覗のぞき込むと、確かにコウタローにフォルムが似ているヤモリがいた。もちろんアニメのコウタローほどのかわいげはないが、商品名にクレステッドゲッコーとあるから、目的のヤモリに間違いないだろう。

　アニメの主役に選ばれるだけあって、クレステッドゲッコーは人気種のようで、大きなケージ二つに大きな個体が二匹ずつ、十個ほどの虫篭かごに、小さな個体がそれぞれ一匹ずつ入っていた。どうやら色の種類がいろいろあるようで、オレンジやらフレイムやら書いてあって、それぞれちょっとずつ色が違う。

「他の爬は虫ちゆう類もいいけど、やっぱりコウタローは一段とかわいいわ！」

「……ううん」

　やっぱり賛同できん。

　まあ確かに他の爬虫類に比べると、かわいげがある方だとは思うんだが……やっぱり生で見るとどこか嫌けん悪お感がある。思ったよりでかいし。大きい奴やつは、手のひらぐらいの大きさがある。しかもこいつの食糧、虫だぜ？

「……篭の中で、動いてます。……うう」

　あーあ、チョコちゃん、恐怖のあまり思考停止して、見たまんまのことしか言えなくなってる。

　そんなチョコちゃんを、アリスは目を細めて、舌打ち。

「……ミルクタンク、さっきからなにを岩いわ下した寿とし也やにしがみついているのよ。は！　またそういう戦略かしら？　自分はこんなことにも怖がってしまうか弱い小動物的女子だから、守ってくださいって？　こざかしいわね」　

「うう……そうです、わたしなんて所しよ詮せん、小動物みたいなものです……」

「ちょ、ちょっとなにを自分がかわいい系だって認めてるのよ！」

「……？」

　会話が食い違ってるな。

　アリスの認識では、『小動物的女子＝保護欲を誘うかわいい女子』。

　チョコちゃんの認識では、『小動物的女子＝人間以下の雑ざ魚こ』。

「なんなのよもう！」

　やっぱりアリスにとって、チョコちゃんは攻めにくそうだな。プライドという名の城に攻め込んだら、すでに一族全部滅んでたみたいな感じ。倒した感触ゼロ。

　アリスが地じ団だん駄だを踏ふんでいると、なぜか俺たちの元に、ビジュアル系っぽい男が近づいてきた。ストパーをかけた金髪と、軟骨にまで及ぶ数個のピアスを付けている雰ふん囲い気きイケメンだ。……な、なんだよ、俺がいるのにチョコちゃんをナンパする気か？

「お客さん、クレスに興味ある感じすか？」

　店員かよ！

　エプロン以外、店員の要素がねえ！

　ファッションはともかく、その接客業とは思えないだるそうな口調はなんとかしろ！　体調でも悪いのか⁉

「ひっ」

　チョコちゃんが、店員から漂うリア充臭しゆうにすっかりびびってる。まったくこれぐらいでしょうがないなあ。強くしがみついてくるなよおっぱいが当たる。おかげでおっぱいが当たる。おっぱいが当たる。──おっぱいが当たる。

「お目が高いっすね。今、クレスはすげー人気で、入荷してもすぐ売れちゃうんすよ。元々人気だったんっすけど、アニメやってからマジやばいっすね」

　ふうん、やっぱりアニメの影響って大きいんだな。こんなのを欲しがるのがアリスだけじゃないとは。

「気に入った子がいたら、早く確保しちゃった方がいいっすよ」

　おい店員。このビジュアル系の見た目のせいで、最後の方のセリフが、青少年によろしくない店での誘い文句にしか聞こえないぞ。

「触さわってみます？　柔らかくって気持ちいいっすよ」

　やっぱり青少年によろしくない店の誘い文句にしか聞こえないぞ！

「コウタローに触ってもいいの！」

　目を輝かせやがって……。まるでお前お子様みたいだぞ。……まあ、お子様なんだけど。

「どれがいいっすか？」

「これ！」

　アリスが指したのは、コウタローのオレンジ色と同じの、子供のクレステッドゲッコー。

「こいつはまだ人間慣れしてないから、ちょっと暴れるかもしれないっすけど、いいっすか？」

「うん！」

　ビジュアル系店員は虫篭かごを開けて、手慣れた感じでヤモリを手の上に載せる。それだけの行為なのに、ヤモリをかわいがっている様子がうかがえた。見た目からは生き物を大切にする雰囲気ゼロだけど（失礼）、なんだかんだでやっぱりペットショップの店員だ。

　……まあでも俺はそれより、腕にいくつもあるひっかき傷が気になってしょうがないが。この店の店員は、好きじゃないとやれねえな……。

　アリスはブービットを左腕でしっかりと抱かかえて、右手を差し出して待ち構える。いいけど、言ってくれりゃ人形ぐらい持ってやるのにな。それともあれか、俺が触さわったらブービットの魂が穢けがれるとか、そういう理由で触らせないってことか。

「ほい、お嬢じようちゃん」

　ビジュ員が、アリスの右手にオレンジのヤモリを載せる。

「わー」

　アリスの目が輝いている。

「やわらかい！　かわいい！　ひゃっこい！　すごいフィットする感じ！　吸い付く！　やわらかい！　かわいい！　ひゃっこい！」

　おいアリス、興奮のあまり感想が一周しているぞ。

「むふふ……決めた、あたしこの子にする！　この子を買うわ」

　勝手に決めやがってこいつ……。お前はどうせ自分の家に帰るんだろうが。

　アリスはひとしきり楽しむと、アリスは名な残ごり惜しそうにビジュ員（ビジュアル系店員の略）にヤモリを返した。

「お兄さんたちも触ってみます？」

「……ええと」

　正直、あんま触りたくねえなあ。

　なんて躊躇ためらっていると、ビジュ員はかったるそうな表情のまま、俺とチョコちゃんが組んでいる腕のあたりを見ている。

「つーかカノジョさんかわいくていっすね。うらやましーっす」

　──ビジュ員なに言っちゃってんの⁉

「え？　え？」

　ビジュ員の言葉に動どう揺ようするチョコちゃん。

「い、いやー、お、俺たち付き合ってるわけじゃ──」

　同じく動揺する俺。

　チョコちゃんは今更気付いたみたいに、飛び退のくように腕を放した。真っ赤になってうつむいている。

　き、気まずい……。

「バ、バカじゃないの！　あたしがこんなのと恋人のわけないじゃない！」

　同じく動揺するアリス。

　いやお前のことを言ったんじゃねえよ！

　……で、なんだっけ？　触ってみるか、だったな……。

「うーん、一応、触ってみるかな……」

　その気はなくても、アリスに買うと約束してしまった。まだ決心がつかないが、それどころか飼うなんて嫌いやでしょうがないが、触らずに判断するわけにもいかない。

　もし飼ったら、毎日のように触さわらなきゃならないだろうしな。

「だ、大丈夫ですか岩いわ下したさん？　殺されませんか？」

　誰にだよ。

「毒はないんで」と苦笑するビジュ員がヤモリを差し出してくる。

　うう……コウタローお前、目つき悪すぎるぜ。

　怖おじ気づいている俺の心境なんてまったく察せず、オレンジヤモリは俺の手に渡ってくる。

「うわ……」

　グニっとしてる……。うまく表現できないが、あー生き物だなあ、って感じだ。アリスのようにこれがたまらないって人がいるのは分かるが、俺は……やっぱりきついな。慣れたらこれがいいと思うのか？

　ビジュ員が次の反応を待って、俺を見ていた。なにか言わないと。

「ええと、餌えさってどんなんあげればいいんですか？」

「まー、子供の頃は基本コオロギがいいっすね。持ってくるんで、ちょい待っててもらっていいすか？」

　疑問系で言葉を終えたくせに、さっさと行ってしまうビジュ員。おい、せめて俺の手からコウタローを剥はがしてから行けよ。指の間をぐるぐる回ってるぞこいつ。

「く、あなたに懐なついて羨うらやましいわ」

　ちっともうれしくない。

　ビジュ員は虫篭かごを持ちやってきた。その虫篭に、餌のコオロギが入っているのだろう。

「これが餌のフタホシコオロギっすね」

　覗のぞき込む。

「…………」

　チャバネゴキブリに檄似だった。

「岩いわ下した寿とし也やに檄似ね」

　誰がゴキブリに檄似だよ！　だからホウ酸団子食わせたってか？　やかましいわ！

　と、脳内で思わずノリツッコミをしてしまった俺だが、え？　なに？　つまりクレステッドゲッコーを飼うために、このゴキブリもどきも飼わなければいけないってこと？

「そっすね」

　質問したらあっさりビジュ員に肯こう定ていされた。それどころか、コオロギ用の餌も紹介された。ゴキブリもどきが小さな篭の中に百匹ぐらいひしめき合っているのは、正直ものすごいグロテスクな図なんだが……これを家の中に置けと？

　意味が分からん。アリスを飼うために、ヤモリを飼わなきゃならなくて、しかもそのヤモリを飼うために、ゴキブリもどきも飼わなきゃならないだと？　どれだけアリスの飼育は大変なんだ。

　待てよ。ということは、アリスとこのゴキブリもどきはセットというわけか！

「なあ、コオロギアリス──」

「なにを人の名前に苗みよう字じっぽくコオロギを足して、フルネームっぽくしてるのよ！　興こお梠ろぎアリスとかちょっと実際にいそうな名前じゃない！　あなたの胃の中でこのコオロギを繁はん殖しよくさせるわよ！」

　恐すぎるわ。

　って、思わず受け入れてしまっていたが──

「そもそもお前を飼育するつもりはないわ！」

「あたしも飼育されるつもりはないわよ！」

　反論された。

　確かに飼育は失礼か。

「ただあなたを養分にするだけよ！」

　でもアリスはもっと失礼だった。

　俺はただの餌えさかよ。アリスにとって俺もコオロギのポジションか。ちょっと篭かごの中のコオロギに親近感を抱いだいてきた。しかし親近感は抱いても、愛いとおしくは思えなかった。すまんコオロギ、お前はキモい。

　それにしても、実際にヤモリを見たら少しは欲しくなるかとも思ったが、むしろ飼いたくない理由が増える一方だ。どうすりゃいいんだ。

　俺は手の中でぐるぐる回っているヤモリの肌はだ触ざわりを感じ取りながら（いつまで俺はこのヤモリを持っていればいいんだ？）、ふとケージをもう一度覗のぞき込む。

　そうして今更気付いた。

「値段一万九八〇〇円！」

　二万あれば、毎日三食牛丼並を食べるとして、七〇食分じゃないか！　俺、一ヶ月生きられる！

「思ったより安いわね」

「どこがだ、このブルジョワめ！」

「あなた、命の値段を二万で安いと思わないなんて……相当さもしい価値観ね。酷ひどい男」

「なぜか俺が間違っているように聞こえるだと！」

　物は言い様！

「あー……ぶっちゃけ飼育ケージとか含めると、プラス二万ぐらいは欲しいっすね」

　ビジュ員が苦笑いを浮かべながら言う。

「合計四万……」

　俺はその額を想像する。

「それぐらい大した値段じゃないわ！　お年玉だってそれぐらいよゆーでもらえるもの！」

　アリスは無責任に豪ごう語ごする。きっと、一人暮らしをしている年上の男にとって、四万という額は大したことがないと思っているのだ。

　チョコちゃんは、俺の顔を心配そうに覗のぞき込む。さすがにチョコちゃんは、その額が高校生にとってどれほど大きいかを分かっている。

　四万……。

　アリスは俺の手の中にいるヤモリを、満面の笑えみで眺ながめている。本当にかわいくてしょうがないんだろう。この分なら実際にヤモリを飼っても、真ま面じ目めに世話をするかもしれない。

　だけど──

　俺は一度唇くちびるを噛かんで、でも決心して口を開く。

「すまん、アリス、本当に無理だ」

「え？」

　今までとは違う口調だって分かったのだろう、アリスが目を丸くして俺を見つめる。

「な、なにが無理なのよ？」

「俺は、仕送りで生活してる貧乏学生なんだって。しかも病院で治療費を支払ったせいで、手持ちのお金がそもそも四万もないんだ。まあ、治療費は事情を話したら、母さんが出してくれるかもしれないけどさ。それでも今すぐにはお金は入らない」

「じゃ、じゃあ取り置いてもらって──」

「そのお金が入ったって厳しい。先月だって、仕送りだけでやりくりできなくて、母さんに土下座してお金を追加で工面してもらったぐらいだ。俺がバイトを始めるかでもしないと、四万っていうお金は用意できない。しかも実際ヤモリを飼ったらその四万で収まらない。これからも餌えさを買わなきゃいけないし、他にも必要な物が出てくるだろう。だから今買うのは絶対に無理だ」

　俺はアリスがせめて納得してくれるよう、なるべく丁寧に状況を説明した。俺が弱ってるところにつけ込んだ、フェアじゃない約束だったとはいえ、買うと言ってしまった。納得させるまで説明するぐらいの責任はある。

「そ、そんなの──」

　アリスは唇を噛む。

　いくら幼いと言っても、それがどうしようもないことだってことは分かるだろう。

「…………ごめんな」

　そして説明をしていて、改めて気付かされた。

　俺にアリスを生活させることなんてできない。ペットも飼うことができない俺に、そんなことできやしないのだ。

「……でも、コウタローいなくなっちゃうじゃない……」

　アリスはうつむいたまま弱々しく反論する。

「しょうがないだろ。クレスならいつでも売ってるって」

「いつでも……？」

　呟つぶやいて、アリスは俺を睨にらみ付ける。

「売ってない！　店員さんが入荷したらすぐ売れるって言ってたじゃない！」

「だからまた入荷するって……」

「しないわよ！　そのコウタローは、そのコウタローだけなの！」

「それは──」

　俺は手の中のヤモリを見る。俺に懐なついているのかはどうか分からないが、手の中でさっきから動き回っているヤモリ。

　アリスの言ってることはある側面では正しい。同じ種類ってだけで、このヤモリはこいつだけだ。

　すぐ買わなければ、このヤモリに二度と会えないかもしれないのも、事実といえば事実だ。

　でも──

「すみません店員さん。そういうことなんで……」

　手の中のヤモリを、店員に返す。

　アリスがどれだけ感情移入しようとも、現実的にこのヤモリを飼うのは不可能なのだ。

　アリスは虫篭かごの中に戻されるヤモリを、ぎゅっと唇くちびるを結んで見つめる。

「……アリス、諦あきらめて行こう。コウタローを買う約束は守ってやれないけど、アイスならまた買ってやるから。財布は大ダメージだけど、二段重ねのやつでもいいぜ」

　でも、アリスはケージの前から離れない。

　オレンジのヤモリを見つめながら、呟く。

「…………嘘うそつき」

　その小さく吐き捨てた一言は、今までアリスに浴びせられたどの罵ば声せいよりもきつかった。

　たぶん──それが事実だからだ。

「……悪かったって。お前の気持ちに応えてやりたいけど、現実無理なんだって。お金がない。だから買えない。それぐらい分かるだろ？」

「分かるわよ！　分かるけど……けど、約束したじゃない！　買ってくれるって！」

「だけど無理なんだからしょうがないだろ」

「無理でもなんとかしなさいよ、嘘つき！」

「なんとかできるならするって。でも、できないんだ」

「嘘つき嘘つき嘘つき‼」

　暴れて俺に殴なぐりかかるアリス。俺はそれをどうすることもできない。近くにいた客が、何事かと集まってくる。チョコちゃんも店員さんも、どうしていいのか分からず戸惑っている。

　俺にも落ち度があることは分かってる。でも、さすがにだんだん腹が立ってきた。アリスだって、本当は買うのが無理だって、仕方ないことだって分かってるはずだ。それなのにどうして俺を責められるんだ？　俺を殴なぐって、チョコちゃんとの仲を気まずくさせて、恥はじを掻かかせて、なにをずっと駄だ々だをこねているんだ？

　こいつは、何様だ？

　突然俺のうちにやってきて、何様のつもりなんだ？




　そもそも、

　──こいつは誰なんだっけ？




　そうだ、こうやって責められてること自体がおかしい。俺はこいつの親でもなければ兄でもない。どうしてこんなことを言われなきゃならない！

　はっきりとした名前さえ知らない、ガキなんかに！




「──いい加減にしろ‼」




　怒鳴り声に、アリスはビクッと肩を震わせ、俺を殴るのをやめる。

「な、なによ……嘘うそつきのくせに、生意気よ……。四万ぐらい、出しなさいよ」

「じゃあお前は払えるのかよ！　四万！」

　アリスは口をつぐむ。

　無理に決まってる。いくらこいつの家が金持ちでも、こいつ自体がそんなお金を持っているわけじゃない。もし持っていたらとっくに自分でお金を出すと言うはずだ。

「払えないだろ？　自分のできないことを俺に押し付けんな！」

　できないことはできない。

　親にまた土下座して借金をして、バイトをして費用を稼ぐ。それぐらい身を削けずれば、もしかしたらどうにかなるかもしれない。でも、よく分からないガキ相手に、どうしてそんなことをしてやる義理がある？

　そうだ。アリスに今までのことを感謝されこそすれ、責められる筋合いはない。

「…………ぅ」

　なのにアリスはまだ、反抗的に上目遣いで俺を睨にらみ付ける。

「そ、それぐらいしなさいよ！」

　アリスは俺の服を掴つかむ。

　そのせいでアリスは、ブービットを落としてしまった。

「あなた、岩いわ下した寿とし也やでしょ！」

　無茶苦茶な理屈だ。俺が俺だからなんだというんだ？

　睨にらみ付けるその瞳ひとみには、涙が浮かんでいる。アリスが必死なのは分かった。だけど、そんなこと関係ない。




「あたしを助けなさいよ！」




　俺は間違ってない。

　アリスがこんな無理なことを要求してくるのが間違いなんだ。

　だから、言ってやる！




「他人のくせにふざけるな。お前なんて助けられるわけねえだろ！」




「い、岩いわ下したさん」

　チョコちゃんになだめられて、冷静になる。

　アリスは愕がく然ぜんと目を見開いて、そしてすぐその表情を見せまいとうつむいた。

　もしかして、泣かせてしまったかもしれない。

　客観的に自分の状況を見る。俺は約束を守れない自分のふがいなさを棚に上げて、アリスの批難に傷付いて逆ギレし、泣かせるほどに責めた。

「…………っ！」

　なにをやってるんだ俺は……。

　アリスをガキだガキだってバカにしてる割に、俺だって全然ガキ臭くさいじゃないか。

　子供をこれだけ傷付けて、誰がパクメンだって？

「…………アリス、悪かった。俺が買ってやれないのがそもそも悪いのに、お前を非難するようなことばっか言って」

　だけどアリスは、落としたブービットを拾うと、そのまま顔を上げない。

「……アリス？」

「……………………帰る」

　アリスはうつむいたまま、小さく口にする。

「……い、いいのか？　ええと……分かった、一いつ緒しよに帰ろう」

「一人で帰る」

「一人で帰るってお前……うちまでの道、ちゃんと分かるのかよ？」

「…………」

　なにも言い返さない。

　アリスは無言のまま、俺のジーパンのポケットに手を突っ込む。

「おわっ！　なんだよ！」

　驚いたが、ポケットから部屋の鍵かぎを取り出したかったようだ。鍵を手にすると、自分のポケットの中に仕舞う。どうやら本気で一人で折おり手で荘に帰るつもりみたいだ。

　アリスは俺に背を向ける。

「ちょ、ちょっと待てって、お前が帰るんなら俺も──」

　慌あわてて、肩に手を置いて止める。

　アリスは振り返る。

　うつむいていた顔を上げたアリスの表情は、俺の予想とは違った。アリスはちっとも泣いていなかった。

　アリスは──




「あたしも、ごめんなさい」




　そんな、らしくもない素直な謝罪をして──微笑した。

　すっかり世間ずれした大人のような、表情だった。

「…………え？」

　俺は虚きよを突かれて、肩に置いた手を思わず離してしまった。アリスはまた背を向け、歩き出してしまう。
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　俺はそれを止めることができずに、ただ去っていくアリスの小さな背中を見送った。
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　アリスらしからぬ態度に不安を感じなかったと言えば嘘うそになる。罪悪感で胸も痛い。本来は、追いかけて引き留めるべきだったかもしれない。

　──まあ、でも？

　アリスは折おり手で荘に帰るって言ってたんだし、数時間後にまた会える。

　そんときにフォローすりゃいい。

　だから頭を切り替えるぜ！

　反省も謝罪もあとあと！　お互い時間を空けて、頭を冷やしてから話した方が素直に話せそうだしな。アリスには改めてもう一度謝まりゃいい。時間はたっぷりあるんだ。

　だから今は、

「……アリスちゃんが帰っちゃったから、二人きりになっちゃいましたね」

　この状況を楽しむことに集中するぜ！

　これ幸いと言ったらさすがにアリスに悪いが、あいつが帰ったおかげで、俺とチョコちゃんは二人きりなのだ。

　俺たちがいるのは、デパート六階の喫茶店、控えめな黄色い光の照明に、会話の邪じや魔まをしない程度のささやかな音量で、モーツアルトの曲がかかっている上品な店だ。その場違い感にチョコちゃんは逃げ出しそうだったが、それでも若者ばかりが集まりそうなおしゃれカフェよりは我が慢まんできるのだそうだ。……まあ、気持ちは分からなくもない。

　そんなクラシックな雰ふん囲い気き漂う店内で、アンティーク調の円形のテーブルを前に、俺たち二人はコーヒーを飲んでいた。

　しかし若者向けではないにしろ、雰囲気のいい喫茶店だ。見渡すと、いちゃこらしてるカップルも結構いる。普通に話している男女二人組も、こういう場のせいかカップルにしか見えない。

　ということは、俺たち二人も、カップルにしか見えないということだ！

「あ、そうか……二人きり、なんですね……」

　口にして意識したのか、赤くなるチョコちゃん。

　ちらりと、こちらを見て、うつむいてしまう。

　初うい々ういしいなあ。かわいいなあ。

　ふうむ、体育館の天井に挟はさまったバレーボールを見つめてばかりいる青春を送っていたチョコちゃんは、こういう状況だと緊張してしまうだろうな。パクメンの俺が物もの怖おじしない態度を見せつけ、楽しませなければ。

　よし、頼りがいのある男っぷりを見せつけるか！

「そそそ、そうだね、ふ、二人きりだね」

　無理だった。

　意識しすぎて声が震えていた。

「……？　コーヒーカップを持つ手が震えてますよ？」

　手まで震えていた。

「ち、違うんだ！　緊張してるとかじゃなくて、俺はアル中なんだ！」

　バレバレの嘘うそだった。

「あーそうなんですか」

　信じられた！

　それはそれで困る！

　っていうかこんな感じのやり取り一昨日おとといにもしたぞ！　俺、成長しろ！

「あの……ところで本当に大丈夫だったんでしょうか？」

　チョコちゃんは心配そうに俺を見つめる。

「ええと、なにが？」

「アリスちゃんです。あんな小さい子を一人で帰しちゃってもよかったんですか？　ちゃんと一人で帰れますかね？　変な事件に巻き込まれるかもしれないし……あの……わたしなんてほっといて、今からでも合流した方がいいんじゃ……」

「うーん、まあ心配は心配だけど……あいつは小学生にしてはしっかりしてるし、まだ明るいから大丈夫だろ。道が分からなくなったりでもしたら、さすがに電話でもかけてくるだろうし」

　そう、お互いのケータイ番号は分かってる。連絡がつかなくなるなんてことはない。

「そういえば改めてごめん、チョコちゃん。アリスと大人げないケンカしちゃって……。あんなの見て、気分がいいわけないよね」

「あ、いいんです気にしないでください」

　まあチョコちゃんならそう言うよな。

「安心してください。わたしじゃなくてもそう言うと思います」

　俺の思考を読まれて付け足された。

「確かにあれだけの言葉をアリスちゃんに言うのは大人げなかったかもしれません。もう二度とあのペットと会えないと思ってるなら、アリスちゃんが少しわがままを言うのは、納得できますし……」

　やっぱり大人げなかったとは思ってるのか。そりゃそうだな……。

「あ、岩いわ下したさんが悪いとは思ってないですよ！　岩下さんが怒ること自体は自然だと思いますし、怒らなければ場は収まらなかったようにも思います。アリスちゃん、引っ込みがつかなくなっちゃったように見えましたし……。だから二人にとって仕方のないケンカだったんですよ。なのでわたしの岩いわ下したさんへの評価は、素敵な男性のまま変わっていません。気にしないでください」

　チョコちゃん……（胸以外も）いい子じゃないか。

　しかし素敵な男性って……。今更ながら、どうして俺のことを気に入ってくれてるのか気になってきた。俺、チョコちゃんに過去、なにかしたか？

「俺ってさ」

「はい」

　って、この一いつ瞬しゆんでスマートフォンをいじくり回してるし。こらこら画面を見ずに華か麗れいに文字を打つな。マルチタスクなネット中毒め。

「……ええと、俺ってさ、チョコちゃんに気に入られるようなことをしてあげたことあったっけ？」

「ありますよ！　岩下さんには恩義を感じています！」

　え？　やっぱあるのか？　チョコちゃんの心に巣くっていたトラウマを、俺の何気ない言動が偶然にも解消した、とか？　実はそんな理由が？

「こうやって普通に話してくれます！」

　なんにもなかった。

　なんじゃそりゃ……！　話すだけで恩義を感じてくれるほど好感度が上がるんなら、他の奴やつらもやってやれよ！　もっと構ってやれよ！　このおっぱいに興味がないのか！

　──いやそりゃ好都合だとは思ってますけれども！

　でもそういえば、リョウがチョコちゃんのことが心配だから話しかけた、って前に言っていたような……。

「リョウにも話しかけられたことあるんじゃないの？　リョウには恩義感じてないの？」

　むしろ以前から気にかけてくれるリョウにこそ、恩義を感じるのが自然なのでは？

「……亮りよう……委員長の、河かわ内うちさん…………」

　名前を聞いたチョコちゃんの顔が青ざめる。

　え？　なにこのリアクション？

「…………恐い」

「え？」

「河内さんは……恐いです……」

　もしかしてリョウ、チョコちゃんになにかしたのか？（二次ロリが好きであること以外は完璧な）あいつが危害を加えるなんてことは、考えられないけど……。

「リョウのなにが恐いの？」

「顔です。イケメン恐いです。イケメンであるだけで恐い……見つめられるだけで、わたしがどれだけ醜みにくく、必要のない人間か思い知らされます」

　…………そんなことだろうと思いました。

　まあ、俺もリョウといると劣等感を持つし、ちょっと分かるけどさ。

「うう……イケメン恐い恐い……」

　──あれ？　ちょっと待てよ！

　じゃあ逆説的に、俺がイケメンではないと暗に言われてることにならないか⁉　チョコちゃん無意識に酷ひどい！

　い、いや……きっとただの言葉の綾あやだよな？　……よし、ちょっと冗談めかして確認してみよう。

「じゃ、じゃあ俺と一いつ緒しよにいても劣等感で大変だねっ」

「なにを意味不明なことを言ってるんですか？　むしろ岩いわ下したさんといると安心します」

「…………」

　思春期の繊細な自意識が傷付きまくりだが、おかげでこうやって話せてるとポジティブに捉とらえることにして、話を続けよう。

「ええと……恐がってると言えばさ、恐がってるのに爬は虫ちゆう類ショップ連れてったことも謝らないと。ごめんね」

「え？　いえいえ本当によかったですよ。わたしが爬虫類を恐がってしまう、虫的存在であることを再認識させてくれたんですよね？　自分を見つめ直す機会として有意義でした。これからも謙けん虚きよに生きられそうです」

　わー、チョコちゃんのセリフでなければ皮肉にしか聞こえない……。

「そういえば気になることがあったんですけどいいですか？　……あ、虫以下であるわたしの質問なんて答えたくないですよね……なんでもないです、すみません。虫だけにさなぎのように口を閉ざして黙だまっています」

「いやいや答えるから！」

　しっかり爬は虫ちゆう類るいショップによって心にダメージ受けてるし！　そんな回りくどい嫌いやがらせをするかよ！

「答えてくれるなんて岩いわ下したさん優しいです……。あの、アリスちゃんのことを、岩下さん、『他人』だって言ってましたよね？　どうして優しい岩下さんがそこまで言ってしまったのか、ちょっと引っかかって……。アリスちゃんはもしかして、ただの親しん戚せきの子ではないんじゃないですか？」

　チョコちゃん鋭するどいな。

　接点のなかった子だって言うと、またロリコン疑惑が再燃しそうだけど……俺とアリスのやり取りをあれだけ聞いてたんだから、もう変な誤解はしないよな？

　だったら隠し続けることでもないと思うし、正直に話すか。

「アリスは家出してきた知らない子、つまり本当に『他人』なんだ」

「……え？　どういうことですか？」

「ちょっと嘘うそくさく聞こえるかもしれないけど、実は────」

　俺はアリスとのなれそめを説明した。……まあ、人間椅い子すとかそこら辺は言いたくなかったので、適当に着色して、パクメンである俺はアリスのような小さな女の子をほっとけなかったという設定にした。そうやって適当に着色しているうちに、気が付けばアリスが「ちっこいお前の苦しみぐらい、俺が背負ってやるよ」という俺の言葉に感かん涙るいしてから、お兄ちゃんと呼び慕したってくるようになった、という設定になっていた。でも人前では慕ってる様がばれるのが恥はずかしいので、あんな暴言を吐いてしまう、ということにもなっていた。

　なんだそのかわいいアリスは。欲しいぞ。

　とにかく、フィクションを交えつつも、あらかたの事情を話し終えた。

「じゃあ、アリスちゃんは一時的に、岩いわ下したさんの家に泊まっているだけ……」

　チョコちゃんは、考え込んでいるようにうつむいた。

「どうしたの？」

「あの……」

　チョコちゃんの表情は、かなり真剣なもの。

「アリスちゃん、『帰る』って言ってましたよね？」

「うん。俺の部屋の鍵かぎを持ってね」

　そう、だから折おり手で荘にアリスは向かった。

　アリスは折手荘に『帰った』のだ。

　だから、アリスに謝る機会はいくらでもある。いつか実家に帰るとは言ってもだ。

「それって、岩下さんの部屋に荷物を取りに戻っただけじゃないんですか？」

「え？」

　コーヒーカップを持ち上げた手が、空中で止まる。




「『帰る』と言って向かう場所は家に決まっています。それって本当に岩下さんの部屋なんですか？」
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　チョコちゃんと別れてすぐに、俺はアリスを捜さがすために、折手荘に向かった。もしかしたら、荷物を取りに戻ったアリスと鉢はち合あわせできるかもしれないからだ。

　走りながら、俺は何度目かの電話をかける。

『お客様がおかけになった電話は、現在電波の届かないところにあるか、電源が入っていないため──』

　通話を切る。

　アリスへの電話は繋つながらない。

　お互い番号を知っているから連絡はつくだなんて、どうしてそんな甘い見通しでいたんだ。アリスが俺を拒否すれば、いくらでも連絡なんてつかなくなるってのに。

「くそ！」

　いくらでも謝る機会はあると思っていた。……バカが。どうしてそんな風に考えてしまったんだ。俺たちの関係が脆もろいものだって、それぐらいちゃんと理解しとけよ！　俺はアリスの正確な名前さえ知らないんだぞ！




　アリスは家出をしてきた。

　誰かに自分のことを分かってもらいたいから。

『他人のくせにふざけるな。お前なんて助けられるわけねえだろ！』

　でも、俺はそう言って、突き放した。

　頼った相手が、自分を理解する気もないのなら、諦あきらめるに決まってる。俺にこだわる必要なんてない。アリスはやっぱり誰にも理解されないと、絶望して自分の家に帰るのだ。

　アリスは俺のことなんてすぐに忘れてしまうだろう。なにせアリスはまだ９歳だ。家の問題がただのアリスの思い違いで、自分が愛されてることが分かれば、家出をしたことはどうでもよくなるだろう。いずれ自分のしでかした、子供の頃の恥はずかしい冒険なんて忘れてしまうだろう。自分を救ってくれなかった優しくない人間のことなんかは、特にさっさと忘れるだろう。

　アリスは俺を変態と罵ののしり、乗り物にして、足を舐なめさせ、パクメンとしてのプライドを粉々にしたことの責任なんて取りやしない。植え付けたトラウマに悩まされ、その度にアリスの顔を思い出しても、あいつはきっと俺を忘れている。

　そして俺だって、成長したアリスを、街で見かけても分からなくなるかもしれない。今よりずっときれいになったアリスを、俺は自分と関係のある人間だときっと思えない。

　なんだそれは？

　なんなんだそれは！

「っざけんな！」

　そうしたら、実体のないアリスに悩まされ続けることになる俺はなんだ？　過去のアリスに食われ続けることになる俺はなんだ？　養分かなにかか？




　アリス、俺は──

　このまま別れるなんて嫌いやだ。




　俺は自分の部屋の前にたどり着く。

　荒れた息を整える時間さえもったいなく感じて、俺は足を止めるのと同時にドアノブに手をかけた。

　回す。

　……鍵かぎはかかっている。

　じゃあ、まだアリスは戻ってきていないのか？　そう安易に思ったが、俺はドアノブの上に、ガムテープが貼はり付けられていることに気が付く。

　すぐガムテープを剥はがす。

　ガムテープの粘ねん着ちやく面に、鍵が貼り付けられていた。

　誰がこんなことを？　該がい当とうするのは一人しかいないのに、わざと考えないようにして、頭を空っぽにしたまま鍵を突っ込んでドアノブを回した。

　ふすまが閉まっていて、和室の様子は分からない。

　靴くつを乱暴に脱ぎ捨てて、中に上がる。

　ふすまを開ける。




　──アリスの荷物は、

　　　　　なくなっていた。




　書き置きさえなかった。

　アリスのいた気配なんて、まるで初めからそんな奴やつなんていなかったみたいに、どこにもなかった。







　それでも俺は簡単には諦あきらめない。部屋の中にアリスが隠れていないか確かめて、俺はすぐに外に出てアリスを捜さがした。でも当たり前だが、アリスが行きそうな場所なんて俺は知りやしない。だから適当に近くを捜し回ることしかできない。

　コンビニ、公園、レンタルショップ、ゲームセンター。

　結局ただ俺が普段行く店を回っただけだっだ。交番の前を通ったとき、アリスを捜してもらおうという考えがよぎったが、俺には捜索してもらう正当な理由さえなかった。俺はアリスの家族じゃないし、保護者でもない。ただちょっとの間、家に泊めてやっただけの間柄。

　最終的に、なにもアテのない俺は、デパートに戻ってきた。

　荷物がなくなった以上、アリスがここに戻ってくるとは思えなかった。でも、俺が思い付く場所はここぐらいしかない。

　買い物を楽しむ普通の客にうとまれながら、デパートの中を走り回った。でもアリスはいない。見つかるわけがないという考えが、頭の端から徐々に侵食してくる。でもそんな考えは無視して捜さがした。息が上がって、脇わき腹ばらが痛くて、足は重い。そもそも俺は病やみ上がりなんだ。苦しいに決まってる。

　でも、それが欲しいのかもしれない。

　認めたくないが、俺はその苦しさで、この気分の悪さをごまかそうとしているのかもしれない。精一杯捜したという証あかしを、この苦しさで得たつもりになって、頑張ったよなと自己陶とう酔すいに浸ひたって、アリスを救えない胸くそ悪さをごまかしたいのかもしれない。

　だとしたら俺は本当にしょうもない。

「はあ……はあ……はあ……」

　立ち止まる。ダメだ……本当にアリスを見つけたいなら、考えないといけない。

「……そうだ」

　俺は『lizardM』に向かった。コウタロー目当てでアリスが戻ってきたかもしれない。そうでなくても、家に帰り、親にコウタローをせびってここに来たかもしれない。

　でも、アテは外れる。

　あのビジュアル系店員によると、あれからずっと店にいたが、アリスは来なかったらしい。俺はアリスの姿を見たら連絡をくださいと、店員にケータイの番号を教えた。

　まあでも、こんなの気休めだ。アリスが俺に会う気がなければ、連絡なんてこないだろう。

　俺はエスカレーター横の椅い子すに座って、溜ため息いきを吐つく。

　少し休きゆう憩けいして……これからどうする？

　そんな遠くに住んでいるわけじゃないはずだ。まだそこら辺をうろうろしているかもしれない。気が済むまでは走り回ろう。

　俺は捜索を再開しようと、目を開けた。




「あら、ごきげんよう」




　なぜか丸坊主の美女が目の前にいた。




「…………ぎゃああああああああああ‼」




　──ガン！

　驚いて飛び退いたら、背後の壁に頭を思いっきりぶつけた。

「つ、つぅ……！」

　頭を押さえる。

　なに？　なにこの生き物？　どうしてこれだけの完璧な容姿を兼ね備えて坊主なの？　見み惚とれようにも頭に目が行って、不ふ憫びんに思う……のも違うし、だって坊主でも美人だし……ええなにこれなにこれ！　やばい、どういう感情を持てばいいのかさえ分からない。まさか俺のリアクションスキルを試されているの？　坊主の君さえ受け入れるよ、とか言えれば正解なの？

「あらあら、大丈夫でしょうか？」

　動どう揺ようしている俺をよそに、美女は慌あわてることなく、手に持っていたロングヘアーのカツラをかぶる。

　無事文句なしの美女になる彼女。

「カ、カツラ？」

「ウィッグと言ってください」

　動どう揺ようしてこいつが誰だかなんて考えられなくなっていたが、もう分かったぜ……。

　この悪気のない自うぬ惚ぼれお嬢じよう様は──

「白しら波なみ瀬せ恵え瑠る……」

「はい」

「……なぜ坊主なんですか？」

「その質問に答えなければいけないほど、わたくしたちは親しいのですか？」

　……う、そう言われると……。意外と繊細な事情だったのか。丸坊主の女の子と接したことなんてないから、そこら辺のさじ加減はちっとも分からん。

　白波瀬さんは隣に座り、頭にレースのハンカチを当てる。

　一応俺が、さっき壁に頭をぶつけたのを心配してくれている？

「あなたの行動を、わたくしの気を惹ひくための必死のパフォーマンスだと理解した上で、それでもこうして世話までしてあげる優しいわたくし……。ふふ、こうして人のために動くのも悪くはないですわね」

　ええと……なに言ってんのこいつ？

「……白波瀬さん、なぜここに？」

「はい。おそらくあなたが、わたくしに見み惚とれ、忘れられず、その結果つけ回したが故ゆえに、また遭遇してしまったからでしょう」

　違います。

「本来ならばつけ上がるのを警戒し、冷たく当たるべきなのでしょう。しかしわたくしはどうも他人に厳しくすることが苦手なのですわ……。数少ない欠点ですわね。ましてやわたくし、今は気分がよろしいので、迷惑行為さえもついつい容認してしまいます」

　そうして優しく微ほほ笑えむ。

　……いちいち腹立たしいが、本人は本当にただ親切にしてるつもりだろうから、あまり強く言えない……。しかも微笑みは完璧だし。この優しい笑え顔がおを写真に撮って、家に飾っておきたいぐらいだし。

　ああ……でも、こんなことをしてる場合じゃない。

「すみません、俺、ちょっと急ぎの用事があって、もう行かないと」

　俺は立ち上がる。

「あら？　わたくしの介抱を振り切るほどというと相当の用ですわね。どうかなされたのですか？」

　……言ってもしょうがないが、隠すことでもないか。

「アリスの──ああ、いえ、知り合いの女の子の行ゆく方えが分からないんです。なので捜さがさないといけないんです」

　たぶん他ひ人と事ごとのように「大変ですね」とでも返ってくると思っていた俺は、反応を待たずに動き出そうとして、

「──アリス……さん？」

　その意味ありげな口調に、すぐ足を止める。

「まさか、知っているんですか？」

「同じ方かは分かりませんが……そのアリスさんというお方は、９歳で、お人形さんのような方ではございませんか？」

「…………‼」

「頭に黒いリボンをし、手に奇き妙みようなぬいぐるみを抱かかえている？」

「そ、それです！」

　さすがにそこまで特徴が一致して、別人とは思えない。

「白しら波なみ瀬せさん、アリスの知り合いなんですか⁉」

　だとしたら、手がかりがなにもない俺と違い、有力な手がかりを持っている⁉

「……おそらくそのアリスなら存じておりますが……」

「な、なら、連絡先を知りませんか？　もし知っていたら教えてください！　お願いします！」

　頭を下げる。

　白波瀬さんは目を丸くして俺を見ていた。俺が頭を上げても、同じ顔をして見続けている。

「──ダメですか？」

「いえ…………失礼ですが、彼女とはどんな関係で？　あまり彼女と接点があるようには思えないのですが……」

　ああ、それもそうか。小学生の女子の連絡先を教えてくれなんて言われたら、警戒もする。

「ええと、アリスは家出をしていたんですが、まあ色々あって、うちに泊めることになったんです。一人暮らしの部屋なんで、俺は嫌いやだと言ったんですが……」

「本当ですか？　警戒心の強いあの子が、男の一人暮らしの部屋に上がったのですか？　信じられません」

「まあ、確かに警戒心は強かったですけど……でも、いきなり俺を人間椅い子すにするような奴やつですよ？　別にそこまで不思議ではないでしょ」

「あの子が、あなたを、人間椅い子すに？」

　口に手を当てて、さらに驚きを表す白しら波なみ瀬せさん。

　しまった！

　これでは俺が、小学生を部屋に連れ込み、弄もてあそばれることを楽しむ変態みたいじゃないか！

「ちち、違うんですよ？　人間椅子はアリスに無理矢理──」

「あの子が無理矢理！」

　うわ！　今度は小学生の要求さえ断れない、軟弱男子みたいじゃないか！

「ち、違うんです！　俺はパクメンなんで、いいようにアリスに弄もてあそばれたわけじゃないですよ？　むしろなんというか大人の余裕？　ほら、それぐらい余裕で耐えられるのがある意味でパクメンというかなんていうか…………」

　でも、俺の言い訳は白波瀬さんはまったく聞いてなかった。

　口に手を当てたまま考え込んでいる。

「…………信じられません。でもそれが本当なら、この方ならなにかを変えられるかもしません。あまり期待してはいけませんが…………」

　なにか小さな声でぶつぶつ言っている。

「あの……白波瀬さん……」

　しばらく考え込んでいた白波瀬さんだったが「……試してみるだけしましょう」と呟つぶやいたと思うと顔を上げる。

「あなたはアリスを捜さがしているのですよね？」

「え？　あ、はい」

「分かりました。なら、教えます」

　白波瀬さんは言った。




「すでに彼女は見つかっております」




「は？」

　今、なんて？

「ですから、彼女は見つかっております。先ほどわたくし、気分がいいと言いましたよね？　それは彼女の無事が分かったからなのです」

「…………ええと、」

　つまり、それはどういうことだ？

　どうして白波瀬さんが、アリスの無事を知っている？

「あの……あなたはアリスとどういう関係なんですか？」

　なぜか白波瀬さんは、質問の意味が分からないといった風に、目を丸くする。

　いまいち会話が噛かみ合っていない。俺と白しら波なみ瀬せさんの間に、なにか認識の違いが？

「あなたは彼女を家に泊めていらっしゃったのですよね？　少なくともそれだけの信頼関係を築かれていていたのですよね？」

「そうですよ」

　信頼関係については眉まゆ唾つば物ものだが、面倒くさいので肯こう定ていする。

　白波瀬さんは自分を指さす。

「白波瀬恵え瑠るです」

「いや知ってますよ？」

　サインもされたし。

「……苗みよう字じをご存じないので？」

「だから苗字は白波瀬ですよね？　なにが言いたいんですか？　それより俺は、あなたとアリスとの関係を──」




「白波瀬有あり澄す」




「…………え？」

「有澄は、わたくしの妹です」

　白波瀬恵瑠が、アリスの姉……？

「どうやら本当に苗字をご存じなかったようですね。それなのにあの有澄が、あなたの家に泊まっていて、それどころか人間椅い子すにさえしていた……。これはどういうことでしょう？」

　もう一度、頭の中で繰り返す。

　白波瀬恵瑠とアリスは──姉妹。

　……言われてみればすごく納得できる。

　いかにも深窓の令れい嬢じようである、神様がえこひいきした特別製の白波瀬恵瑠のことを、俺とは関わらないような世界に生きている人間だと感じていた。こうして話していても、それは変わらない。

　そして、改めて考えると、アリスもそうだったかもしれない。アリスだってどう見てもえこひいき特別製だ。まだ９歳だから、そこまで俺との隔へだたりは感じないけれど、これから成長し大人になっていけば、距離を実感させる存在になるだろう。この姉のように。

　──待てよ。

　姉である彼女が、アリスが無事であることを知った、ということは……？

「有澄は、父が家に連れ帰りました」

　そうだよな。そういうことだ。

「有澄がいない間、父も母も仕事を休み、家族で捜さがし回りました。もちろんわたくしもです。このデパートに来たのも、有あり澄すを捜さがしていたからなのですよ？」

　そういえばアリスは、ここには何回か来ていると言っていた。さすが姉、目星は正しかった。

「つい先ほど、父がスーツケースを抱かかえて彷徨さまよっていた有澄を見つけて、連れ帰りました。ですので、あなたが今心配なさったような、誘ゆう拐かいなどという事実はございません。その点については安心してください。誰かに無理矢理連れていかれたという事実は──」

　エルさんは、表情を曇くもらす。

「──いえ、違いますね。無理矢理連れていかれたとは、言えるのかもしれません」

　そう、アリスは──

　家に帰ったのではなく、帰らされた。




　俺とアリスは、強制的に、別れさせられた。




「────」

　なにを──

　唇くちびるを噛かみしめる。

　なにを別れさせられたなんて都合のいい解釈を。俺はアリス本人に見切りをつけられた。アリスの両親は、家出した娘をただ連れ帰っただけだ。それは親の権利──いや、義務だ。本来部外者の俺が、口を挟はさめることでもない。

　でも、これだけは言える。

「なんだよそれ……」

　少なくとも俺は、アリスとのこんな別れを望んでいない。

「……エルさん、教えてくれ。アリスはどうして家を出たんだ？　アリスに一体なにがあったんだ？」

「……本当に知りたいですか？」

「ああ！」

　力強く返事をする。

　エルさんはそれでもまだ躊躇ためらって、なかなか口を開かない。

「そんなに言いにくいことなのか？」

「……そう、ですね。ですから忠告があります。知ってしまったら、あなたは引き下がれないかもしれません。その覚悟がありますか？　事情を聞いたのなら、有澄のために、力を貸してくれますか？」

「それは──」

　覚悟。

　ただ、たまたま知り合っただけの家出少女を助ける覚悟。

「一人の人間を助けることが、どれだけ大変か分かっていますか？　それは犠ぎ牲せいを伴ともなう行為です。ただ良心が痛むだけなら、有あり澄すのことは忘れてしまう方が賢けん明めいです」

　きっとそれは、本当にそうなのだろう。他人の家庭に踏ふみ込むことの大変さは、アリスがいるときも散々考えた。

　カリスマパクメンの十じゆう文もん字じさんは、『たった一人でも誰かを本当の意味で救うことができたら、それだけでもうパクメンである』と言っていた。

　それだけ、誰かを助けるということは大変なのだ。

　だけど──

「──望むところだ」

　本当に、迷いなく、アリスを助けたいと思った。

　本当に、本当に、心の底から。

「はは」

　思わず笑ってしまう。

　自分の感情なのに、そう思う理由が分からない。

　俺、本当にアリスの養分になっちゃってるんじゃねえの？

「あなたの覚悟は伝わりましたわ」

　エルさんは微ほほ笑えみを浮かべる。

　まったく……相変わらず、その微笑みだけは完璧だ。

「実際に起きたことですので、ありきたりだと笑わないでくださいね」

　なにが出てきても受け止めるつもりで、俺はエルさんの言葉を待った。

　エルは覚悟を決めるように一度大きく息を吸い込んで、その言葉を口にする。




「白血病だったのです」




「────」

　ああ、確かにエルさんの言うとおり、ちょっと吹き出してしまいそうだった。

　勘違いしないで欲しい。ありきたりで滑こつ稽けいだったからじゃない。確かにその病名は、ドラマなんかだったらもう消費し尽つくされて、名前を出しただけで「またかよ」と冷笑されてしまうような病気だ。

　でもその病気は、どんなにお涙ちょうだいのくだらない物語に消費し尽くされても、実際によくある病気なのだ。それが滑稽なわけがない。

　だから俺が吹き出しそうになったのは、途方に暮れたからだ。想像を超えた事情に、笑うことしかできないほどに。

　おいおい、それは卑ひ怯きようだろ？　そんな病名を出されたら、どうしていいか分からなくなる。まるで水戸黄門の印いん籠ろうみたいに、すごすごと引き下がるしかない。

　……いや、違う。よくその言葉を聞くんだ。

「…………だった？」

　過去形。

　そう、その大病は、過去形だった。

「はい、もう病気は治っているのですわ。今現在病気と闘っているわけではないのです。再発の可能性がないわけではないようですが、お医者様はその心配はいらないとおっしゃっています」

　確かに今のアリスがそんな大病に冒されているとは思えない。

　じゃあ、この物語はなんだ？

　病気と闘い抜いて勝利したアリスは、次はなにと闘っているんだ？

「アリスの病気は完治して……ええと、だから家族と仲が悪くなって、家出をした？」

　いまいち前後が繋つながらない。

「いえ、違いますよ？」

　──別に家族仲は悪くない、とか？

　──再発の可能性がある以上完治とは言えない、とか？

　そういうことを言っているのかと思った。

　でも、違った。

　エルさんは、そのロングヘアーのかつらを取り、答える。




「白血病だったのは、わたくしです」




　無意識に、息を止めていた。

『じゃあ姉が白血病だから泊めて』

『お前と関係ねえじゃん！』

　おいアリス。冗談を言い合ってる最中に真実を入れ込むな。分かるわけないだろ。そんなことで事情を話した気になるのはやめろ。まさかとは思うが、『ハゲ嫌い』とか言っていたのも伏線じゃないだろうな？　抗がん剤の副作用を見てきたから坊主が嫌いだったとか、そんなちゃんとした理由があるわけじゃなかろうな？

　エルさんは、俺の狼ろう狽ばいにもまるで気にする様子もなく、またかつらをかぶる。

「でもわたくし、美しいでしょう？」

　本当に、そうだ。

　浮世離れしているのが、そんな理由だったなんて……。こんなの自画自賛して当然だ。

　でも──

　それが、アリスの家出とどう繋つながってくる？




「もうお察しかもしれませんが、」

　エルさんはわずかに視線を落とし、言う。

「有あり澄すが家を出た原因は、わたくしです」







[image: 第四章]
















　エルさんの病気が、アリスの家出にどう影響したのか？

　俺は理解しようとエルさんの話を聞き続け、そして結論としてこう思った。

　──よく分からん！

　いやー、ホント、アリスの考えてることなんて、ちっとも分からないね！

　…………えーと、言い訳だけど、人づての話だけで結論を出すなんて無理じゃね？　曖あい昧まいなのに分かった気になっても、それはそれでアリスに失礼な気もするし。人の心なんてそんな分かりやすいものじゃない。

　十じゆう文もん字じさんも「分からねえことを分かった気になって優越感に浸ひたっているバカが、一番救いようのないバカだ」と言っていたしな。

　エルさんがした話を、思い返してみる。

　アリスは生まれたときから、エルさんの病気と付き合っていた。アリスが産まれたとき、エルさんは７歳で、すでに白血病であることが判明していた。アリスは産まれて間もなくＨＬＡ型（白血球の型のこと。一致すると、かの有名な骨こつ髄ずい移植が可能らしい）を調べられた。姉妹間で一致する確率は四分の一らしいが、アリスは見事に一致した。

　結果だけ言えば、アリスが骨髄移植手術をすることはなかった。アリスが成長し、手術が可能になるまでに、エルさんの病気は改善し、その必要がなくなったからだ。

　そこら辺の事情だけでも、アリスが、エルさんの病気とは、切っても切り離せない関係であることが分かる。

　エルさんの病気は、もうこれで大丈夫だ、という基準があるものでもないらしいので、乗り越えたはっきりとした日時があるわけではない。医者に再発の危険性がほぼないと言われ、エルさんが無事に学校に通うようになって、たまに体育の授業にも参加して……そういう事実を積み重ね、少しずつ病気から回復したという事実を、家族は実感していった。

　それでようやく、白しら波なみ瀬せ家に普通の生活が戻ってきたのだ。

　でも──

「でも有あり澄すは、それから少しずつ様子がおかしくなりました」

　おかしくなった……ってどんな風に？

「別人のようになった……というべきでしょうか？　わたくしにはそれが分かります」

　アリスが別人のようにねえ……。昔は、初対面の高校生を椅い子すにしたりするような奴やつじゃなかってことか？　……いまいち信じられん。あのドＳっぷりは、絶対アリスの本性だ。

　それに、その変化がどう家出に関係するんだ？

　あまり関係なくないか？

　エルさんの病気が治ること自体は、アリスにとっていいことに決まってる。アリスの両親は相当忙しい人たちみたいで、そのせいもあって、エルさんとアリスは一いつ緒しよにいる時間が多かったらしい。普通に考えれば、そこら辺の姉妹よりも二人の絆きずなが深いだろう。

　病気の間、両親にあまり構ってもらえなかったアリスの状況も、余裕ができたことでちょっとは改善したはずだ。

　いいことずくめじゃないか。

　それなのに、どうして今になって、アリスは家出をしたんだ？

　やっぱり俺にはよく分からない。

　この問題は、本当に俺にどうにかできることなのか？

「それは分かりません」

　なんだそりゃ？

「ですけれど、あなたがどうにかできる可能性はあると見ています。もしあなたが有あり澄すを救うことができる人間でしたら、きっとわたくしたち家族と有澄が一緒にいるところを見れば、なにかを感じ取ってくれるはずですわ」

　アリスが家出した原因も分かるのか？

　でも、その問いに対する、エルさんの返答は歯切れが悪かった。

「……そうですね、分かるかもしれません」

　まあでも結局──

　俺の選択は、エルさんに従うことしかなさそうだ。
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　白しら波なみ瀬せ家は、俺の最寄り駅から三駅先の高層マンションにあった。

　周りの建物を小こ馬ば鹿かにするように高々とそびえ立つそのビルには、なんと屋上にヘリポートまであるらしい。玄関の自動ドアは電子キーがなければ開けられなかった。緊張しつつ入ったら、庶民を舐なめているとしか思えない立派なロビーがあり、そこには無む駄だにピアノが置いてあり、受付の女性もいた。……なんなんだここはホテルか？

　挙動不審になりキョロキョロしている俺を尻しり目めに、美女モード（ロングヘアーモード）のエルさんは慣れた様子ですたすたと進んでいく。エレベーターの前にまた自動ドアがあった。どうもまた電子キーが必要らしい。なんだよこの厳重なセキュリティは？　折おり手で荘の俺の部屋なんて、試しに針金を突っ込んだら三秒で鍵かぎが開いたというのに……。

　エレベーターに乗り込む。

「そういや家は何階なんですか？」

「最上階ですわ」

　やべ、マジかよ吐きそう。

　冗談かとも思ったが、エルさんは最上階である48階のボタンを押した。

　はあ……。本気でそんな部屋に、エルさんの手引きがあるとはいえ、侵入しなきゃいけないのか。無理だって！　このマンション、絶対セコムしてるって！

　俺が溜ため息いきを五回吐ついている間に、エレベーターは48階へと着いて扉が開いた。

「で、白しら波なみ瀬せ家は部屋はどこらへんですか？」

「この階にはわたくしたちの部屋しかありませんよ？」

　よし！

　逃げよう！

　エレベーターを降りたエルさんに手を振って、俺は『閉』のボタンを押す。しかし無情にもすぐにエレベーターの扉は開いた。エルさんが外からボタンを押していた。

　しばらくボタンを押し合って、扉を開けたり閉めたりの応おう酬しゆうを続けていたが、にこりと笑うエルさんのスマイルに押し負けて、俺はエレベーターの外にしぶしぶ出た。

「無理だって……ここまでやってくるだけで心臓がキリキリ痛むのに、侵入とか絶対に無理だって……。さっきからほら、金持ちアレルギーで鳥肌がすごいんだからほら！」

　腕を見せる。エルさんは見もしない。

「そんなことでどうするのですか？　もしわたくしとあなたがお付き合いして、両親に挨あい拶さつする機会があったら耐えられないのでは？」

「え？　実は俺にぞっこん？」

　エルさんは、同情するように目を細める。

「あまりにあり得ないことですので、冗談と分かると思いましたのに……。もう少しレベルを下げた冗談でないと伝わりませんでしたね……申し訳ないです」

　こんな失礼な謝罪が存在するとは……。

　しかも案の定、まったく悪意はないし。

「それはさておいて、まいりましょう」

「いや、だからさ──」

「わたくし、有あり澄すを助ける覚悟があるか聞きましたよね？　そうしたら岩いわ下したさんはこう答えました」

　エルさんは下した唇くちびるを突き出し、鼻び孔こうを広げ、眉み間けんにしわを寄せる。

「──望むところだ」

　なんですかそのむかつく顔は？　そんなきれいな顔でもそんなおもしろい顔ができるんですか？　一体誰の真ま似ねのつもりですか？

「ふう、どうしても美しいわたくしが庶しよ民みんの真似をすると、これぐらいグレードを下げなければなりませんわね。似ていました？」

　ハゲてるくせにテメエ‼

　……いやいや、脳内ツッコミだとしてもさすがにこの罵ば声せいは酷ひどいか。さすがに気にしてるだろうし。

「……あの、その坊主頭はあれですか、抗がん剤の影響とかそういう？」

「違いますわ」

　え？　違うの？

「確かに闘病中は毛がない時期もありましたが、今は自主的にしているのです」

「ど、どうして？　お気に入りなんですか？」

「まさか。新しい状況に戸惑っている有あり澄すのために、せめてわたくしの姿だけでも、病気のときの状況に近づけようとしたのですわ」

　それは……美しい姉妹愛だな。

「美しい姉妹愛だと思いませんか？」

　自分で言っちゃった。

「外見も内面も美しいって……わたしに欠点はあるんでしょうか？」

　ハゲてるくせにテメエ‼

　まあでも、エルさんの言うとおり、覚悟があると答えたのは事実だ。俺は腹を括くくらないといけない。パクメンに二に言ごんはないのだ。

「余談ですが、父は趣味で日本刀を集めております。剣道の腕前は、なんと有段者なのですよ」

「急に家族の自慢話？」

「小学生の娘を泊めた男は、どんな事情があっても変質者には違いないだろうから、問答無用で叩たたき斬きると言っております。気を付けてくださいませ」

　よし！

　逃げよう！

　パクメンに二言はない？　なにそれ？




　でも結局、俺は白しら波なみ瀬せ家のリビングに侵入してしまった。俺の死因の第一希望は老ろう衰すいだったのだが、それは叶かなわず、どうやら日本刀による出血性ショック死になってしまうらしい。小学生女子の尻しりを追いかけてその親に斬ざん殺さつされるとは、なかなか壮そう絶ぜつなラストだな。

　侵入自体は楽に正面からできた。エルさんがメイドの原はら口ぐちさんにすでに話を通していたようで、すんなりリビングに入ることができたのだ。エルさんがどう説得したのかは謎なぞだが、きっとこの人も、アリスと家族の関係に思うところがあるから協力してくれるんだろう。

　ちなみに原口さんはメイドでありながら四十代女性で、服装もメイド服ではなく、動きやすそうなカジュアルな服装だった。俺の「おいしくなーれ、萌もえ萌えキュン」とメイドがやってくれるのではないかという幻想は砕くだけ散った。さようなら。

「希望ならやりますよ」

　無理すんなババア。

　白しら波なみ瀬せ家メイド隊（俺命名）は原はら口ぐちさんを含めて計四人らしいが、他の人たちも、俺の期待しているメイドとは違うらしい。これが現実か……。でも今日勤務していない一人は若い女性らしいから、最後の望みをかけよう。エルさんは『メイド』ではなく『家政婦』と言っているが、メイドの方がロマンがあるので、俺はメイドと言い続ける。

　しかしこのリビングもまたすげえな。何なん畳じようあるんだこのスペース。この床の素材、もしかして大理石じゃなかろうな？　しかも石のくせになぜか温かい……ああ床暖房か。そしていちいち豪ごう華かそうなこの家具の数々……。あの超絶にふかふかそうなソファーとか、うちにあったら母さんが一生動かなくなるんじゃないか？

　でも、広さや家具よりも目を引くのは、この窓から見える光景だ。おお、下界を見下ろしていると、高こう揚よう感と優越感が……。なるほど、こんなところに毎日いたら、白波瀬姉妹が思い上がるわけだ。くそう、こんなマンションに当たり前のように暮らしやがって……！

「調子に乗るな！」

「……？　なぜわたくしは怒られたのです？」

　確かに今のは俺が悪かった。ほとんど僻ひがみだった。

「で、俺はどうすればいいんだ？　タクシーの中で家族の夕飯の様子を見て欲しいと言っていたが、どうやって見ればいいんだ？　当然俺がいることが分かっちゃいけないんだろ？　隠れる場所があるか？」

「考えていませんでしたわ」

「おい」

　エルさんは、俺の全身を見渡して考え込む。しかしこんなきれいな女性にジロジロ見られると、やっぱり緊張してしまうぜ……。

「そうですわ。その持ち前の存在感のなさなら、口を閉じて立っていればどうにかなるのでは？」

　なに言ってんのこのハゲ？

「ええと……分かるに決まってるでしょ？」

「ですけど、どこにでもいる顔ですわよ？」

「どんだけ失礼なんだよ！　石ころのごとくどこにでもいる存在だから、目にも留めないってか！　姉妹揃そろって似たようなことを言いやがって！」

「……？　なぜわたくしは怒られたのです？」

　そこは気付けよ！　自分が失礼なことを言ってることに気付けよ！

「わたくしは、あなたの容姿の利点を口にしただけですのに……。わたくしなんてどうしても目立ってしまい、道を歩くだけであらゆる殿方に声をかけられてしまいますから……。美しすぎるのも時には不便です」

　なにを本気で嘆なげかわしそうに言ってやがるんだこいつ！　絶対本気で不便だなんて思ってねえだろ！

「お嬢じよう様、私に妙みよう案あんがありますよ」

　俺が苛いら立だちで会話不能になっていると、中年メイドが口を挟はさんできた。

「あら原はら口ぐちさん、なんですの？」




　というわけで、俺は段ボールの中に入れられた。




「……ひでえ、この有様」

　俺は横長の巨大な段ボールの中で、うつ伏せになって肘ひじを突き、足を伸ばした状態で待機することになった。この体勢で長時間身動きせずにターゲットが現れるのを待っている人間なんて、俺以外にスナイパーぐらいしかいないんじゃないか？

　その上、エルさんも原口さんも、不安がっている俺をほっといて自分の部屋に戻るし。

　にしてもエルさんめ。あんな垂れ目の穏やかそうな顔をしてるくせに、やっぱりアリスと同等のドＳじゃねえか。不安に襲われた俺が、恥はずかしながらも震えた声で「こ、ここにいてよ」と勇気を出して頼んだのに、「いやですわ、宿題がありますし」とそれはもう素敵な笑えみで拒否しやがるし。なんだその言い分……。しかもあの笑みは絶対楽しんでる笑みだ。

　姉妹揃そろって俺の放置プレイにはまるとは……確かに白しら波なみ瀬せ家には問題があるらしいな！

　ところでこの段ボール、地面に置いてあるわけじゃなく、ものすごく高価そうな皿とかグラスとかが置いてある飾り棚の上に乗っている。まず飾り棚の上に乗り、そこから二人が渡してきた段ボールの中に入ったのだが、そのときに棚の中の物を壊すんじゃないかとどれだけ緊張したか……。今だって高級品に戦々恐々としているから、下へ手たに身動きができないし。ずっと同じ体勢だから身体からだも痛くなってきた。

　……はあ、俺、なにしてるんだろう？　俺ってパクメンじゃなかったっけ？　パクメンって言われるがままに、段ボールの中に押し込まれるようなものだっけ？　なんでエルさんを楽しませるための奴ど隷れいになってるの？




　と、人知れずこの世の無常観に苛さいなまれて30分ほど経過した頃、段ボールの向こうから会話が聞こえてきた。

　段ボールに開けた穴から、リビングを見る。エルさん曰いわく、この場所からなら、夕食時にテーブルの前に座る家族四人が全員見えるとのことだ。

　視界からはまだ誰も見えなかった。どうやらメイド軍団がここからは見えないキッチンで料理を作っていただけのようだ。ちなみにそのメイド軍団とは、その語感から想像される甘かん美びな響きとは違い、実体はただの中年女性家政婦軍団だ。原はら口ぐちさん、下しも平ひらさん（白しら髪ががキュートな五十代女性）、石いし川かわさん（お腹なか周りがふくよかな三十代女性）の三人。はいはい萌もえ萌えキュン。

「………………はぁ」

　思わず深い溜ため息いきも吐つく。メイドなんてこんなもんだ。どうせ月つき野のつぼみも５歳ぐらいサバを読んでいるんだろうな……もうこの世界、どうでもいいわ。

　と、投げやりになってしばらくしたら、ようやく目に映る範囲にエルさんがやってきた。悔くやしいがその美女っぷりを見ると、こんな目に遭わせた張本人だと分かっているのに、だだ下がりしていたテンションが上がってきた。

　エルさんがこっちを見て、にこりと笑う。

　で──

　なんの脈絡もなく、カツラを取った。

　ハゲた。

「げほげほ‼」

　むせた。

　戸棚ががたがた揺ゆれて、かちゃかちゃと音がした。

「ひぃ！　皿が割れる！　弁償はいやあ！」

　エルさんは持ちネタ（？）で、俺をうろたえさせて超うれしそうだ。ってアホか！　バレてもいいのか！　自分のドＳ欲求を最優先に行動するな！

「……あれ、お嬢じよう様、今なにか男性の声らしきものが聞こえませんでしたか？」

　五十代メイド、下平さんの声。

「そうですか？　したとしたら、おそらくわたくしの美しさに惑わされ付いてきた、生き霊りようかなにかでしょう」

　どんなごまかし方だ！

　……でも、だいたい分かってきたぞ。基本的にエルさん、後先考えてない。




「恵え瑠る、謙けん虚きよな物言いを学習しなさいと言っているでしょう？」




　新しい声がした。

　よく通る、力強い女性の声。

「もうあなたは子供でも病気でもないのだから、誰もそのような態度を大目に見てはくれないのよ。自分の環境が変化したことを理解し、適応しなさい」

　説教をしているようだが、声こわ色いろを聞く限り、怒っているわけではなさそうだ。

「はい、すみません、お母様」

「そうだぞ恵え瑠る」

　次に聞こえたのは、アナウンサーのように抑よく揚ようがよくついている男の声。

「病気のときは自己肯こう定ていする必要性があったから、俺たちはそう教育したが、もう状況は変わったんだ。新たなステップに進まなければいけないな」

「はい、よく分かってますわ、お父様」

　段ボールの穴から、その姿が見えた。

　まず父親。名前は白しら波なみ瀬せ泰だい称な。会社経営者や、剣道の有段者ということを聞いて、それこそ俺が目指す亭てい主しゆ関かん白ぱく系の厳格な父親のイメージを思い描えがいていたが、そのイメージとは違った。縦が長くて横が細く、むしろ優やさ男おとこと言った方が適格な外見だ。こざっぱりとした短髪が、清潔そうな見てくれに似合っている。父親というより、優秀なビジネスマンといった感じだ。

　でも、どこかただ者でない雰ふん囲い気きを漂わせている。今だって口元はともかく、視線からは鋭するどさが消せていない。見た目は若々しいのに、若い人間にはない威圧感がある。

　そして母親、白波瀬琉る生い。白波瀬姉妹の母親だけあって、やはりものすごい美人だ。日本人離れしたはっきりとした目鼻立ちをしていて、しかも身長も高いので、まるっきりモデルのようだ。若いというよりは、年齢不ふ詳しような美人。

　だけど、

「…………」

　ごくり、と唾つばを呑のみ込む。

　この人は、下へ手たすると父親以上に近寄りがたい。ミステリアスという表現が一番正しい気がするが、そんな安易な表現ではこの人を表すのに物足りない。その無表情の顔で見つめられたら、眼鏡めがねの奥の他人を貫くような真っ直すぐな瞳ひとみと相まって、凍り付いてしまいそうだ。まるで戦地で敵と対たい峙じしている最中のような、隙すきのない張り詰めた空気。

　なんなの……この無意味に土下座したくなる人？　ビビらないなんて無理なんだけど……。

　ルイさんは、無表情のまま続ける。

「とかく日本では、それが事実であろうと、女性が自らを誇ほこることは推奨されません。謙けん虚きよであることを好まれます。むやみに敵を作り、足を引っ張られるような状況を作るのは得策ではありませんよ」

「でもお母様。自分を美しいと言い続け、常に意識することで、そうあり続けられるものではありませんか？」

「他者と話すときに、そのようなことをわざわざ口にするのはやめるべきと、言っているのです。これからあなたが自分のことだけでなく、相手を尊重できるよう成長するにあたって、通らなければならない過程ですよ。それからむやみに反論に『でも』と使うのはやめなさい」

「はい、ごめんなさいお母様」

　……なんだろうか、この会話の違和感。

　この母親は正しいことを言っているのだけど、どこかおかしい。うまく言えないのだけど、印象を口にすれば、そう──正しすぎる気がする。

「恵え瑠る、あなたは自分の容姿を、敵を作るものではなく、味方に付ける武器にするよう心がけなさい」

　だってこれ、母親と娘の会話だろ？　しかも、説教ならともかく、どうもこれが普段の会話のようだ。ってか、『容姿を利用しろ』ってどんなアドバイスだよ？　それって娘に言うことか？　親子で悪徳商法でも始める気か。

　…………まだ、判断はできないが、この家庭はどこかおかしい気がする。少なくとも俺は、あの中に入ったら落ち着けない。

　この違和感も、アリスの家出の原因と関係しているのか？

「そういや母さん、さっきの商談だけど、どうするべきだと思う？」

「あなたの意向に従いますが、わたしはあの方は切り捨てることを推すい奨しようします。わたしたちとの取引が成立しなければ自分の会社が倒産する？　はん、同情を武器に立ち回ろうとしているその甘さから、無能さがうかがい知れるというものです。わたしたちにどうメリットがあるか示せない時点で、取引として論外です。救いを求めようとわたしたちの足を掴つかみ、引きずり下ろそうとしているなら、蹴け落おとすしかありませんね」

「やっぱそうだよなー。泣かれちゃったから即断できなかったけど、母さんのおかげでやっと決断できたぜ」

「あなたは情にほだされやすすぎです。タイミングよく涙を流すことなど、習得すればどこの誰でもできることですよ。その程度の工作で迷いが生じ、即断できないようでは、部下に示しがつきません」

「めんぼくない」

　……じょ、状況は全然分からないけど、超恐いんだけど。血も涙もねえ。しかもこの内容を、ほとんど表情を変えず、当然のことのように口にしてるし。ダイナさんの受け止め方もおかしいだろ。

　って、もしかすると展開次第では、ルイさん含め、この家族と対立しなきゃいけないのか？

　いやいやいやいや無理無理無理無理だって‼　だってこの二人、きっとビジネスの世界で、百戦錬れん磨まの大人たちをねじ伏せてここまで来たんだろ！　特に見ろよあの母親！　絶対闇やみの世界で何人か屠ほふってる（失礼）って！　でも俺は、何度も言ってるけど、ただの高校生だぞ！　普通の大人と対話するのだって身構える立場なんだよ！　それなのにこんな一ひと癖くせも二癖もある人たち相手にどうしろいうんだよ！

　ああもう、エルさんの話なんて聞かなきゃよかった！　元々俺の世界に、こんな一家は関係なかったんだ。見ろよこの豪ごう華かなリビングに、この芸能人みたいな見てくれの人たちを。別世界だろ？　こんなのが俺の人生に関わる方がおかしいんだ。ここ数日のことなんて忘れりゃ、元通りの生活を送れたんだ。もしかしたらチョコちゃんと甘い青春を送れたのかもしれないんだ。それなのにどうして俺はアリ──




「パパ、ママ、遅れてごめんなさい」




　そうだ、なにをぐだぐだ言ってるんだ。

　俺は、アリスを助けに来たんだ。

　覚悟はちゃんとしたはずだろうが。

　段ボールの穴からアリスの姿が見えた。腕には見慣れたブービットがいるが、髪型がいつもと違う。耳の後ろで二つ結びにしてる髪型は、いつもよりだいぶ子供っぽい。

　あ、でも雰ふん囲い気きが違うのは、表情がにこにこ笑っているからもあるのか？

「…………って」

　──アリスがにこにこ笑っている？

「…………うわ、キモ！」

　思わず叫さけぶ俺。

　笑え顔がおを絶やさないだなんてお前……なに一つ欠点がなくなるぞ！　パーフェクトアリスか！

「ん、なにか声がしなかったか？」

　こちらの方を見る、アリス父。

　しまった！

「しましたでしょうか？　きっとわたくしの美しさに惑わされ付いてきた、生き霊りようかなにかでしょう」

　そのネタ二回目！　ってかこいつ、ちっとも母親に指摘されたこと気にしてねえ！　なんという図太さ！

　幸いにもダイナさんは大して気になったわけではないようで、すぐに視線を元に戻す。

　パーフェクトアリスなんて勘違いだろうと思ってまたじっくり見たが、やっぱりアリスは笑っていた。キモい。似合ってねえ。早くみんなツッコめよ。

「有あり澄すも来たし、夕飯にしよう」

　ダイナさんの声で、家族全員が椅い子すに座った。アリスはブービットを、自分の隣の椅子に置いた。

　メイドが食事を配膳する。ナイフとフォークを使うようなコース料理でも出てくるかと思ったが、さすがにそんなことはなかった。普通の家庭よりは豪華で品数も多いが、あくまで家庭料理といった感じだ。

　料理が運ばれている間も、アリスはなにがうれしいのかにこにこしていた。

「こうやって家族で食事をするのは、久しぶりですわね。数ヶ月ぶりでしょうか？」

　エルさんが微ほほ笑えんでそう口にする。

　……一家団だん欒らんが数ヶ月ぶりか。話には聞いていたが、本当に忙しい両親なんだな……。

「ま、休みなんてないが一応日曜だし、今日ぐらいはな」

　まあでも、その久しぶりの一家団欒も、普段とは違うものになるだろう。なにせアリスが家出から戻ってきたばかりだ。そのことに触ふれればどうしても、いつもの一家団欒と違って、変な空気にはなってしまうだろう。

　配膳は終わり、アリス一家は食事を始めた。

　並んでいる料理は、うちの父さんが作る料理より彩いろどりがよく、一工夫もあるが、ハンバーグ、鶏とりの唐揚げにポテトサラダなど、少し子供向けのような気がする。

「有あり澄す、今日は下しも平ひらさんに頼んで、有澄の好物を多くしてもらったんだぞ。おいしいか？」

　なるほど、だからこのメニューなのか。……アリスがハンバーグが好きだとは初耳だが。

「うん、おいしいよ」

　ハンバーグを口に運び、笑え顔がお。

　だからその笑顔はなんだよ？

「きちんと残さずに食べなさい。栄養バランスも考こう慮りよしてくださっているのですからね」

「うん、分かってるよママ」

「ふっふー。なんとデザートには有澄の大好きなアイスも買ってあるぞ。チョコミント味だ」

　──チョコミント、だと？

　俺は脳内メモ帳に書き込んだデータを読み込む。

『アリス情報２：アイスが好き（チョコミント以外。ところでアリスとアイスって似てるな）』

　あちゃー、やっちゃったな、アリスパパ。

　アリスがアイス好きなことまでは知っていたが、チョコミントが駄だ目めだってことまでは知らないかったのか。忙しすぎてあまりアリスに構ってやれなかった弊へい害がいか？　これはにこにこアリスも激怒だな。「はあ？　あたしの好物も知らないって本当にあなた血が繋つながっているの？あたしがゆーしゅーなあたしでいられるのは隔かく世せい遺伝のおかげかしら？」とか言って空気が凍り付くパターンだな。パパさんかわいそうに。




「え！　本当！　わーい、パパ大好き！」




　アリスはにこにこ笑っていた。

　それでもにこにこ笑っていた。

　────なんだよそれ？

　いつになったらお前、いつもの調子を取り戻すんだよ？

　そもそも「わーい、パパ大好き」ってなんだよ？　誰だテメエは。いつもの罵ば声せいはどうした？家出したからって遠えん慮りよしてんのか？　家族なんだから遠慮なんかいらないだろ。俺よりも言いやすいぐらいのはずだろ。

「…………」

　……だよな？

　家族なんだから、それぐらい言えるよな？

　それとも俺と一いつ緒しよにいるときの方が普通じゃなかったのか？　ああ、そうかもな。俺のことなんて量産型だの養分だのと見下していたしな。

　でも──違う。

　違うと、俺は分かる。

　俺は、あっちがアリスの本性だって、確信できる。

　それにエルさんも言っていた。アリスが別人のようになってしまったと。

　アリスは相変わらずニコニコ笑えみを浮かべながら、隣の椅い子すに置いたブービットに手を伸ばして、ぎゅっと抱きしめる。

「有あり澄す」

　ルイさんが、箸はしを置く。

「は、はい」

「食卓に人形を持ち込むのは見逃しましたが、それはいけません。食事中に人形を触さわるのはやめなさい」

　アリスは押し黙だまってしまう。

「触るようなら部屋に置いてきなさい。行儀が悪いですよ。それにその薄汚れた人形は、不衛生です」

「あの…………」

　ブービットを抱きしめたまま、アリスは小さな声を上げる。

　アリスは俺といる間も、ずっとブービットを肌に離さず持っていた。部屋に置いてくるのは嫌いやに違いない。

「有澄、分かったのですか？　分かったのなら、人形を早く離して、置いてきなさい。手もまた洗ってくるように」

「…………はい、ごめんなさい」

　アリスはブービットを持って、立ち上がり、笑え顔がおを見せる。

「…………あ」

　この笑顔は──

『あたしも、ごめんなさい』

　ペットショップで柄にもなく謝罪した、あの世間ずれした表情と同じだ。

　ようやく理解したその違和感が、ぞわりと俺の背中を撫なでる。なんだこれは？　なんで家庭の中にこんな笑え顔がおが入り込んでいるんだ？

　笑顔を浮かべたアリスが、ブービットを持って、リビングから消える。

　ダイナさんも、ルイさんも、アリスの奇き妙みような笑顔になにも言わない。おいおい早くアリスの笑顔に、ツッコミをいれてやれよ。

　それとも、それもできないってか？

　ツッコミを入れること自体、この両親にはできないっていうのか？




　アリスの笑顔が作り笑いであることを、そもそも分かっていないから。




『あなたが有あり澄すを救うことができる人間でしたら、きっとわたくしたち家族と有澄が一いつ緒しよにいるところを見れば、なにかを感じ取ってくれるはずですわ』

　…………なるほど、こういう意味だったのか。

　俺がアリスを理解していれば、これが作り笑いであることに気付く。そして両親が、その作り笑いに気付かないことを見抜ける。そのことが分かる人間なら、アリスを救える人間かもしれないと、エルさんは思ったわけだ。

　エルさんはアリスが変わったと言った。俺はそれを聞いて、アリスが俺を人間椅い子すにするようなドＳに変わったのだと思ったのだが、逆だった。

　家の中で本性を出せない、いい子ちゃんに変わってしまったってことだった。

　アリスがリビングに戻ってくる。

　手には、ブービットはもうない。

　……アリス、お前はこんな風に、自分を偽いつわるのが嫌いやで、家を出たのか？

「そういえば最近、亭てい主しゆ関かん白ぱくな男を指して、パクメンなる言葉が若者の間で流行ってるらしいな、知ってるか？」

　──と、パクメンだとう？

　思わず身体からだを乗り出し──そうになるが、段ボールの中なので身動きができない俺。

「耳にしたことはありますね」

「わたくしは初耳ですわ」

　ダイナさんの発言に、ルイさんとエルさんがそれぞれ答える。

「とはいえ、最近の女性は強いからなあ。優柔不断な男が多いから、反発してそういう言葉が生まれたんだろうが、時代に合ってないから廃すたれるだろうな」

　パクメンの権ごん化げたる俺の前で、聞き捨てならない発言だな。

「わたくしも、頼もしい方はいいですが、独善的な方は苦手ですわね」

　あなたが誰よりも独善的ですものね。あなたに似合うのは……そうですね、奴ど隷れい系男子などはいかがですか？

「そうだなー。恵え瑠るにはそういう男は無理だろ。…………ああ、でも」

　ダイナさんは、アリスに目をやる。

「大人しくて素直な有あり澄すのような女の子には、引っ張ってくれる男が合ってそうだな」

　誰が？

　大人しくて素直、だと？

　吐き気がするほど酷ひどい冗談だ。タチが悪すぎてちっとも笑えない。

「そうですね。わたしも有澄には、少し厳格なぐらいの男性が似合いそうだと思います」

　母親までそのくだらない冗談に便乗する。

　いやいや、おもしろくないから、そろそろ終わりにしてくれませんかね？　アリス、お前も我が慢まんの限界だろ。そろそろ本音を言ってやれよ。

　それまで黙だまっていたアリスは、口を開いた。




「──あたしも、自分にはそういう人が似合うと思うわ」




　わずかに震えた声で、にこりと笑って、言った。

「…………は？」

　なに言ってんだお前？　十じゆう文もん字じさんのポスターを破るぐらいパクメンを嫌けん悪おしてたお前がなにを──なにを笑え顔がおで言ってるんだ？

「でもパパ。ママ。あたしはまだお嫁には行かないよ」

　アリスの反応に、親バカキャラでも演じているのか、ダイナさんは口元を緩ゆるめる。

「そうだな！　百年後の話だな！」

「あなた……そこまで娘を外に出すのを拒否する気ですか？」

「いいや。いつまでも許可するつもりはないね！　俺の死後なら許すってことだ！」

　食卓に溢あふれる笑い声。

　台本通りに笑うアリス。

「…………」

　ここまでだったのか。ここまでアリスは、自分を押し隠しているのか。

　きっとアリスは、ここではいつもこの調子なんだ。本来の自分とは逆の、押し付けられた理想像を、そのまま演じているわけだ。この上うわっ面つら理想的家族を保つために、パーフェクトアリスを演じちゃってるわけだ。そりゃ、あんな両親相手じゃ、すぐ見切りをつけられそうで恐いよな。はっ、よく分かったぜ！

　拳こぶしを握りしめる。

　………………気持ち悪い！

　ソファーお化けが生息するうちの方が全然マシだ。「うちの家族はおかしいんだぜ」って笑ってネタにできるだけだいぶマシだ。

　アリスはそれさえできない。料理を作ってくれないのも、自分を構ってくれないのも、自分のことを全然知らないのも、仕方がないと思い込んで、本音を押し隠すことしかできない。

　アリスの言葉は、本音は、殺され続けている。

　だから──

『あたしを助けなさいよ！』

　だからその本音は、俺にしか言えないのか？
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　段ボールの中で作戦を考えていた。

　どうすればアリスを助けたことになるのか？　理想としては、アリスが家族に遠えん慮りよするようなことがなくなればいい。

　でも、そんなこと、どうすればできる？

　さっきの様子だと、話し合いとか、説得とか、そんなことでどうにかなるような両親には見えなかった。

　しかもあれでも、アリスが行動した後なのだ。アリスが強い決意をして家を出て、それでも両親は変わっていない。

　アリスの気持ちは、まったく届いていない。

　……とりあえずこれだけは決めた。




　俺は、アリスをここから連れ出す！




　作り物めいた一家団だん欒らんが終わる。アリスたちは部屋に戻ったが、エルさんだけは他に誰もリビングにいないことを確認して戻ってきた。

「なにかを感じましたか？」

　段ボールから抜け出した俺は、エルさんに黙だまって頷うなずいた。

　俺は、飾り棚から降り、言う。

「……エルさん。頼みがあるんだけど、いいですか？」

「なんでしょうか？」

「アリスと二人きりで話がしたいんです。セッティング、お願いできないですか？」

　エルさんは、微ほほ笑えんで頷いてくれた。

　どうすればいいのかはやっぱりちっとも分からない。でも、そうだな……アリスとまた、しばらく一いつ緒しよに暮らそう。そうしてるうちに打開策を思い付くだろう。

　アリスだって、ここにいるよりは、俺といることを望んでいるはずだ。

　そんなことを考えながら、しばらく待ち──

　──リビングの扉が開いた。

　子供っぽい二つ結びの髪型をしたアリスは、まだ俺に気付いていない。手には部屋に置いてきたブービットを、さっきの出来事にも懲こりず、持ってきている。

「あ」

　アリスは、ソファーの側そばにいる、俺の姿に気付いて目を見開く。この様子じゃ、俺がいることをエルさんには聞いてなかったみたいだ。

　悔くやしいけど、自然に顔が緩ゆるんでしまう。またアリスと話せることがうれしい。

「アリス、助けに来たぜ」

　やっばいなあ、この態度は我ながらねえな。尻しつ尾ぽをふりふりしてる犬かよ。

「…………」

　アリスの目に、明るい光が混じった。

　それは絶対見間違いじゃなかった。

　でも、アリスが一度目を伏せ、まぶたを開くと、その光は消えていた。

　そして、言い放つ。

「────どちら様でしょうか？」

　しかもまたあのキモイ完璧笑え顔がおで。

「…………ふふ」

　正直、前みたいな楽しい会話を期待しちゃった分、割と堪こたえたぜ？

「……どちら様だって？　岩いわ下した寿とし也やだよ！　お前が踏ふんづけて楽しそうにしていた奴やつだよ！　……いや、楽しんでたのはお前だけで、俺は楽しんでないけどな！」

「イワシタ、トシヤですか」

　アリスはたどたどしく、その名前を呼ぶ。

「なにをわざとらしい。散々──」

「その名前。昔、うちに勤めていたらしい、メイドに似てますね」

「は？」

　なにを突然、意味不明なことを……？

　アリスはブービットをぎゅっと抱きしめて、続きを口にする。

「あたしがまだ物心ついていないときに、働いていたメイドです。結婚し、退職するまで、あたしの育児のほとんどを担当していたと姉に聞いています。あたしの記憶にはありませんが、信頼できる方だったらしいですね。だからあたしは家出をするに当たって、旧姓『岩下』、現在は『利とし谷や』という名前の人物を求めて、『織おり出いで荘』に向かいました。その際どうも、タクシーの運転手は、『織出荘』を『折おり手で荘』と聞き間違えたみたいですね」

「お前……なにをさっきから言って…………」

「だから」

　アリスは視線を逸そらして、吐き捨てる。

「仮に『折おり手で荘』という場所に住んでいる、『岩いわ下した寿とし也や』なる人物がいても、ただの他人です。そんな都合のいいぐーぜんはないでしょうから、きっとそんな人間はいないでしょうが、いたとしたら人違いで訪ねたかもしれませんね」

「人、違い？」

　俺とアリスの接点なんて、なにもなかった？

　そういや、初めて会ったとき、アリスは本当にここでいいかと戸惑っている様子だった。俺が名前を言ったら怪け訝げんそうにした。そりゃ自分の育児をした元メイドを捜さがしていて、俺が出てくればそんな顔もする。

　アリスが頼るのは、俺である必然性はなかったんだ。

　それなのに、俺はどうした？

『あたしを助けなさいよ！』

　その必死の訴えにどうした？

　それでもあのときは、確かに俺を頼っていたこいつに、なんて言った？

『他人のくせにふざけるな。お前なんて助けられるわけねえだろ！』

　そりゃそうだ。

　そこまで言われて、頼るバカはいない。

　今こいつが、俺を頼ろうとしないのは、他でもない俺のせいなんだ。

「──くっ」

　俺は拳こぶしを握りしめる。

「……アリス、違うんだ。確かに俺はあのとき他人って言ったけど、あれは、売り言葉に買い言葉っていうか、本気で言ったわけじゃ──」

「でも、事実です」

　吐き捨てる。




「『岩下寿也』なる人物は他人です」




　感情がこもってない、偽物の笑え顔がおで。

「────っ！」

　他人。

　それは事実だ。

　どうしようもなく変えられない、事実だ。

「…………う、う」

　ちくしょう……なにを驕おごっていたんだ俺は。この家よりうちの方がマシだなんて、今更アリスが思うわけない。誰が自分を突き放した他人の家に行きたがる？

　もう遅いのだ。

　アリスは確かに、俺に一度心を許してくれたのかもしれない。

　だけど、それは、言ってみれば──間違えただけ。

　救いが欲しかったアリスは、俺みたいな奴やつでも、信頼できる相手だと思い込みたくて、そうして一度心を許してしまっただけ。

　でも──

「……………………他人だから、なんだよ！」

　でも、だからって、ここで諦あきらめられるか！

「他人だからなんにもしてやれないってのか！　そう思うんなら家族に頼れよ！　だけど、それができないから、お前は俺なんかを頼ったんだろ！　お前は、助けて欲しいんだろ‼」

　その言葉にアリスは唇くちびるを噛かむ。

「…………助けるのがあなたである理由はないわ」

「ああ、そうだろうな！　だけど、俺は助けてやりたい！　他の誰よりも、お前を助けてやりたいって思ってる！」

　それは本心だ。

　どうしてこんなに、アリスを助けたいのか本当に分からないけれど、この気持ちがここにあることだけは間違いようがない事実だ。

「…………こ、声が、大きいわよ……」

　呟つぶやいたアリスは、目を逸そらす。

　アリスの瞳ひとみが揺ゆれている。

　……もしかして、アリスに、ちょっとぐらい俺の気持ちが届いた？

「……不審者に聞きたいことがあります。どうやって、ここに来たんですか？」

「お前の姉ちゃんが連れてきてくれた。事情も聞いたぜ。お前の姉ちゃん、白血病だったんだってな」

「なんでお姉ちゃんが……」

　アリスは小さく呟つぶやく。

「あたしのことが邪じや魔まなはずのお姉ちゃんが」

　…………邪魔？

　なんだそれは？

　詳くわしく尋ねようとしたが、アリスがじっと見つめてきたので、言葉を呑のみ込む。

　一いつ瞬しゆん、素になったように見えた表情はまた、パーフェクトアリスのものに戻っている。

「……仮にあなたが、あたしを助けようとしているとします」

　にこりと微ほほ笑えみを浮かべて、続ける。

「そうだとして──あなたになにができますか？」

「…………え？」

　思わぬところからの指摘。

「あたしがこうして家に戻らなかったとしたら、ずっとあなたの所にいられましたか？」

「それは──」

　口をつぐむ。

「あたしは甘かったんです。家出まですれば、それだけの行動をすれば、なにかが変わるんじゃないかと思っていました。でも、それは違ったんです。あなたにも、そしてきっと他の大人にもそんな力はなかった。尋ねますが、今あたしを連れ去って、なにが変わるんですか？　なにを変えることができるんですか？」

「だ、だけど、なにもしないよりは…………」

「つまり、なにも考えてないんですね？」

「…………で、でも俺は、お前が作り笑いを浮かべていることを分かってる！　お前のこと分かってやれてる！　だからきっといい方向に行くよ！」




「……あたしのことを、分かってる？」




　俺の言葉を聞いたアリスは、ぎゅっと強く、人形のブービットを抱きしめた。

「どこが……？　一体、なにを根こん拠きよに、そんなことを言えるの……！」

　空気が、一変した。

　なんだ？　どうしてこんな反応を……？

　さっきまで、アリスの心が俺に傾かたむきかけているようにも見えたのに、そんな様子が消えてしまった。

　今のアリスにあるのは、ただただ純粋な怒いかり。

「作り笑いをしてることに気付いた……？　それであたしを分かっている……？　思い上がらないで！　そんなの……そんなの、メイドの人たちだって気付いてるわよ‼」

　いい子ちゃんモードさえ忘れて、アリスは叫さけぶ。

「お、俺は……お前のことを、かわいそうだと」

「でたわ。そのパターン」

　どうやら俺は──

「吐き気がするわ」

　その一言で致命的に失敗した。

「かわいそう？　あたしは映画の中の悲劇のヒロインかなにか？　あたしに同情して、勝手に泣けば。ポップコーンでも食べながらね。どうせそういう奴やつはなにもしてくれないのよ。よく知ってる」

「お、俺は、そいつらとは違う！」

「どう違うのよ！　説明してみなさいよ！」

　俺は押し黙だまってしまって、それが、トドメだった。

「ほら、あなたもただ、あたしに同情してるだけなのよ。白血病の姉の次にかわいそうな、準主役の妹に同情してるだけ。なにもしてくれない観客にすぎないのよ」

「……でも、お前は俺に助けを──」

「思い上がらないで！　あたしがあなた一人だけに助けを求めたと思ってるの？　あたしは色んな人に、長い間ずっと助けを求めてたわよ！　でも誰もあたしのことを助けてくれなかった！　分かってくれなかった！　みんなあなたのつらさはよく分かるとか、平然とのたまうくせに、なにもしてくれなかった！　口を開けば『そのつらさは大人になればいつか乗り越えられる』とか、『両親はあなたを一いつ生しよう懸けん命めい大切にしてくれている』とか、『あなたも両親の状況を理解して我が慢まんすることが必要』とか、はあ？　バカじゃないの！　大人になったらってなによ！　結局パパとママの味方をするだけで、あたしに我慢をきょーよーしてるだけじゃない！　あたしの味方は誰もいないじゃない！　大人になるまで我慢し続けろ？　だったら我慢してやるわよ！　あたしのつらさなんて押し隠して、笑え顔がおを振りまいて、いい子でい続けてやるわよ！　それでみんな満足するんでしょ！　でもあたしはずっと思い続けるわ！　みんな子供一人助けられないゴミだって思い続けてやるわ！」

　吐き捨てたアリスは、俺を睨にらみ付けた。

「ゴミなんだから、誰も……信頼なんて、しない…………‼」

　ああ……くそ。

　俺はようやく、自分がどうしてこんなにアリスを怒らせてしまったのか分かった。

　ちょっと前にも思い浮かべた十じゆう文もん字じさんの言葉通りだ。『分からねえことを分かった気になって優越感に浸ひたっているバカが、一番救いようのないバカだ』。

　俺はまさに、その救いようのないバカだった。

　ちょっとアリスの様子がおかしいのが分かっただけで、全部分かった気になって、それだけでなんでもできると思い込んだバカだった。

　そんなバカに、賢いアリスは騙だまされたりしないのだ。

　そのことに気付いても、もう間に合わない。

「…………ふぅ」

　アリスは感情を落ち着けるためか、溜ため息いきを吐ついた。

　そうして、いい子ちゃんモードに戻り始める。まだ目はつり上げているけど、口元だけは微ほほ笑えんでいる。奇き妙みような表情だ。

　アリスはもう俺を見ることもなく、ブービットを見つめている。……そういえば、どうしてアリスはこんなにもこの人形を大切にしているんだろう？

　聞いても、もう答えてはくれないだろうけど。

「まだなにかありますか？　もう分かったでしょう？　あなたはあたしのことを分かってはいません。ついでにヤモリを飼うこともできない甲か斐い性しようなしの、なにもできない口だけの男です。社会の恥はじです。生きているだけで迷惑です。だからきゅーせい主ではなくて、ただ家に侵入した不審者で──なんの接点もない他人です」

　ヤモリも飼うことができない……か……。

　なにか反論しようと口を開こうとしたが、アリスはもう完全に、パーフェクトアリスに戻っていた。

　完全に耳を閉じてしまった。

「ああそうそう、他人なんですから、もう二度と、」

　俺の目をはっきり見て──吐き捨てる。




「もう二度と、あたしのことを、アリスなんて呼ばないでください」

[image: ]

　反論をしたかったが、アリスはもう猶ゆう予よを与えてはくれなかった。「誰か助けて！」と叫さけばれては、侵入者の俺は、人が集まる前にその場を立ち去ることしかできない。エルさんの導きで、なんとか家を出るのが精一杯だった。

　アリスは、その間、俺のことを一切見なかった。

　もう、本当に、俺と関わる気なんてなかった。

　自分の素をもう見せる気はなかった。

　もうこれで本当に会えないのなら、

「はは…………」

　なんていう酷ひどい放置プレイだよ。
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　タクシーに乗り込んだ俺の手を、美女モード（ロングヘアー）のエルさんは握ってきた。俺との別れが惜おしいから……なんて理由だったらかわいげがあるのだけど、もちろん違った。

　手を広げると、現金五万円。

　なんだこの大金……？

「ご自宅までの、タクシー代ですわ」

「え……？　お、多すぎですよ！　タクシー代なら二千円もあれば十分ですし、それだってもらう理由ないです！　だって俺はなにも──」

「いいのです。元々そこまで期待していたわけじゃありませんから。うまくいったらしめたもの程度に思っていました。そういう意味では、この結果は予想どおりですわ」

　それは……正直悔くやしいけど。

「……また、違う手を考えてきますよ」

「いえ、もう大丈夫です」

「でも、このままじゃ──」

　エルさんは俺に手のひらを突き付け、言葉を止める。

「わたくしは、リビングの前で、有あり澄すとあなたの会話を聞いていました」

　相変わらず、飄ひよう々ひようとした態度で、言う。

「その上で、もういいと言っているのですわ」

「それは、」

「はっきり申し上げますと、あなたに見切りをつけたのです」

　……ぐ、本当にはっきり言うなあ。

　タクシーの運転手が、こちらの様子を見て、少しいらいらした様子で「行き先は？」と聞いてくる。俺は折おり手で荘とだけ告げて、エルさんに視線を向き直す。

「ええとエルさん……これだけは聞きたいんですが」

「なんでしょう？」

「アリスはどうして、あなたが自分のことを邪じや魔まに思っている、と考えているんですか？」

　エルさんは目を丸くする。

「……？　逆ではありませんか？　有あり澄すがわたくしのことを邪魔だと思っているのでは？」

　なんだそれ？

　アリスは、エルさんが自分を邪魔に思っている、と考えていて、

　エルさんは、アリスが自分を邪魔に思っている、と考えている。

「アリスがわたくしを快こころよく思うはずがありません。その証拠に、坊主頭にも触ふれてくれませんですもの」

　……確かにそれだけ目立つ特徴に触れないのは、不自然ではあるけど……。

「質問はもういいでしょうか？　それではお別れしましょう。あなたのような庶しよ民みんとは、もう会うこともないでしょうね」

「いやいや、話はまだ終わってないし！　会うこともないってなんですか！　それに何度も言いますけど、こんな大金をもらうわけには！」

「わたくしにははした金ですわ。そのお金は、依頼料として受け取ってください」

「だとしたら俺は依頼を果たしてない！　じゃあせめてもう一度チャンスをください！　俺はアリスを──」

「なら、言い方を変えますわ」

　エルさんは、微ほほ笑えみを浮かべて、言う。

「それは手切れ金です」

　俺がなにかを言う前に、エルさんはタクシーのドアを閉めた。早く出発したがっていた運転手は、こちらの事情なんて知ったことじゃないと言わんばかりに、すぐに車を発進させてしまう。

　ひでえな、エルさん。用なしの俺に、関わる気はないってことか。

　エルさんは微笑みながら、礼儀正しく、俺の姿が見えなくなるまで、小さく手を振っていた。

　未練なんてなに一つない顔で。

「……なんだよ」

　どうしてこの姉妹は、笑いながら別れを告げられるかな？

　俺は、そんなこと、ちっともできやしないのに。
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　折おり手で荘にはすぐ着いた。感じの悪いタクシー運転手に、移動中ずっと握りしめてしまっていた諭ゆ吉きちを一人渡す。返ってきたお金は、どうも財布の中に仕舞う気にはならなくて、残った諭吉四人と一いつ緒しよにポケットの中に乱暴に突っ込んだ。

　部屋に戻る。

　四よ畳じよう半はんのボロ部屋に、もう騒さわがしい奴やつはいない。

　そんな痕こん跡せきさえない。

　ちょっと前まで一人が普通だったのに、今はこの狭せまい部屋がやけに広く感じる……なんて陳腐な感想は出てこなかった。この部屋はやっぱりクソ狭いと思うし、静かなのが落ち着くのも変わらない。これが俺の望んでいた状態だし、俺の性しように合ってる。

　でも──くそ、なんだよ。

　同居人だとか言ってたくせによ。

　もうちょっと我が慢まんしてやる気でいたんだぜ？　それなのにこれじゃ拍ひよう子し抜けもいいところだ。

　でも、そんなこと言っても、アリスはもういない。

　アリスがもう、ここに来ることもない。

「これで──」

　本当に、終わり？

　こんなもんで、アリスとの接点はもう消えた？

　アリスはそんなに遠くに住んでいるわけじゃない。でも、もしまた見かけることができても、もうそれはアリスじゃない。きっとそいつは、パーフェクトお嬢様、白しら波なみ瀬せ有あり澄すだ。あいつはもう、俺と会話してたような、生意気な『アリス』を殺してしまうつもりだ。

　だからアリスは、俺に『アリス』と呼ぶなと言った。本来の、俺がよく知る生意気な自分を殺して、親が押し付けた『有澄』像を、ずっと演じ続けるつもりだ。

　それがあの家で生きるために、アリスが出した答え。

　パーフェクトアリスになるために、アリスは、俺のことをただの他人と割り切った。もし俺があいつを街で見かけることがあっても、あいつは俺を平然と無視するんだろう。

　本当に、アリスとの接点は消えたんだ。

　はは、ドＳのアリスらしい。俺は、一生アリスに放置プレイをされてるわけだ。

「………………無理だろ」

　なんだよ、一生プレイされ中って。

「解放させろよ」

　そんなことされてままじゃ──

「──俺はパクメンになれねえだろ」

　だから俺は、このまま終わらせちゃいけない。

　クソ生意気で、俺を踏ふんだり乗り物にしたりしやがるあいつにしか、この呪じゆ縛ばくを解放できない。あいつは俺が乗り越えるべき障害だ。俺はあいつのドＳプレイをはねのけられるようになって、ようやく本当のパクメンになれるんだ。そうしないと成長できないんだ。

　そしてクソ生意気なアリスに戻せるのは、俺しかいない──と思う。いや、もうそうだって思い込む！

　……そもそもさ。

　そもそもアリス、お前はそれでいいのかよ？

　今までだって、親に甘えられず我が慢まんしてきたのに、それ以上に我慢していいのかよ？　いいわけないだろ？　苦しいから、どうにかしたいから家出をしたんだろ？　人をもう信頼しないって……そんなんでいいわけないだろ！

　俺が、もっとしっかりしていたら、本当は助けて欲しいって言ってくれたんだろ⁉

「…………ああ、もう！」

　なんだ俺は、長々とくどい！

　ぐだぐだ助けに行く理由を考えてもしょうがない！

　本当は、助けに行く理由なんてもっと単純だ。分かってる。認めたくないだけで、俺はとっくに分かってる。

　俺は──




　今のアリスが気に入ってる！

　だから助ける！




　もう理由なんてそれでいい！

　９歳女子を気に入っているとか、語感がマジでやばいが、もうそれでいい！

　そんなことより大切なのは、実際、どう動くかだ。

　──アリスを救う。

　──アリスが本来のアリスのままでも許される状況を作る。

　そのためには、アリスもエルさんも変わらなきゃいけないだろうが、でもなによりあの両親をどうにかしないといけない。

　あの二人は、アリスのことをまったく分かっていない。きっとろくにアリスと話したこともないんだろう。仕事とエルさんの病気にかまけてばかりで、アリスのことは二の次、三の次だったんだろう。料理さえも作ってやらず、アリスのことは金に飽かせてメイドに丸投げだ。そりゃ家族にはなれない。

　あの二人に、アリスへの接し方を変えてもらわないと、どうにもならない。

　でも、それこそどうすりゃいい？　あの両親、特に母親に、俺のようなガキの言葉が届くとは思えない。しかももうエルさんの手助けもない。

　せめて話を聞いてくれる状況ぐらいは作れないと、どうしようもない。

　そのためにはどうする？

　どうすればいい？

　あの家族の中で、俺に付けいる隙すきがある人は…………

「…………やっぱり」

　やっぱり、あんな別れ方をしても、アリスしかいないよな。

　アリスが口添えしてくれれば、あの恐ろしい両親も、俺の話に耳ぐらいは傾かたむけてくれるはずだ。それしか俺があの家族に割り込む手段はない。

　だけど──

『もう二度と、あたしのことを、アリスなんて呼ばないでください』

　思い出すだけで、胸がキリキリ痛む。

　はっきりと拒絶された。アリスは俺に心を閉ざしてしまった。それなのにどうやって、味方に付けるというんだ？

　でも──

　どうすればいいのかは分かる。

　破格に難しいが、一応分かる。

　アリスが心を閉ざしたのは、俺に見切りをつけたからだ。俺の無力さと、アリスへの無理解さに呆あきれてしまったからだ。

　逆に言えば、その二つの評価を変えられれば、俺を信頼してくれるかもしれない。

　アリスのことを理解してやりたい。分かった気になるだけじゃなくて、本当に分かってやりたい。でも、なにを理解すれば分かったことになる？　そんな都合のいい情報があるのか？

「なにかないのか……なにか…………」

　俺はそれを見つけるために、アリスの姿を思い浮かべて──




　　　　　――――――――――ブービット




　すぐにそのウサギとブタを合わせた人形のことを思い付いた。

　アリスは肌身離さず、あの人形を持っていた。家出をしても持ち歩き、一いつ緒しよに眠り、不安なときは抱きしめていた。あれほど大切にするってのは、単に気に入っているってだけじゃ、ちょっと説明がつかない気がする。

　なにか、あの人形には意味がある？

　アリスが、あんなに大切にする意味が？

　とはいっても、

「分かるわけねえよなあ……」

　なんだよ、ブービットの意味って？　そんなん分かるわけねえよ。アリス本人さえ、理解してるか怪しいところだ。せいぜい、そうだな……二つの人形を組み合わせる、ってのが、ちょっとだけ似ているような…………

「……………………え？」

　一つだけ、思い付くこと。

　思い浮かんだ、ある共通点。

「────────」

　もし、俺が今、思い付いたことが正しかったら？

　ブービットの意味が、俺が思い描えがいているとおりのものだったら……？

「……ええと」

　正直に言えば、それでもよく分からない。でも、少なくとも、真っ当じゃない。それは……たぶん──

　──あっては、ならないことの、ような……。




「……うーん」

　だけど、うんうんと頭をひねっても、それ以上はなにも思い浮かばなかった。

　まあ、とりあえず一旦、このことは置いておこう。

　ブービットの件が、アリスを理解していることの証明になるとしよう。でも問題はもう一つある。俺が無力でないことを証明する方法はどうする？

「と」

　ちょっぱやで思い付いてしまった。

　それは──

「ふふ……あのお方の力を借りるしかねえな！」
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　次の日。

　一日粘ねばってはみたが、ブービットについて、あれ以上の答えは出なかった。この高層マンションに来る前に、もう一つの武器を手に入れることはできたので、それだけを頼ってアリス家に乗り込むことにした。

　こうなったら出たとこ勝負だぜ。

　で、その結果、

「うう……あんまりだ…………」

　一方的に殴なぐられ、ボッコボコにされていた。

　殴なぐられまくって、顔面が変形していた。

　インターホンで、アリスに会いたい、超会いたいと告げて、すんなり玄関が開いたので歓迎されたのかと思ったらこれだ。酷ひどすぎる。

「ぐぐ……事情も聞かずにこれとは…………一体どういう教育を──」

　襟えり首くびを掴つかまれる。

「く、苦し、」

　至近距離で俺を睨にらみ付けているのは、なぜか秋あき葉は原ばらにいそうな、いかにもなフリフリのメイド服を着た──くわえタバコのヤンキー。

　手にはメリケンサック。

「ああん？」

　近づけてくる顔は童顔。すごむ声はロリ声。お肌は曲がり角な25歳メイド。

　なんなんだ、このコメントに困る生き物は？

「変態ロリコンの分際で、人様の教育に口を挟はさめると思うなゴラア！　中卒ですが、なにか問題があるかああん！　恵え瑠るさんに聞いてんぞ！　テメエが有あり澄すちゃん狙ねらいのビチグソ野郎だってだってなああ‼」

　ちなみにそのエルさんは、この柄の悪いメイドの後ろで、いつもの穏やかな微ほほ笑えみを浮かべている。

　ひでえエルさん。俺がこのヤンキーに殴られてるのあんたのせいかよ！

　しかも俺が殴られてるのを見ても、表情一つ変えないし。悪魔だこの女！　ハゲてるくせに悪魔だこの女！

「正面から乗り込んでくる度ど胸きようだけは認めてやるぜ。ただし、その幼女にしか反応しないクソ×んぽは潰つぶして二度と使えないようにしてやるがなああ‼」

　メイドのイメージが完全に壊滅だよ！　やだよこんなメイド！　まだ中年メイド軍団の方がマシだったよ！

「美み柑かんさん。それ以上はしなくてもいいですよ」

　エルさんに言われ、舌打ちした不良メイドが手を離す。

　止めんの遅え！　それ以上しなくてもいいって、じゃあここまではよかったのかよ！　めっちゃ痛いんですけど！　まぶたが腫はれ上がって、視界が狭せまくなってるんですけど！

　ところで『美柑』？　なにそのかわいい名前？　まさかとは思うが──

「テメエが考えてること分かんぞコラア！　名前だけはかわいいって思ってんだろゴラア！　オレの名前は朝あさ比ひ奈な美柑だ文句あっかこの成人限定インポテンツが！」

　本っ当に、下品だなこの人。

　でも違うぜ？　下品でヤンキーで頭は悪そうだとは思ったけど、

「……顔も声もかわいいと思ってますけど…………」

「なっ！」

　瞬しゆん間かん、真っ赤になるミカンちゃん。

　しまった……！　こういう人にかわいいとか言ったら怒るに決まってる！　見ろ、怒いかり（？）で真っ赤になって、肩がプルプル震えていらっしゃる！

　ミカンちゃんは顔を上げる。

「そ、その手にはのんねえぞ！　バ、バーカ、バーカ！」

　超にこにこしてうれしそうだった。

「……ところでおめえ、まんじゅう食うか？」

　なぜかまんじゅうをもらった。

　ミカンちゃん……かわいいって言われてうれしいタイプなんだ。にしても、なんという単純な人……。

　この様子ならこれ以上殴なぐられることはなさそうだな。

　負傷はしたが、第一関門はクリアってところか？

　俺はホッと、嘆たん息そくを漏もらして──




「もう下がっていいわ、朝あさ比ひ奈な。後の処理はわたしたちに任せなさい」




　真しん打うちの登場に、すぐに息を止めた。

「あ、でも奥様、こいつはもしかすっと意外とまともな──」

「わたしは、下がれと言いましたよ？」

「は、はい奥様」

　うわあ、あのミカンちゃんが小さく見える。……いや、実際背は小さいけど。

「人様のうちの玄関で、有あり澄すがどうこうと騒さわぎ立てるのはあなたですか？」

　ルイさんがゆっくりと近づいてくる。この前は段ボールの中からだったから気付かなかったけど、ルイさんは女性なのに俺と同じぐらい身長があった。

「まったく、迷惑この上ないな」

　ダイナさんも登場だ。こちらは文句なしに俺よりでかい。

　にしても──

「────う、うう」

　なんだよ二人のこの剥むき出しの敵意？　出てるオーラ、畳針かなにかかよ。やろうとすれば、俺の身体からだの細胞一つ一つを刺し殺せるんじゃねえの……？

　──ガン。

　なんの音かと思ったら、自分がいつの間にか後ずさって、玄関ドアにぶつかっていた音だった。ひでえなこのビビりっぷり。

　ルイさんは、ぶしつけとも言えるほどに、ジロジロと俺の全身を眺ながめる。

「恵え瑠るの話では、有あり澄すと面識があるようですね。どこで知り合ったかは存じませんが、おそらく大した接点もないであろうあなたが、どんな用件でしょうか？」

「うちの家庭に、関わりがある人間のようには見えないなあ」

　……ダイナさん、朗ほがらかな口調なのに、目がまるで笑ってない。あれだな……初めて知ったんだが、これが殺気ってやつなんだな。

　だけど、ここでビビって、すごすごと引き下がったら、絶対に後こう悔かいする。

　──俺は、負けねえぞ。

「話を聞くつもりはありません。通報してそれで終わりです」

　この剥むき出しの敵意を前にしては、なにを言っても無む駄だだ。俺じゃなくたって誰でもそう思う。昨日考えたように、やっぱりまずは、アリスを味方に付けないと。

　だけど、アリスはここに、出てこようともしない。

　くそ、お前がいないと、俺はどうもできねえんだぞ！

「────くっ」

　俺はちらりと、自分の右手に持ってソレを眺ながめる。

　……どうやら、早くもこいつを使わなければいけないみたいだな。

「ア、アリス、いるんだろ！　こっちまで出てこいよ！」

　もしこれがアリスに届かないなら、もうなにも手段はない。

「も、持ってきたんだよ！」

　でも、俺にはこれしかない。




「コウタロー持ってきたんだよ！」




　コウタローこと、クレステッドゲッコー。

　俺が持ってきた虫篭かごの中にいるのは、正しよう真しん正しよう銘めい、ペットショップでアリスがコウタローと名付けた、あのヤモリだ。

「俺はともかく、コウタローには会いたいだろ、アリス！」

　どうしてここにコウタローがいるのか？　簡単な論法だ。俺はここに来る前に、あの魔女の実験アイテム販売所に寄って、コウタローを買ってきたのだ。

　俺には金がなかったから、コウタローを買えなかった。でも、俺は昨日、そこで傍ぼう観かん者しや面づらしているエルさんに、買えるだけのお金をもらった。

　もちろんあのお金はもらうつもりはない。バイトでもなんでもして、必ずお金をエルさんに突き返してやる。

　そうして俺は、自分が無力じゃないと、思い知らせてやる！

「俺は正直、ヤモリは別に好きじゃねえ。あのゴキブリ似のコオロギ飼うのはもっといやだ。でもコウタローを飼うことにした。なぜか分かるだろ？　お前に会いたかったからだよ！」

　零ゼロ距きよ離りで、二人のものすごいプレッシャーを浴びてるが、必死に無視する。

「アリス！　お前言ったよな！　俺をヤモリを飼うこともできない口だけの人間だって！　でもこれでどうだ！　これでも俺になにもできないって言えるか⁉」

　叫さけぶ。

「なあ、俺はお前を助けたいんだ！　本気だぜ！　分かんだろ！」

　──シン。

　静まりかえる。

　なにも反応はない。

　ミカンちゃんは呆ぼう然ぜんとしているし、エルさんは相変わらず我関せずといった態度だし、ダイナさんとルイさんは、もう許しちゃくれないって形ぎよう相そうで、俺を睨にらみ付けている。

　逃げ場もない。

「あなたは一体、さっきからなにを意味不明なことを言っているのです。そんなわけの分からないことを言って、有あり澄すが出てくるわけないでしょう？」

「母さん、そろそろ通報した方がいいんじゃないか。さすがにもう、相手が高校生といえど、見逃せる迷惑行為じゃない。こりゃ社会的制裁が必要だな」

　うう……。

　────アリス。

　どうしてだよ？　出てきてくれよ！

　このまま出てこなければ、本当に通報されるぜ俺。そんでもって連行されるぜ。下へ手たすりゃせっかく一いつ生しよう懸けん命めい勉強して、母さんを説得して入った緑りよく央おう高校を退学処分だ。社会的に終わりだ。勘弁してくれ。なんとかしてくれアリス！

　でも、アリスはそれでも、出てこない。

「これ以上猶ゆう予よを与えても意味がありませんね」

　ルイさんはケータイを取り出し、ボタンを押し始めた。

　万事休すか……。

　アリス、これがお前の解答なのか？　ふざけんなよ……。嫌いよだよ俺は！　こんなんで終わりとか中途半端すぎるだろ！　話をさせろアリス‼

　──ギィ……。

　扉の開く音を聞いた。

　顔を上げる。

「…………アリス」

　ようやくその姿を見られた。髪は相変わらず子供っぽい二つ結びで、生意気な表情もなりを潜ひそめている。

　でも……出てきてくれた！

　ようやく出てきてくれた！

「有あり澄す、どうして出てきた？　よからぬ男がいるのは分かってるだろう？」

「…………ごめんなさい」

　蚊かの鳴くような声でアリスは謝罪する。

　だけど、アリスは部屋に引っ込むことはなく、こちらに近づいてくる。俺の顔はまったく見ようとしないけれど、ゆっくりこっちにやってくる。

　そして、俺の目の前で立ち止まった。

「……………………」

　アリスはなにも言わない。

　顔を見たときすぐに分かった。アリスはやっぱり俺に味方をするつもりはない。両親に対して、俺のことを口添えして助ける気なんてまるでない。

　そんなアリスがここに出てきた理由は、言うまでもなく一つだ。

　思わず笑っちゃうぜ。

「はいよ」

　俺は口元を上げて、虫篭かごを渡す。

　そう、アリスはただ、コウタローにどうしても会いたかっただけ。

　まったく……そうまでこいつに会いたいか？　まあ、おかげでなんとか絶体絶命の状況から抜け出せそうだけどな。

　アリスはなにも答えず、うつむいたまま虫篭を受け取る。コウタローを取り出すと、手の上でコウタローを遊ばせる。どんな表情を浮かべていいか分からないのか、アリスは無表情で、コウタローの腹を優しく撫なでている。

「……なんなんだその生き物は？　どうして有澄がそいつを気に入ってる？　そしてお前は、どうして有澄がそいつを気に入ることを知ってる？」

　ようやくまともに俺のことを聞いてくれたか。

「昨日まで、アリスは家出してましたよね？　でも、数日間もどこにいたか、不思議ではなかったですか？」

　アリス以外の全員が、俺の顔を見た。

「俺は答えを知っています。家出をしている期間、アリスはうちにいました」
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　その場でなにかを言われることなく、俺はリビングに案内された。

　それにしても、ここに来るのは二回目だが、相変わらずの場違い感だ。家だっていうのにこの部屋には全然生活感がない。実際、忙しすぎる二人には、ここで生活している感覚は薄いんだろう。昨日だって、久々の家族揃そろっての食事だと言っていた。こんな場所が家の中にあるのは、やっぱり俺の感覚ではあり得ない。

　こんな異世界に、今回は段ボール越しじゃなく、剥むき出しの俺のまま立っている。

　しかも、たった一人で。

　俺は、ダイナさんに促うながされ、昨日覗のぞき込んでいた食卓の椅い子すに座った。アリスは、テーブルの端に虫篭かごとブービットを置いて、俺の隣に無表情で座る。

　アリスの正面にはダイナさん、どこかの部屋に寄ってきて遅れたルイさんは、ダイナさんの隣……つまり俺の正面に座る。エルさんは少し離れて、リビングの端はしにあったグランドピアノの椅子に座った。

　ミカンちゃんたちメイドは、ルイさんが他の部屋で待機させたので、もうこの場にはいない。

「お前の家に有あり澄すを泊めただの、そんな不届きな発言が聞こえたが、それについては後できっちり罰ばつを受けてもらうからとりあえずは置いておこう。さて、聞かせてもらおうか？　なんの目的でうちに乗り込んできたのかをな」

　口調が冷静なのが、逆に怖いんですが……。っていうか、そのテーブルの傍かたわらに置いた、日本刀はなんでしょうか？

　アリスをちらりと眺ながめる。アリスは頑がんとして俺を見ようとしない。

　……今は、自分の力だけでなんとかするしかないか！

「アリスについて、言いたいことがあってきたんです！」

「ほう」

　ダイナさんの反応は冷たい。なぜか視線は日本刀だ。超恐い。

「聞くだけは聞いてやろう。言ってみろ」

　ええい、ままよ！

「アリスはあなたたちの前で、やせ我が慢まんをしています！」

「…………」

「アリスは我慢して、家の中で自分を偽いつわっているんです！　あなたたちが思い描えがいてる、アリスの理想像に添うよう演じて、苦しんでいるんです！」

　言ってやった！

　というのに、ダイナさんの表情も敵対的オーラも、まるで変化がない。

　お、おかしいな……割と直球勝負だったのに、ここまで手応えがないなんて……。

「有澄が自分を偽っている……ねえ。思わず失笑が漏もれるほどのおもしろい見解だな。そうだな、一応聞いてやろう。ならば有澄にとってなにが自分らしい行動なのだ？」

　そ、そうか……。アリスの元の姿を理解してないから、自分を偽ってるって言っても、ダイナさんには実感がないのか。

　なら、アリスらしい行動を教えてやるしかない！

「俺を馬代わりにして、ヒヒンヒヒンと鳴けと命令したり、足を舐なめさせたり、人が買ってきた朝食に対して『犬の餌えさ以下。あなたは犬以下だから気にならないでしょうけど』とか言ったり、ゴキブリ的存在だからとホウ酸団子を食わしたり、そういうのがアリスらしい言動です！　どうですか！　アリスが自分を偽いつわってないというなら、お父さんもそういうことをされたはずです！　違いますか！」

「……………………」

　…………あれ？

　場の空気が信じられないほど白けてる……？

「されるわけがないだろう」

「そうですね、されるわけないですよね」

　家庭崩壊するわ。

「自分を偽る、偽らないの前に、そんな行動を親にしたら、そっちの方が問題じゃないか？」

「そっちの方が問題ですよね」

　完全に同意してしまった。

　……アリス、お前、今回のことが終わったら、悔くい改めろよ。

「と、とにかく、うまくやってるなら、アリスが家出をするはずがないです！　我が慢まんしてなきゃ家出なんかしませんよね！」

「家出をしたのは事実だが、有あり澄すが我慢していることなど、どうしてお前に分かる？　さっきからデタラメばかりのお前の言うことを信じろと？　……ああ、いい。これ以上会話を交わすのも面倒だ。直接、本人に聞いてやろう」

「え？」

「有澄、どうなんだ？　お前は耐えられないほど我慢をしているのか？」

　アリスは一いつ瞬しゆん目を丸くして、押し黙だまる。テーブルに置いた虫篭かごをちらりと眺ながめ、拳こぶしを握りしめて、答える。

「我慢……なんて、してないよ」

　ダイナさんは、腕を組んで俺を睨にらみ付ける。

「有澄はこう言ってるが？」

「そ、それは──」

　アリスがこう答えるのは分かってた。動どう揺ようするな。

　見たところ、アリスは否定こそしているが、コウタロー効果で迷いは少し生まれている。心変わりしそうな雰ふん囲い気きはあるんだ。ここは持ちこたえないと！

「い、言わされてるだけだ！　あなたたちに嫌われたくないから、ついつい我慢してないって言ってるだけだ！　だってアリスは言ったんだ！　誰も理解してくれないから、大人になるまで我が慢まんしてやるって！」

「……そんなことを言ったのか、有あり澄す？」

　問いかけるダイナさんの視線から逃れるように、アリスはうつむく。

　明らかに後ろめたさは感じている。

「言うわけ……ないよ」

　だけど口にする言葉は、やっぱりその事実を否定する言葉。

　しかも、言うのだ。

「そんな、他人の言うこと聞かないで」

　俺への拒絶を言葉を、はっきりと。

「ふん。……だそうだ」

　ダメだ……。この調子じゃ、もうダイナさんが、俺の話をまともに聞くことはない。

「……なんなんだお前は……！　適当を言うのもいい加減にしろ！　お前は一体なにがしたい！　そもそも他人のくせに、どうやって有澄を家に連れ込んだ！　うちの家庭をかき混ぜてなにをしようとしている⁉」

　ついに日本刀の鞘さやを抜いた。

　ひぃ！　とうとうやばい！　もう俺一人じゃ持ちこたえられない！

「アリス、お前は今のままじゃ嫌いやなんだろ！　早くそんな下へ手たな芝居をやめてくれ！　やっぱりお前が直接言わないと、この人たちは変わらないんだ！　だからアリス、頼む‼」

　アリスはそんな苦し紛まぎれの言葉には、まるで顔を上げない。

「貴様、なにを有澄をたぶらかそうと！　これ以上つけ上がるなら、容よう赦しやはしない！」

　むき身になった日本刀の柄えを掴つかむダイナさん。

　俺の命運がついに決まったか……。ああ……刃の光がまぶしいなあ……。




「あなた、落ち着きなさい」




　…………え？

　ダイナさんの凶きよう行こうを止めたのは、どういうわけか、ルイさんだった。

「しかし琉る生い。こいつはなにかを企たくらんでいる！　どう考えても──」

「わたしは、落ち着きなさいと言ったのです」

　ぴしゃりと叩たたき付けるようなルイさんの物言いに、ダイナさんは黙だまり込み、ゆっくり日本刀を鞘に戻す。

　……ど、どういうことだ？　どうしてルイさんが、俺を助けるようなことを……？

「わたしには彼の言うことが、さほど的まと外はずれだとは思いません」

「なに？　ど、どういうことだ！」

　ど、どういうことだ！

「有あり澄すがわたしたちに対して我が慢まんをしているのは、あり得ることです。なにせわたしたちには、有澄を構ってあげる時間などありませんでしたからね」

「だ、だが、有澄は我慢などしていないと言ってる。それにいつもにこにこしていたじゃないか」

「ですから、彼の言うことが真実なら、それも演技をしているということです。なにも彼だけが言っているわけではありません。以前、朝あさ比ひ奈なにも指摘されたことがあります。そのときはあり得ないと一いつ笑しように付ふしましたが……」

「な、なんだと！」

　な、なんだと！

　ってさっきから俺のリアクションが、ダイナさんと一致してるぞ。

　こ、これはどういう展開だ？　まさかあんな不利な状況から、俺の言葉が信じてもらえるとは思っていなかった。

　ええと……もしかして問題はもう、解決に向かっているのか？

「わたしは先ほどから有澄と彼を眺ながめていて、事情をあらかた把握しました。家出をしている間に、有澄に家庭事情を聞いた彼は、一ひと肌はだ脱ぐことにしたのでしょう。これだけの行為をしたのです。かなりの覚悟を決めてきたはずです」

「となると、こいつは……？」

「ええ、わたしたち家族のことを思い、捨て身でこんなことをしてくださった──」

　なんだ……。

　俺は拍ひよう子し抜けする。

　やっぱりこの人たちは家族なんだ。こうやって話す機会を設ければ、すぐに関係を改善してくれたのだ。もっと大変なことになるかと思ったけど、実際はこんなものだ。

　……そりゃそうだよな。別にこの人たちはアリスが嫌いなわけじゃない。それは伝わってきた。少しアリスとすれ違いがあっただけだ。そのすれ違いさえどうにかなれば、簡単に解決する問題だったのだ。

　よかった。これでもうアリスは、家出をしなくても──




「──と、有澄に見せかけ、有澄を味方に付け、わたしたちに金をせびるのがこの方の目的です」




「…………え？」

　なにを言ったのか、理解できない。

　だけど理解の及んでいない俺にお構いなしに、ルイさんはテーブルの上に、なにかをぞんざいに投げ置いた。

　百万円ぐらいある、一万円札の束だった。

　──なんだ？

　──なんでこんなものが、この話に出てくるんだ？

　ルイさんは、アリスを理解してくれたんじゃなかったのか？

「唖あ然ぜんとした顔ですね。百万ほどのお金を生で見るのは初めてですか？　これをあげますのでもういいでしょう、ご苦労様です」

　ルイさんの瞳ひとみにあるのは──

　歴然とした、俺への──敵意。

「も、もういいって……なにが？　意味が分からないんですが」

　本当に今感じている感情を、混じりっけなく、そのまま口にする。

　ルイさんは答える俺を鼻で笑い、仕方ないというように口を開く。

「しらばっくれなくてもいいんですよ？　そのお金は、あなたがどれだけ愚おろかでも差し上げます。あなたと議論している時間が、わたしたちには惜おしいんですよ」

「だから本当に意味が──」

　ドン！

　ルイさんは、俺からその鋭するどい眼光を一切逸そらさないまま、テーブルを叩たたいた。

　いや、ただ叩いたんじゃない。さらにもう一ひと塊かたまりの札束を、テーブルに置いていた。

「下げ郎ろうが。これで満足しましたか？」

　心臓を貫くような鋭い眼光で、吐き捨てる。

　あまりの唐とう突とつな展開に、なに一つ言葉を口にすることができない。

「本来ならこんな金銭など渡す必要もないのですけどね。有あり澄すがこちらに戻ってしまった時点で、あなたの作戦は失敗しているのですから。これは、あなたの下げ卑びたふてぶてしさに思わず感かん銘めいを受けてしまったから渡す、おひねりだと思ってください。猿さる回まわしよりは楽しめました。そして、受け取ったら、さっさと帰りなさい」

　本気で意味が分からない。展開についていけない。

「……いいでしょう、しらを切るなら、わたしが説明しましょう。あなたは有澄の話を聞き、有澄がわたしたち相手に我が慢まんを強しいられていることを知りました。しかも有澄が家庭内で演技をしている状況を見抜きました。それが分かるほどですから、おそらく有澄も、あなたにある程度は心を許していたのでしょう。だからこそあなたは、できる、と思ったのですね」

　ルイさんは、吐き捨てる。

「わたしたちを恐きよう喝かつすることを」

　本当になにを言っているんだ……？

「わたしたちには社会的立場があります。仕事にかまけ、娘を虐ぎやく待たいしているなどという風評が広がれば、少なからずダメージがあります。根拠もなしにその風評を広めることはできませんが、しかし有あり澄すを味方に付けることで、その根拠を作ることができる。だからあなたは今、なんとしても、有澄を味方に付けようとしている。

　本来ならばあなたは、有澄を自宅には帰すつもりはなかったでしょう。あなたの家に有澄がいることは虐待の根拠を強くしますからね。家出をした事実がそこにあるのですから当たり前です。しかもあなたの家にいれば、交渉の際、有澄自身を人質にもできる」

　人質って、なんだそれは？　俺がアリスを誘ゆう拐かいでもして、身みの代しろ金きんを要求しているとでも？

「なるほど、こいつの意味不明な行動は、金のためか」

　ダイナさんが納得している。

「ちょ、ちょっと待ってください。そこでどうして金銭に発想が飛ひ躍やくするんですか⁉」

「それ以外にここに乗り込んだ理由があるのですか？」

「あ、あるだろ。なんで素直に、アリスのために行動しているとは考えないんだ！」

　嘲ちよう笑しよう。

「他人がそんなことをするわけがないでしょう？」

　────他人。

　またその単語か。

「他人の娘を助けるためだけに、ここまでの行動をするのはあまりに不自然です。違いますか？」

　なんなんだそれは？　なんでそんな考え方になるんだ？

　そういえばルイさんは、リビングに来る前にどこかに寄っていた。ルイさんは初めから金銭目的だと決めつけ、このお金を用意していたんだ。

　俺がアリスを助けたいと思う気持ちなんて、はなっから信じていなかったんだ。

「わたしの私見が多分に入っていることは認めます。しかしこれだけは確実です。あなたがどこまで考えていたのかは分かりませんが、おそらく、有澄からこれだけは嗅かぎ取っていたのでしょう」

　ルイさんは、唾だ棄きするように言葉を吐き出す。

「金の臭においを」

　こんなに──

　こんなに難しいことなのか。他ひ人と様の家族の間に踏ふみ込んで、アリスと仲良くやって欲しいと伝えるだけのことが、これほど難しいことだったのか。

「有澄、この男の偽物の優しさに騙だまされないあなたは、やはり優秀です。わたしたちはそういう善人面づらした悪人と、数えるのもおっくうになるぐらい遭遇し、欺ぎ瞞まんを暴あばき、打ち倒してきました。この男もその一人にすぎないと、ちゃんと見抜いたのですね」

「…………」

　アリスは母親の言葉になにも返答できずに、コウタローを眺ながめている。

「そのヤモリを買ってもらったことで、あなたが彼の優しさをすべて否定したくはないのは分かります。しかしそれはあなたを信頼させるためのただの投資です。現に投資以上のお金がここにあるでしょう？」

「そんなんじゃない！」

　……ああそうだ！　せめて、お金目当てでないことだけはアリスに示さないと！

　俺は百万円の束を手で掴つかむ。

「──こんなのいるか！」

　そしてテーブルに叩たたき付ける。

　しかし、それでも、ルイさんの表情にはなんの変化もない。

「策略が見抜かれ、ヒステリーを起こし、利益さえも分からなくなりましたか？　目先の感情だけで動くとは愚おろかですね。へらへらと媚こびへつらい、もう百万欲しいですとでも言えば、考えもしますのに」

　言葉はどこまでも届かない。

「どこまで──」

　悔くやしさで涙さえ出てくる。

「どこまで俺の気持ちをバカにすれば──‼」

　でも、分かっている。

　感情的にわめいたところで、ルイさんの考えは変えられない。




「…………仮に、お前が本当に有あり澄すのために行動しているとする」




　まるで俺を助けるような言葉で、口を挟はさんだのはダイナさんだった。

　でも、その視線の鋭するどさは、明らかに俺を助けるものとは違う。ルイさんとは別の方向から、俺を攻撃するつもりだ。

　この二人は、まだ俺をいたぶり足りないんだ。

「お前が、有澄のために、俺たち家族に助言しているつもりだとする。だったとしたら──」

　先ほどの感情的な様子は消え失うせ、冷徹に俺を突き刺す。

「──余計なお世話もいいところだ」

　……どうしてだよ？　そこまで言われることか？　俺がアリスの気持ちを分かってくれって言うのさえ、許されないって言いたいのか？

「文句がありそうな面つらだな。なら言ってやろう。『有澄の気持ちを理解してやれ』などという助言は、今更お前に言われるまでもない、取るに足りないものということだ」

　ダイナさんは、一言一言に怒気を込める。

「今まで九年間過ごした俺たちよりも、数日間一いつ緒しよにいただけのお前が有あり澄すのことを分かっている？　自分がどれほどのもんだって思ってるんだ？　笑わせるなガキが」

「……じ、実際に分かってないだろ！　アリスの作り笑いにさえも気付かないで、あんたこそ思い上がってんじゃないのかよ！」

「うるせえ！　お前に俺たち家族のなにが分かる！」

　今までで最大の迫力。

　俺は思わず気け圧おされてしまう。

「俺だって有澄とずっと一いつ緒しよにいてやりたいんだ。有澄のことをもっと分かってやりたいんだ。でも、できない。どうしても俺たちには時間が作れない」

「い、言い訳だ……、やろうとすれば、仕事をやめることだって──」

「できるわけないだろう！　それができりゃとっくにやってる！　お前には理解できないだろうが、俺たちの仕事は、もう俺たちの意思でやめることができないんだ！　金を稼ぐということは、それだけ他人に影響を与えるということだ。俺と琉る生いは金を背負い込むと同時に、家族以外の人間の人生も背負ってしまった。俺たちが仕事の手を抜いただけで、路頭に迷う人間が出る。いつの間にか、俺と琉生は、自分や、自分の家族さえ最優先にできなくなるほどに、仕事に絡からみ取られた。それが現実だ」

　ダイナさんは、拳こぶしを握り、吐き捨てる。

「お前に、その、もどかしさ、悔くやしさが分かるのか？」

　重い。

　その言葉にこもっている実感は、俺が経験していないもの。

　反論の余地がないもの。

「恵え瑠るが病気で苦しんでいるときに、俺たちは恵瑠のためにすべてを投げ出すことさえ許してもらえなかった。琉る生いは睡眠時間を削けずって、体調を崩して倒れて、そこまでしても恵瑠になにもできないと、自分の無力さに泣いていた。そんな俺たちを責めたければ責めるといい。有澄を構ってやれなかったのは事実だ。有澄を蔑ないがしろにするなってのは、正当な主張だ。だが、その罪悪感は、他の誰よりも俺たちが感じてる。

　批難は受け入れよう。だけど、そこにずかずかと割り込んで、有澄の気持ちを分かってやれって気軽に言いやがるのは気に入らない。なあ、お前は何様だ？　どんな立場から言ってくれちゃってるんだ？」

　責め立てる言葉で、俺の安易さが、どれだけこの人の気分を害したか思い知る。

「うるせえんだよ！　今更お前のようなガキに言われないでも分かってるんだよ！」

　こんな言葉に、なんの苦労も知らないガキの俺が用意できる言葉は、なんにもない。

「────…………」

　なんだよこれ……？

　俺は、間違っていたのか？

　アリスを助けたい、ただ、そう思っただけなのに、俺はただ状況をかき回しただけで、この人を傷付けていたのか？　無力っていうのは、こんなにも罪なことだったのか？

　なにもできないなら、なにもしなければよかった。こんな惨みじめな気持ちになるなら、なにもするんじゃなかった。

　俺とアリスは──悔くやしいけど、やっぱり他人だったんだ。

　エルさんの判断は正しかった。俺にはなにもできないと察知して、さっさと帰らせた。必要以上に冷たい態度を取ったのは、俺にこんな過あやまちをさせないためだったんだ。

　それも分からずに、俺はなんて愚おろかだ。

　アリスが帰ったときに、「家出をやめたのか、よかった」とでも思って、それでもうおしまいにするのがきっと正しかった。俺の心に引っかかることが少しはあっても、時間が忘れさせてくれただろう。

　それが、他人としてふさわしい行動だった。

　そうだろう、アリス？

　苦笑して、アリスを見て──




　──違う。




　そう悟さとった。

　俺は、やっぱり間違ってない。

　だって、アリスはまだうつむいている。これだけの愛情ある言葉を、父親の口から聞いても、なにも変わらないでいる。

　アリスは事実、救われていない。

　そうだ。アリスは自分の両親が、全力で努力していることをとうに知っているのだ。だからなにも文句なんて言わなかったし、言えなかった。アリスが両親への不満を言わないのは、そういう事情があったからなんだ。

　それでもアリスは、家出をしないといけなかった。それだけ苦しんでいた。

　だったらやっぱり、このままじゃいけない。

　俺は、この家族を変えないといけない。

　両親も、エルさんも、もちろんアリスも変えないといけない。

　だから──

　だから俺は、まだ立ち向かわないと。

　言葉がどんなに届かなくても、俺はアリスのために戦わないと。

「──関係、ないだろ」

「なに？」

「アリスがつらいことと、お前らの事情は関係ないだろ！　なんだそれ、言い訳か？　全力でもアリスを幸せにできない？　それってお前らじゃ、アリスを幸せにできないって口にしてるだけじゃねえか！」

「……なんだと？」

　怒いかりで顔真っ赤にし、立ち上がろうとするダイナさんを、ルイさんは手で制する。

「まだあなたは懲こりないのですか？　金銭のためでなかったとしても、あなたの行為はわたしたち家族にとって迷惑でしかないと、それも分からないのですか？　有あり澄すのことを分かっているつもりで、あなたはまるで分かっていない。なんでしたら、確認しましょうか？」

　ルイさんは、アリスに微ほほ笑えみかける。

「有澄、彼はまったくあなたのことを分かっていない。そうですよね？」

　ルイさんの微笑みを見て、アリスはテーブルに置いたブービットを、引き寄せる。

　ブービットをぎゅっと抱きしめて、答える。

「はい。この人は全然、あたしのことなんて、分かってない」

「────」

　意外だ。

　いや、否定されたことじゃない。そう言われるだろうことは分かってた。

「今までも、これからも、あたしとなんの接点もない、他人です」

　意外だったのは──

「…………にん、……ねえ」

　そう言われることぐらい分かってたのに、俺が傷付いてることだ。

「……他人じゃねえ」

　くっそが！

　もう二度と言わせるか！

「俺はもう他人じゃねえ！　だからお前のことを、分かってる！」

　叫さけんだ。

　アリスが、ゆっくりと俺の顔を見つめる。

「あなた……まだそんなこと言ってるの……？」

　言ってアリスに浮かぶ表情は、パーフェクトアリスではあり得ない、怒りの表情。

「ふざけないで！　全然、あたしのことなんて分かってないくせに！」

「分かってるって言ってんだろ！」

　強情な俺の叫び声に、アリスは目を見開いた。

　ああ、いいぜ？

　そこまで言うなら証明してやる！

「それを貸せ！」

「…………っ！」

　俺は、アリスの腕のブービットを、半なかば強引に取り上げた。

　そうだ。まだこれがあった。

　このブービットの謎なぞを解き明かして、全部解決してやる。

　自信満々に言い放ったが、この人形をどうしてこんなにアリスが大切にしているか、その本当の理由は分からない。昨日考えたことがあっているかどうかも分からない。我ながら大たい言げん壮そう語ごもいいところだ。

　けれど、もうこれしかない。

　それに、変な確信はあるんだ。この答えの先に、絶対、アリスが両親に心を許さない理由があるっていう確信が。

　だから迷わない。

「アリス、お前はなによりもこれを大切にしているよな？」

「…………」

　アリスは答えずに、そっぽを向く。

　別にいいぜ。どうせもうすぐ俺から目を逸そらすことはできなくなる。

「ルイさん、ダイナさん、俺はあんたたちに理解させてやる」

　しっかりと前を見み据すえて、言い放つ。

「アリスとただの他人じゃねえって！　それを理解させてやる！」

　俺は勢いよく、テーブルの上に、ブービットを叩たたき付ける。

「……この人形がなんなのか分かるか？」

　二人は顔をしかめる。

「この人形は、アリスが二つの人形を解体して、自分で縫ぬい合わせたものだ。名前はブービットという」

「それがなんですか？」

「一体、なにが言いたい？」

　ルイさんも、ダイナさんも、やはり分かっていない。

「アリス」

　俺は、アリスに言ってやる。

　アリスは、一いつ生しよう懸けん命めい、俺を見ないようにしている。

「俺はお前のことを分かってる。誰よりも！」

　二つのものを一つにする。それが、俺は似ていると思った。

　かつての、ある姉妹の状況に、似ていると思った。

　そう、だからこれは──

　この人形の意味は──




「この人形はエルさんだ」




　アリスが目を大きく開いて、固まった。

　ルイさんとダイナさんは、意味が呑のみ込めず、押し黙だまった。

　代わりに口を開いたのは、今までずっと傍ぼう観かん者しやに徹していた、エルさんだった。

「その人形がわたくし、ですか？」

　エルさんも、そのことを知らなかったようだ。

　そりゃあ嫌われてると思っているのに、自分をかたどった人形を大切にされてるなんて発想は当然出ないよな。

「正直、わたくしに似ているとは思いませんが……」

「そうだな。外見が似てるわけじゃない。この人形は、ウサギとブタの人形を合わせたものだけど、実はベースはほとんどウサギで、ブタの方は鼻とか蹄ひづめとか所々パーツを使っているだけなんだ。このほとんど形が残っている元のウサギの方は、病気のときのエルさんなんだよ。そしてこの完成品は、今のエルさんだ」

　エルさんは、その意味を理解してか、言葉を失う。

「ウサギが病気のときのエルさんなら、ブタは誰なのか？　言うまでもないそれは──」

　でも、そこで俺の言葉は遮さえぎられた。

「……………………やめて」

　アリスが、俺の腕を、強く掴つかんでいた。

「え？」

「言わないで…………‼」

　……なんだこのアリスの反応？　まだアリスが無視できないようなことは、言っていないのに。

「お願いだから言わないで！　それ以上、言わないで‼」

　どうしてそこまで拒否するんだ？　俺が言おうとしているのは、この人形のことだ。それだけなのに、どうしてそれをそんなに隠したがるんだ？　まるでそれが自分がなにより隠したかったもの……みたい……に────




「あたし、いらない」




　突然、アリスのその言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。

　どうして今、そんな言葉が？　この言葉はいつ言われたことだった？　でも今浮かんだってことは、俺が言おうとしていること無関係じゃないんだ。

　それどころかむしろ、同じようなものなんじゃ…………

「あ……」

　そうだ。

「ああああ………………」

　そういうことだったんだ。

　分かった。

　全部分かった。全部全部分かった。全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部全部分かった──‼

　──アリス。

　分かった上で、言ってやる。

　お前が考えているそれは誤解だ。

　だから、言わないでくれっていうお前の望みは叶かなえてやらない。その誤解は、今すぐに解かないといけない。

「ウサギはエルさんだ。じゃあ、切り刻んで部品にしただけのブタは、アリスにとって誰なのか？」

　アリス。

　俺がお前の思い通りに動くと思うなよ？

　お前は俺を踏ふみ付けて、すっかり女王様気取りだが、その主従関係は残念ながら間違っている。なにせ俺はパクメンなのだ。亭てい主しゆ関かん白ぱくの俺は、お前の指図を受けたりしない。

　この計り知れない独善っぷりを、お前は思い知れ‼




「その部品にしたブタは、アリスだ」




　アリスの、俺を掴つかんでいた手の力が、弱くなった。

　もう、誰も口を挟はさまなかった。

「エルさんは白血病だった。ルイさんも、ダイナさんも、エルさんに骨こつ髄ずい移植をしてくれる人間が欲しかった。アリスが産まれたのはそのときだ。アリスがそのことを知れば、当然こう考える。自分は、姉のために産まれた存在だと、そう考える」

　ダイナさんは反論する。

「……そう考えるかもしれないことは分かっていた。そんなことは百も承知だ」

「でも、病気のエルさんを優先せざるを得なかったんだろ？」

　次はルイさんが反論。

「それも分かっているわ。でも、わたしたちはできる限り、有あり澄すに愛情を注いできました」

「なにが今問題なのか、全然分かってねえな！　むしろそれがアリスの負担なんだよ！　アリスが家出をしたのは……もう家に戻らないとまで決心させたのは、あんたらが嫌いで、我が慢まんできなかったからじゃない。むしろ逆だったんだ。アリスは家にいることで、これ以上家族に迷惑をかけたくなかったんだよ！」

「迷惑だと？　なにをバカなことを言っている？　親である俺たちは、娘がなにをしようと迷惑に思うわけがないだろうが」

「だから、そう思ってるのはあんたらだけなんだよ！　そんなことはわざわざ伝えなくても分かるって思ってるんだろうが、アリスが無条件にそう信じられるほど、一いつ緒しよにいてやったのかよ！　優しくしてくれるのが、自分を産んだ引け目からだって勘違いしないよう、ちゃんと態度で示してやったのかよ！　負担になっているんじゃないかって不安になる、アリスの気持ちに一早く気付いてやれたのかよ！　結局、一緒にいないからこうやって誤解が生まれたんだ！　あんたらまだ、忙しいからしょうがなかったって言うのか！　大人の視点で理解した気になって、なにを安心してたんだ！　ふざけんな！　そんなだから……だから！」

　俺はテーブルを思いっきり手のひらで叩たたき付ける。

「まだ誤解をしたままなんだよアリスは！　いまだに自分を、エルさんのパーツの一つだと思っているんだよ！」

　アリス以外の全員が、絶句する。

「…………でも、恵え瑠るの病気は治ったのよ？　もう誤解をするような要因は──」

「まだ分からないのか！　それは大人の理屈なんだよ！　むしろ、そのことは尚なお更さら、アリスを苦しめたんだ！　パーツとして産まれたのに、それにすらなれなくて、役に立てず、負担ばかり親にかける自分に、引け目を感じていたんだ！　役に立たない自分は姉に嫌われると、そう考えていたんだ。なあ……アリスは俺にどう言ったと思う？　自分のことを、どう言ったと思う！」




「いらない──って言ったんだぞ‼」




　自分の存在を「いらない」と思っているから。

　それが、家出の理由。

　それが、愛情を感じ取れない理由。

　それが、アリスがずっと家族にひた隠しにしてきた、事実。




「ふざけんな！　どうして９歳の女の子からそんな言葉が出てくるんだ！　アリスがどんな気持ちでそんな……そん、な………………」

　悔くやしくて、

　悔しくて、言葉はもう出なかった。

　殴なぐるに値する相手がいればまだよかった。でも、そんな人はいない。この両親が、悪人だったかと言えば全然違う。限られた条件の中で、精一杯アリスを愛そうと頑張っていた。エルさんも悪くない。エルさんは病気に冒され苦しんだのに、アリスの件では自分を加害者だと思い込んでいた。自分が嫌われていると思い、アリスに手を差し伸べることさえできなくなっていた。ならアリスが自分の気持ちを言い出せなかったのが悪いのか？　違う。「お前はいらない」と言われるかもしれないと恐れていたアリスが、自分の正直な気持ちを言えるわけがなかった。

　誰も悪くないのに、なぜかこの家族は『家族』になれていなかった。アリスは一人でこんなに苦しんでも、誰にもそれを分かってもらえなかった。




　──沈ちん黙もく。




　沈黙が続く。

　誰も、なにも、言えない。




「本当に嫌わないの？」

　呟つぶやきが、部屋に妙みように響いた。

　揃そろってこうべを垂れていた俺たちは、声を発した人を一様に見た。

「あたしが、わがまま言っても、嫌いにならないの？」

　そんなの当たり前のことを、アリスはわざわざ確認する。

　ダイナさんと、ルイさんは、なにも言えずに静かに頷く。

「だったら、言っていい？　あたし……あたし…………」

　震えた声で、アリスは言った。




「寂さびしかった」




「わがままだって分かってるわ。でも、ママとパパにはもっと時間を作って欲しかった。もっと一いつ緒しよにいたかった。もっと話したかった。授業参観に来て欲しかった。運動会で二人三脚したかった。遊園地に行きたかった。一いつ緒しよに買い物をしたかった。ママに服を選んで欲しかった。パパとキャッチボールしてみたかった。いっぱい、いっぱい、ママとパパとやりたいことあったの」

　こんなの、普段から言えばいいことだ。……いや、言わなきゃおかしいことだ。

　でもアリスは言えなかった。

　わがままを言ったら、邪じや魔まな自分は嫌われると思っていたから。

「ママ。ママは厳しすぎると思うの。ママの言うことは正しすぎて、あたし、反論できなくなるの。だからもっと優しくして欲しい」

　ルイさんは、ブービットを手に取って、震えたまま頷うなずく。

「パパ。いつもあたしのこと気にかけてくれてありがとう。でもパパはたまにずれてるよ。例えばね、あたしはアイスは好きだけど、チョコミントは嫌いなのよ」

　ダイナさんは、拳こぶしを強く握りしめて、目を赤くする。

「お姉ちゃん」

　エルさんがアリスを見る。

「あたし、本当に、役立たずじゃないの？」

　エルさんはすぐに、アリスを見ていられなくなって、膝の上に頭を押し付ける。

「大好きだって、今でも言ってもいいの？」

　エルさんは、頭を擦こすりつけたまま、なにも返事を言えずにいる。

「トシヤ」

　アリスが初めて俺の名前をまともに呼んだ。

「……どうして」

　アリスは、二つに結んでいた髪をほどいた。

「…………どうして？」

　アリスの瞳ひとみに、涙が浮かぶ。

「…………どうして………あたしの気持ち…………分かったの？」

　アリスの目から、ボロボロと涙が零こぼれる。流れる涙に感情が追いついていないみたいに、無表情のままで、それはちょっとおもしろい面つらだった。

　なぜ気持ちが分かったか？

　なんでだろう？

「…………パクメンだからかな」

　亭てい主しゆ関かん白ぱくな男は、妻を護まもらなければいけない。そのために誰よりも妻の気持ちを分からなければいけない。大事な人を護れるようになって初めて、パクメンを名乗れるのだ。

　って、アリスが妻だと？

　……なんだそのキモイ発想は……！　なんてこった、こんな発想が出てしまうとは俺はまさかロリコンなのか⁉

「なにそれ……養分のくせに……生意気、よ…………」

　言って、アリスは笑え顔がおみたいなへんてこな泣き顔で、声を上げて泣き始めた。

　俺はそのおもしろ顔がおかしくて、思わず吹き出してしまった。あまりに笑ったおかげで、ちょっと涙が流れたのは、恥はずかしいから秘密にしておく。
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　というわけで、毒舌幼女に養分にされかける一連の騒そう動どうは、白しら波なみ瀬せ家の絆きずな修復という最高の結果で無事解決した。

　きっちりとダイナさん、ルイさんに謝罪を受けた俺は、そのまま白波瀬家の夕飯に招かれた。さすがにすぐ和なごやかにとはいかなかったが、ずいぶんと気を遣って接してもらったと思う。

　エルさんは、ことあるごとに「素敵ですわ」と、あまりに彼女に似合わないセリフで俺を評価してくれた。

　招かれざる客だった俺は、すっかり大切な客人へとクラスチェンジしたのだ。

　事情を知らないミカンちゃんは、俺に気を遣っている恐ろしい雇い主と、傲ごう慢まんの代名詞エルさんが俺を褒ほめ称たたえている様を見て、「やべえ、こいつマジやべえ」といかにも語ご彙いが少ない若者っぽい言葉で、俺に驚きと畏い敬けいの念を見せていた。ちなみにミカンちゃん、あのロリヤンキーの見た目からは想像が付かないほど料理がうまい。失しつ墜ついしきっていた俺の中のメイドのイメージが、ちょっとだけ回復した。

　そして、アリス。

　アリスは俺と、あまり喋しやべってくれなかった。それどころか目が合うと、頬ほほを赤くして気まずそうに目を逸そらしやがる有様だった。まったくなんだその態度は？　俺は恩人だぞ。

　でも、ちゃんと言って欲しいことは言ってくれたから許すとしよう。

　その言葉は──

「助けてくれて、ありがとう」

　演技じゃない笑え顔がおで言ってくれた、お礼の言葉。
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　そうして俺は、高層マンションを後にした。

　車の中から、マンションを見上げる。

　アリスが住む最上階は高くて、ここからは見えない。

　やっぱり俺からは、あの場所は──遠い。

「…………アリス、さよならだ」

　もう他人とは言わせないし、アリスも言わないだろうが、それでもお別れだ。アリスとの接点がない俺が関われるのはこんなところだ。

　アリスはまだ子供で、ずっと今の気持ちを変わらず持ち続けることはできない。

　だって、アリスはすぐに、成長してしまう。

　アリスが成長するその間、ずっと側そばにいることなんて俺にはできやしない。一度離れてしまえば、もうアリスはすっかり別人のようになっていて、この関係は変わってしまうのだ。

　それが、俺とアリスの、越えられない、年齢差という壁なのだ。

　でも、それはいい。アリスが自分を偽いつわらずに、すくすく成長してくれればそれでいい。まああんな滅茶苦茶な家族だ。今回だけですべてが解決するわけではないだろう。また問題を抱かかえるだろう。でも、今回のことで本当の家族になれたんだ。言いたいことが言えるようになったんだ。だからアリス、後は自分でなんとかできるだろ？

　俺たちは他人じゃなくなった。

　街ですれ違ったときに、アリスは俺に挨あい拶さつぐらいはしてくれる。

　俺はそれだけですげえ満足だ。

「なんてな……やっぱりそれだけじゃちょっと寂さびしいぜ、アリス」

「おい変態、なにをぶつぶつ言ってるんだ」

　さて、ところで今、俺がどこにいるか言及しなければならないだろう。

「ふん、ロリコンのストーカーの変態め。恥はじを知れ」

　俺はパトカーの中にいた。

　ミカンちゃんに殴なぐられたせいで腫はれ上がった醜みにくい顔をしている俺は、手て錠じようをはめられ、連行されていた。

　隣にはダイナさん並みの迫力がある、眉み間けんに深いしわが刻まれた、屈強なおっさんが座っている。

「そいつなにをしたんすか？」

　運転している、まだ学生のような雰ふん囲い気きの若い男が、おっさんに話しかける。

「９歳の幼児と交際させろと騒さわぎ立てたらしい」

「マ、マジすか！」

　若い男は驚きよう愕がく。

「そのために高層マンションの最上階にやってきたって……破格の変態じゃないっすか！　見た目はそんな変態には見えませんが……」「見かけだけで疑いを解くな。こいつは、それだけでなく、ガイシャを家に連れ込んで、いかがわしい行為に及んだ真性の児童性愛者だ。ガイシャのパソコンにあられもない動画データがあった」「もしかしてあの小さい子っすか！　あんな子に手を出すってどんな外げ道どう野郎だよ！　……うわ、かわいそう。信じられねえ……許せねえ」「新入り……この世界で生きるなら、これぐらいで感情を荒げちゃいけねえ。お前がこれから相手にするのは、こういった常識外はずれの人間たちだ。覚悟しとけ」「うう……俺はもうすでに耐えられそうもないっすよ！　こいつと一いつ緒しよの空気を吸うのも嫌いやっすよ！」「耐えろ。これぐらい慣れて一人前だ」

　…………おい、俺は新人の超えるべき壁かよ！

「ふ、ふふ……」

　──人生終わった！

　ふざけんなダイナさん！　なんであの展開の後、普通に通報するんだよ！　他の奴やつらも止めろよ！　なにをあの初日にケータイで撮った、アリス下着動画を発見して、ドン引きして、引き渡してるんだよ！　やっぱ無茶苦茶な家族だよあんたら！

　おっさんがタバコ臭くさい息を、俺に吹き付ける。

「取り調べ、覚悟しとけ。俺がいちばん嫌いな犯罪はな、力のないものへの暴力なんだよ。この先、貴様の未来に救いがあると思うなよ」

　誰か、俺を助けてくれええええええええええええええ‼
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「──それで、結局、一日留置場にいただけで解放されたわけですね。なんだかんだで、アリスちゃんのお父さんが助けてくれたと」

　白しら波なみ瀬せ家に乗り込んでから一週間後、なんとかこうして、チョコちゃんと下校する日々が俺に戻ってきた。

　…………本当に、なんとか、だけどな。

「……助けたと言えるのか、あれは？」

　すぐ釈放されたものの、警察にとっ捕まったのは事実で、しかも小学生女子を家に泊めたり、高層マンションに乗り込んで大おお騒さわぎしたのも事実だった。

　その事実が伝わってしまった以上、学校側もおとがめなしというわけにはいかず、おかげで俺は三日間の停学を食らうことになった。ミカンちゃんに殴なぐられた怪け我がも治りきっていないってのに、ソファーお化けにも殴られた。停学処分を食らったことは、すぐに「小学生女子に手を出したようだ」という噂うわさと一いつ緒しよに学校中に流れて、教室でも廊下でも、絆ばん創そう膏こうがまだ残っている俺の顔を見ながら、ひそひそなにかを言う声が聞こえた。よく聞くと「『檻おりの中に入れ』って言われたのを『ロリの中に入れ』って聞き間違いして興奮してたらしいぜ」みたいなことを言われていた。発想がアリス並みだな貴様ら！

　くそ、不条理だ！　どうして人助けをしたはずの俺がこんな目に……！　こうして（巨乳の）チョコちゃんが前と同じように接してくれなければ、とっくに心が折れ、引きこもりになっているところだ！　みんな、えーとアレだ！　酷ひどい目に遭え！　チャバネゴキブリに激似のコオロギでも飼う事態に陥おちいれ！

「だけどおかげで俺には人生の目標ができたぜ！　立派なパクメンになって、あの白波瀬グループをビジネスで真っ正面から潰つぶせる大人になる！　あいつら絶対潰す！」

「あの巨大グループをですか？」

「そう」

「岩いわ下したさんには無理ですよ」

　わー、チョコちゃんって平然とそういうこと言っちゃうよね。

「岩下さんは優しいから、潰すなんて無理ですよ」

　そしてこういうことも平然と言っちゃうんですよね！　ときめきました！

「でも、本当に酷い奴やつらだと思うだろ？　特にダイナさん」

「あはは、そうですね……でも、アリスちゃんのお父さんの気持ちも、少しだけ分かる気がします」

「え？　なにそれ？　俺という存在は見苦しいから、罰ばつを与えるべきだと理解できる、という意味？」

「ち、違いますそう思わせてしまったようならすみません自殺します！」

　するな！　この世せ知ち辛がらい世の中は確かにつらいが生きろ！

「そ、そうじゃなくてですね、アリスちゃんのお父さんは、岩いわ下したさんについつい嫉しつ妬としちゃったんだと思います。アリスちゃんを取られちゃったみたいで、悔くやしかったんですよ」

　まあ、意外と親バカだもんな、あの父親。

「でもそれって、岩下さんを認めてるってことでもあると思うんです。だから、そうしちゃったと同時に、お父さん自ら助け船を出してくれたんです」

「…………」

　助け船……ねえ。警察の件だけじゃなく、緑りよく央おう高校にも「大おお事ごとにしないでくれ」って乗り込んできたらしいから、確かに助け船を出してくれたと言えなくもない。学校も、多額の寄付金を白しら波なみ瀬せ家からもらってるらしいから、無視できなかったらしいし。

　……待てよ。もしダイナさんがなにも言わなけりゃ、もっと重い処分もあり得たってことか？　退学危機だったってこと？　うわ、怖っ！

　しかしダイナさんが俺を認めている、か……。さすがにそれはないとは思うが、そう考えるだけでちょっと励はげみにはなるな。チョコちゃんはいいことを言うなあ。スマートフォンをいじくり回してなければ、もっと真剣味があってよかったんだけどなあ。

　まあ、でも。

「気を遣ってくれてありがとう」

「えへへ。…………素敵な男性に感謝されるとか、リア充なう」

　ぶっちゃけどんな噂うわさをされても、この笑え顔がおがあれば平気だしな！




　チョコちゃんと別れて、しばらく歩くと、見慣れた折おり手で荘が目に入る。

「…………にしても、」

　改めてみると、マジでこの折手荘はボロい。庭の雑草も手入れせずに伸びっぱなしになっているし、俺の隣の空室の窓は、修理されず割れたまま放置してある。最近、水回りの調子も悪い。ゴキブリも割と出る。

　どっかの一家が住む高層マンションとは天と地の差だ。

　まあでもとにかく、俺の家はここだ。

　ドアノブに鍵かぎを突っ込んで──ああ、また鍵を閉めてなかった。まあいいや。

「ただいま」

　と言っても返事があるわけもない。俺は一人暮らしをしているんだから。

　俺は革かわ靴ぐつを脱いで、部屋に上がる。気のせいか視界の端はしに小さい靴が映ったが、気のせいだろう。さて今日もまた、あの巨大グループを潰つぶすという目標のために、関かん白ぱく塾じゆくのＤＶＤを見るか。意い気き揚よう々ようと部屋の中に入ると、またもや気のせいか、見覚えのあるスーツケースが見えた。まあ気のせいは何回重なろうと気のせいだろう。だから部屋の端はしで、平然とくつろいでいる奴やつが見えるのも気のせいか、そうでなきゃ幻覚だろう。ちなみに「おかえり」という言葉も聞こえた。完全に幻聴だな。そもそもなんだよ『おかえり』って。お前の部屋じゃねえよ。

　俺は幻覚も幻聴も無視して、テレビ台の下にあるＤＶＤケースを取ろうと、かがんで、四つん這ばいの姿勢になった。

　ずん──。

　なぜか背中が重くなった。

「なにを無視してくれてんのよ」

　最近の幻覚は、重さもあるらしい。

「久しぶりね、駄だ馬ば」

「久しぶりなのにご挨あい拶さつだな」

「そうよ？　挨拶よ？」

　どうやらご挨拶という単語が皮肉になることを知らないらしい。なにを平然に「挨拶よ？」って答えてるんだよ。否定しろよ。

　困った。幻覚と会話が成立してしまう。

　しかも、ごく自然と話せる。ブランクなんてまるでないみたいに、あの数日間まんまの調子で話せる。

　思わず口元が緩ゆるんでしまう。

「さて、俺は幻覚の重みを感じているが、その幻覚は今更こんな家に、なんの用だろうか？」

「ママから手紙を預かっているわ」

　幻覚娘は頭の上から手紙を渡してくる。

　嫌いやな予感しかしないが、俺はとりあえず背中の幻覚娘を下ろして立ち上がり、手紙の封を開く。





『岩いわ下した寿とし也や様へ




　拝啓　晩春の候、過ごしやすい季節になりましたが、いかがお過ごしでしょうか。

　先日は、主人、有あり澄す、恵え瑠る、雇いの家政婦共々ご迷惑をおかけしました。いくらあなた様があまりに泥どろ臭くさく、みすぼらしい外見をしていたとはいえ、早計な判断でご無礼な行為の数々をいたしてしまいました。お詫わびしても許されることではありませんが、許していただきたく存じます。二百万円でもお渡しすれば許していただけますでしょうか？

　さて、有澄についてです。あなた様に指摘されたとおり、有澄はわたしたちの想像と違い、品行方正な娘ではありませんでした。あの口の悪さは、問題児と言っても過言ではないでしょう。ですので、更生のため、有あり澄すには社会勉強が必要だと判断いたしました。

　わたしたちは、有澄に常に目を光らせることができません。わたしたちは、有澄の本質を見抜いた、あなたの側そばが適切な更生の場だと判断しました。あなたなら有澄を真っ当に成長させることができますでしょう。資金援助はいたしますので、有澄をときどきそちらで預かってはくれませんでしょうか。

　それではご自愛ください。有澄をよろしくお願いします。


敬具




白しら波なみ瀬せ琉る生い』








「─────────────バ、」

　バカじゃねえのあの両親！　高校生に娘を預けるって、なんだこのずれた発想は！　少なくとも俺に預けたら口の悪さは悪化の一いつ途とだわ！　そんなことさえ分からないからアリスが問題児になるんだろうがアホか！　あいつらはなにも学習していない！　それから序盤の泥どろ臭くさいだの、二百万だののくだりは絶対にわざと失礼に言ってるだろ！　なぜ無む駄だにケンカを売る！

　と、あれ？　まだ中になにか入ってるな。メモ用紙か？　なになに──……？

「…………なあ、お前はこの封筒の中身、見たのか？」

「あなた宛の手紙を見るわけにはいかないわよ」

　意外と律りち儀ぎな奴やつだな。

　まあでも、助かった。

「……どういう流れでこの家に来たんだ？」

　コウタローをいじくり回しながら、幻覚娘は答える。

「あたしね、パパとママにも素の自分を出すようにしたのよ。トシヤと話すのと同じように、パパとママに接することにしたの」

「おお、いいことだ。でも俺は、どういう流れでここに来たか聞いているんだが？」

「最後まで聞きなさいよ、そーろーね。どーてーの上にそーろーね」

　意味分かって言ってんのかテメエ！

「とにかくこんな感じで話したのよ。そうしたら──」

「そうしたら？」

「頭を冷やせ、と言われて追い出されたわ」

　まあ、そうなりますよね！

　あの二人が戸惑うのも無理はないよな……。あのいい子ちゃんから、超毒舌幼女への落差じゃ、耐えられるレベルじゃないだろう。さぞかしお二人は嘆なげき悲しんでいるに違いない。

　さて、そろそろ目に映る現実を、認めないといけないか。

「アリス」

　俺は久々に、その名前を呼ぶ。

「なによ、トシヤ」

「……で、お前が俺に言うことは？」

「泊めて」

　当然のように言うなこいつ。

「姉が白血病だったので泊めて」

「だからそれを冗談っぽく言うな！　まさか真実とは思わないだろ！　ってかそんな重い話、よく冗談にできるな！　お前の姉ちゃんハゲてるのに！」

「お姉ちゃんが今ハゲてるのは、病気と関係ないし」

　分かってます。ハゲと言いたいだけです。

「分かったわ、ちゃんと言うわよ」

　アリスは、深呼吸をして息を整えて、言い放つ。




「あたしの養分になりなさいよ！」




　なぜその発言を溜ためて言った？

「養分ってなんだそれは！　あんなことがあっても、お前はちっとも成長してねえな！」

「だってあなたは食物連れん鎖さにおいてあたしの下でしょ？」

「なにをかわいらしく首をひねって、それを当然のことのように言ってる！　誰がお前の養分になるか！　俺は捕食系幼女であるお前の食糧ではない！　そういう関係にするな！」

「じゃああたしたちの関係ってなに？」

　俺たちの関係ねえ。確かに不思議な関係だよな。

　状況から考えてみるか。

『一いつ緒しよに住んでいる男女』でそれも『親公認』。

　そこから導き出される自然な関係は──




「ああ、夫婦だな」




　おかしい。

　自然な結論のはずがなぜかマジキチな解答に。

「

　


──────────────」



　アリス、真っ白になって絶句してるし。

「な、」

　わなわな震え出すアリス。

「なに言ってるのあなた？　ロリコンなの？」

　なに言ってるの俺？　ロリコンだったの？

「今のプロポーズなの？　９歳のあたしにプロポーズしたの？　変態なの？」

　今のプロポーズなの？　９歳児に俺プロポーズしたの？　変態だったの？

　アリスはなぜか耳まで真っ赤に。

「け、結婚なんて、こ、困るわよ。まだ小学生だし、か、考えられないわよ……。ウエディングドレスへの憧あこがれはあるけど、でも、その…………」

　なにその気になってるの？

　さっさと「はあ？　駄だ馬ばと人間が結婚なんてできるわけないでしょ？　グロテスク発言はやめなさいよ」とか言って、いつも通り俺をけなせよ。

　真っ赤になったアリスは、うつむいて、俺の腹を人差し指でちょんと小こ突づく。

「────ば、ばかぁ」

　なんかいつもと違う！　そんなんじゃないだろアリス！

　アリスは黙だまって背を向けてしまう。コウタローを必要以上にいじくり回している。……いや、さすがにコウタロー嫌いやがっているように見えるぞ？

「ト、トシヤはコウタローをあたしのために買ってくれたのよね？」

「……まあ」

「そこまでしてあたしの気を惹ひこうとするなんて……。あなた、あたしにベタ惚ぼれのようね」

「うぐ……」

　アリスのために買ったのは事実だから、あまり強く否定できん。

「どーてーの上に、ロリコンの変態だなんてまるっきりてーへんの生き物ね！　アオミドロと同レベルよ！　プランクトン以外口にしないようにしなさいよ！」

　急に酷ひどいなこいつ！　だから家を追い出されるんだよ！

「あなたのようなゴミ屑くずは、誰にも相手にもされないんでしょうね！　一生孤独よ！　あたしがここで見捨てたら一生孤独！　でも慈じ悲ひ深いあたしは、あなたがあまりにかわいそうだから……だからそ、その……」

　急に言葉に詰まるアリス。

「なんだよ？」

「……そ、その……だから、ずっとあたしが側そばにいてあげてもいいわよ！」

　ん？

「だ、だだだ、だから……その、結婚、考えてあげても…………」

「いやごめん。さっきのは物の弾はずみで言っただけだ」

「────」

　アリスの動きが止まる。

「……え？」

　振り返るアリス。

　顔は真っ赤だった。

「いや、だから、物の弾みで──」

「……え？」

「いや、だってお前、９歳だよ？」

「……え？」

「いや、だってお前、胸ないよ？」

「……じゃ、じゃああたしは、なに？　物の弾みで言った、感情のこもってない言葉に、真剣に考えちゃったってこと？」

「真剣に考えてたの？　９歳なのに？　胸ないのに？」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　無言のまま、すくっと、アリスは立ち上がった。

　ふらふらと、テレビの元に歩くと、かがんでテレビ台の下からなにかを取り出す。

　アリスが掴つかんでいるのは、『カリスマパクメン、十じゆう文もん字じ鉄てつ斗との関かん白ぱく塾じゆくＤＶＤ１（俺の信念編）』のケースだった。

「い、いやお前、ちょ、ちょっと待てって」

「うるさい」

　ひぃ！　９歳児がこんなドスの効きいた声が出せるなんて！

　アリスはケースを開けると、乱暴にディスクを取り出し、その両端を両手で掴つかむ。

「や、やめろアリス。早まるな。それは実は限定販売で、もう手に入らないんだ。プレミアで万を超える値段がついているんだぜそれ。お前は知らないかもしれないが、今その人はものすごい人気で、その人の出たＤＶＤはレンタル店でも軒のき並なみ貸し出し中になるほどで、つまりうん、まさにカリスマで──」

「胸は関係ないでしょうがああああああああああああああああ‼」

　──パキン！

「ぎゃああああああああああ！　月つき野のつぼみぃぃぃいいい！」

　そっちか！　というツッコミは受け付けない。







　というわけで、すっかりお別れだと思っていたこいつとの付き合いは、どうもまだ続きそうだ。皆かい無む乳にゆう幼女を世話するなんてデメリットしかないし、この狭せまい部屋の中で騒さわがれるのも勘弁してもらいたいものだが、まあこれもなにかの縁だ。アリスのこの性格の悪さが直るまでぐらいは付き合ってやってもいい。

　ところで、さっき渡された封筒に入っていたメモ用紙の話をしよう。あれは、正直、本当に酷ひどい内容だった。たぶんその追伸を見たせいで、『夫婦』なんて血迷った単語が出たんだろう。そうに違いない。俺はロリコンではない。





『追伸

　主人はこうすることで、あなたが今後、娘を預けるに足る相手か見極めたいそうです。

　評価されるよう、頑張ってくださいね』






　なにを言ってるのか理解したくない……。

　親公認婚約者だなんて事実は、絶対に理解したくない。

　とりあえず俺が分かるのは、９歳児に婚約を申し込んでも普通なら冗談にしかならないが、親バカのアリス父、ダイナさんは、本気にしかねないってことだ。

　つまり、アリスに『月つき野のつぼみに浮気をされた』なんて発言をされると、緑りよく高こうにさえ顔が利く、ダイナさんに潰つぶされかねないってことだ。

　さっき割られたディスクさえ、俺への脅きよう迫はくの材料になるってことだな！

　なので、当然こういう流れになる。

「ほら、いい鳴き声を聞かせなさいよ！」

　俺は、馬になっていた。

　しかも、頭を踏ふまれていた。

　アリスは興奮で、頬ほほを紅潮させていた。

　……どうしようもねえなこいつ。更生も頼まれていることだし、ここはパクメンである俺が、強く言ってやらないとな。

「ふざけるなアリス！　お前は──」

「そういえば、パパ昨日、日本刀の手入れをしていたわね。『有あり澄すを悲しませるようなことをしたら、あのガキ殺す』とか呟つぶやきながら」

　よし！

　下した手てに出よう！

「……あの、アリス様……？　いつになったら俺の頭を踏んでいる、その足をどけてくれるのでしょうか？」

　たぶん一生更生しないだろう、ドＳ幼女のアリスは、足の力をより込めて言い放つ。




「あなたが泣くまで！」







　　　あとがき




「あなたが泣くまで踏ふむのをやめない！」というタイトルにどん引きはしつつも、表紙の女の子のかわいさに気になって、とりあえずあとがきの様子を確認するか、と本屋で先にここを見てしまった皆さんこんにちは。ちゃんと最後まで読んでくださった方もこんにちは。御み影かげ瑛えい路じです。

　序盤だけ読んで、なにこの性しよう悪わる幼女、と思ってもきっと大丈夫です。僕もはじめは「なんだこのガキは」と思っていましたが、書いているうちにだんだんとかわいく思えてきて、今では部屋に一匹欲しいぐらいです。はぁ……毒舌セリフを書くのは楽しいなあ。




　ところで、もしかして僕の以前の作品を知る読者様の一部は、僕がコメディ作品を出したことに戸と惑まどわれているかもしれません。というか内容を決めた時点で、担当さんから「悪の編集者によって、御影さんがダークサイドに落ちたと思われるよ」みたいなメールが着ました。なんだダークサイドって。むしろ僕の今までの作品が清らかだったとでも？

　ダークサイドに落ちているかどうかは僕自身にはよく分からないので読者様に判断を任せますが、書いている感覚としては、この作品は結構自分らしい作品になったと思っています。いやー、好き放題できて楽しい！

　なので、あまり戸惑わずに、この作者にはこういう側面もある、その程度に思ってもらえるとありがたいです。




　さて、この作品についても少し解説を……と思ったのですが、どうにも説明しようがないので、やっぱりやめます。

　ただ今回は、気楽に読んでいただいて、そしてどの部分でもいいので、どこかで笑って欲しい、という気持ちを込めながら書きました。ページ数は多くなってしまいましたが、さくさくと読めるように工夫をしたつもりです。

　少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。




　それでは謝辞を。

　悪の編集者こと三み木きさん。これからも悪役とご指導よろしくお願いします。かなり自由にやらせてもらっているのと同時に、しかし的確な指摘をいただけるので、とてもやりやすく助かっています。

　イラストのnyanyaさん、本当にありがとうございます。アリスのキャラデザイン画をもらったとき、僕の想定していたベストアリスをも遙はるかに上回るすばらしいイラストだったので、思わず混乱してモニターの前で小こ躍おどりしてしまいました。nyanyaさんがイラストを引き受けてくださったことは、本当に僕にとって幸運でした！

　伏ふし見みさん、コメントありがとうございました。また飲みにでも行きましょう！　あとメールの返信はちゃんとください！　寂さびしいです！

　それから家族や友人たちにも感謝を。特に友人Ｋ。毎日のように無む駄だ話に付き合ってくれて、本当にありがとう。




　それから「空うつろの箱と零ぜろのマリア」シリーズは現在も執筆中です。お待たせして本当に申し訳ないです。おかげさまで好評ですので、打ち切りではありません。ご安心を。時間がかかっているのは、単純に僕の力不足です。

　今作を読んでご興味を持たれた方も是ぜ非ひどうぞ。読者の方が幸せになれるよう、心を込めて書いているシリーズです。本当です。




　また、「あなたが泣くまで踏ふむのをやめない！」も、今回書けなかった学校生活も書いた、続巻をすでに執筆中です。できれば今後ともお付き合いいただけると、ありがたいです。見捨てられないよう、一層努力をしたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。

　それではまた、近いうちにお会いできることを願って。





御み影かげ瑛えい路じ
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御み影かげ瑛えい路じ

埼玉県在住。今作品に頻出する、主人公に対する「ありきたりな顔」「量産型」「街に出たら見つからない」
などの表現は、僕が両親に実際によく浴びせられている表現です。……いや量産型て。
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nyanyaニャニャ

猫とロリが好きなイラストレーター。ゲームキャラクターデザイン、挿絵、イラストなどいろいろ活動しています。
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あなたが泣なくまで踏ふむのをやめない！
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